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　　　序章





　７月某ぼう日じつの土曜日。夕刻の水みな上かみ家。



「……ね、悟さとる。それ大だい丈じよう夫ぶだった？　味濃こくし過ぎたかなって、ちょっと心配だったんだけど……」

　テーブルの上には料理が載のった大皿が３つ。あとは取り分けるための小皿が数枚と、人数分のご飯茶ぢや碗わんと味み噌そ汁しるのお椀わん。

「いや、全然大丈夫。味が濃い方がご飯が進むし。──つーか残り物そのままでも良かったのに、手を加えたんだ？」

　食しよく卓たくに並んだ料理は、ほとんどが昨日の残り。だけど手を加えて味を変えてあり、見た目も味も言われなければ気づかないレベル。

「……ん。だって。そのまんま出しても、面おも白しろくないから」

　全すべての料理は彼かの女じよ、俺おれの従妹いとこである同居人、水上 澪みおが作ったもの。

　澪にとっての家事、特に料理は、仕事というより趣しゆ味みに近いらしい。そして腕うで前まえの程ほどはと言うと、それは俺を見るより──



「はぐはぐはぐはぐはぐっ！」

「ね？　そんなに慌あわてなくても、まだいっぱいある、よ？」

「はぁ～い。でも美お味いしいよ、お姉ちゃん！」

「……ん。ありがと♪」



　俺の対面に座すわっている少女が、気持ちいいくらいのドカ食いしている事からも、確かな技量が見て取れる。



　──いや……そろそろ現実逃とう避ひから戻もどるべきか。

　今日、夕食の席に着いているのは『三人』。俺、水上 悟と従妹の澪。そして、三人目がこの少女。

　外見年ねん齢れいは10歳さい前後。日本人らしい顔立ちに、長い艶つややかな黒くろ髪かみ。

　これだけ言うと、大人しそうな外見をイメージするかもしれない。

　だが実際は、小こ柄がらな身体にスラリとした手足、そして何よりころころ変わる表情が、むしろ活発な印象さえ与あたえてくる。

　──まあ、この子らしいと言えば、すごく『らしい』んだけどね。



「ごちそうさま！　ふにぃ……、お腹なかいっぱい……」

「ん。お粗そ末まつさま。……あ。ご飯つぶ、付いてるよ？」

「へ？　あ。ありがと、お姉ちゃん♪」

　俺の隣となりの席から身を乗り出し、少女の頬ほおに付いたご飯つぶを取ってあげる澪。その光景は完全に姉妹のそれに見える。──澪、本当に順応早いな……。

「……ん？　悟、どうしたの……？」

「お兄ちゃん……？」

　動きを止めている俺に気が付き、二人が声をかけてくる。……丁度いいかもしれない。

「あー、食べ終わったところで、ちょっと訊ききたいんだが……どうしてこうなった？」

　とりあえず、ド直球投げてみた。

「え、えーっと……、ボクにもわからなくて……」

　それもそうか。だけど『どうしてか』はわからなくても、原因となった物は予想がつく。

　だから、そこら辺はあの人達たちから聞くとして……。

　今出来ることで、俺達にとって最も大事な事。それは、一つの確認。



「──で。お前は本当に ── なのか？」



　強めの口調での質問に、少女は一いつ瞬しゆん戸と惑まどう様な表情を見せたが──すぐに真っ直すぐな瞳ひとみを向け、口を開く。

　まるで『どんなに変わっても、これだけは胸を張って言える』、そう言うように。



「うん。ボクは────」

　まるでその言葉を裏付ける様に。少女の首元の赤い宝石が、キラリと輝かがやいた気がした。



　今回のお話は、我が家の家族が増えたお話。

　だけどある意味では……結局俺にとって、何も変わらなかった数日間。

　そんな水上家の非日常な日常。あるいは日常な非日常のお話──








　　　一章　少女は来る『願いの下に』





────ユサユサ　────ユサユサ

「──る。……──とる。──悟さとる」



　──ん……？

　優しい揺ゆれと、聞き慣れた声。……どうやら自分を呼んでいる様だが……。

　──状じよう況きよう確認。昨日は……たしか遅おそくまで期末試験の採点をしていた──よな？

　なんとか終わらせた記き憶おくはあるが、それ以降の記憶が曖あい昧まい。現在、横になっていることから考えると、なんとかベッドに潜もぐり込こみ、即そく座ざに意識が落ちたのだろう。

　って事は……ヤバい時間か？　──いや。

　そもそも無理をしてまで昨夜中に終わらせたのは、今日が休日だからだ。

「……悟、起きて。悟？」

ユサユサ　ユサユサ

　……尚なおも続く、揺れと呼び声。

「……すまん澪みお。今日休みだろ？　もう少し寝ねかせてくれ……。昨日遅かったんだ──」

　同居人である従妹の方を見もせず、俺はそのまま意識を落とそうとする。

「悟──。…………むぅ」

　なんだか拗すねている様な声が聞こえた気がするが……後で謝ろ……。

　そんな事を考えながら、意識がだんだんぼやけてきて──



──ちゅっ



　────!?

　頬に感じた、しっとり柔やわらかな感かん触しよく。湿しめった音。眠ねむ気けの大半が一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。

　──ＯＫ、冷静に行こう。近くに居たのは──澪。今の感触、音──マジで!?

　最初っから冷静ではない俺は、考えれば考える程に眠気は覚めて──

「澪！　お前何を──」

　目を開き、そう声を上げながら彼女の方に顔を向けると。



「にゃあ♪」



「…………………………おはよう、イブ」

　目の前におられるのは我が家の一員、黒くろ猫ねこのイブ。

　────なんだろうね。この安あん堵どと、凄すさまじい程のガッカリ感は……？

「うにゃん♪」

「……ん。起きたね。……おはよ、悟」

　俺の挨あい拶さつに嬉うれしそうに返事を返すイブと、そのイブを抱だき上げている澪。

「──ああ。おはよう、イブ、澪。……なあ澪？　さっきのは……？」

「……ん？」「うにゃ？」

「──いえ、なんでもないです」

　……何となく、ハッキリさせたくない気が。『訊くまでもない』というのもあるが。

「……悟、もう10時、だよ？　この子たちも、ご飯待ってるよ……？」

「────あ」

　──まだ９時くらいだと思ってた。つーか待ってたのか。

　我が家の朝食は、休日でも大たい抵ていは８時半前後。だいぶ待たせてしまったみたいだ。

「悪い、今起きる。……待っててくれて、ありがとな」

「……ん。ご飯、準備はできてるから。起きて来てね？」

　そう言って、部屋を出て行こうとする澪。だが、

　──？　何か少し慌ててる……？　それと──

「なあ、澪？　……もしかして、具合悪かったりしないか？」

「……？　大丈夫だけど……なんで？」

「いや。少し、顔紅あかくないか？」

「…………なんでもない。じゃ、先行くね？」

　なんだか、また更さらに紅くなった気がする。

「ん──、なんだろね、イブ？」

「うにゃ？」

　可愛かわいく首を傾かしげるイブを見ながら、『そういえば、ネコなのにキス音出せるんだ？』なんて事を考えていると、視界の隅すみに、残る我が家の家族が居るのに気が付いた。

　背を向け、少し体を震ふるわせている白猫。……なぜか、笑いを堪こらえている様に見える。

　なぜか目を逸そらし……恥はずかしそう、気まずそうにしている、白黒柄がらの子猫。

「よっ。ヴィス、リッド。──どうした？」

「──み!?　み、み……うみゃぁ？」

　なんとなく、『え!?　え、えと……何も見てないよ？』と聞こえる、リッドの声。

「──に？　に～……、にぁ♪」

　なぜか、『──はい？　ん～……、何でしょうね♪』と聞こえる、白猫のヴィスの声。

　──？　何なんだ本当に……？

　俺はなんとなく読み取っているだけで、猫の言葉がわかるわけではない。──澪とは違ちがって。だから実際に何があったかを訊く術すべは無い。

「ま、いいか。とにかくおはよう、ヴィス、イブ、リッド」

「「「 うにゃあ♪ 」」」





「「 いただきます 」」「「「 にあ！ 」」」

　着き替がえと洗顔を済ませて２階から降りてくると、すでに朝食の準備ができていた。そして、二人と三匹びきが声を合わせて始まる食事。



　さて。今更だが──あまりに人間くさいウチの子猫三匹。白猫のヴィス。黒猫のイブ。白黒猫のリッド。

　ヴィスとイブが女の子で、リッドが男の子。人間くさいのもそのはず、なにせこの子達は……とある事情により、人間の言葉がわかるのだから。

　──そういえばこいつら、人間に直したら何なん歳さいくらいだ？

　知能レベル的には多分、イブとリッドが小学生くらい。ヴィスは測定不能。

　──澪の宿題、軽々解いてたもんな……。



「……？　どうしたの、悟？」

「へ？　ああ。こいつら、人間に換かん算さんすると何歳くらいかなって」

　俺がそう言うと、澪は頬に人差し指を置いて考えだし、

「ん……と。こっちの世界だと、生まれたのは２月の初め辺りらしいから……10歳弱？」

「……なるほど」

　そこから算出すると……ヴィスはＩＱ１６０オーバーの天才児か。



　それで。さっきの澪の言葉にあった『こっちの世界だと』という部分。

　正確に言えば『今の歴史だと』。澪と子猫トリオは皆みなで暮らすために、一度、時間を遡さかのぼり生まれ変わってきてくれた。

　そうしなければ一いつ緒しよに暮らせなかった理由というのは──ヴィス達が規格外なネコになった理由でもあるのだが──澪は転生前、とある理由により生み出された天使だった。

『天使と人は、ずっと一緒には暮らせない』。だけど別れの時、俺達はまた共に生きる事を願い、その願いが、時間を遡り歴史を書き換かえての転生という形で叶かなえられた。



　思い返してみると……とんでもない奇き跡せきというか、エライ力押おしというか……。

「……ぅにゃ？」

　考え事をしながらボーっと子こ猫ねこ達たちを見ていると、イブが気付いて声をあげる。

「ん？　いや。前の記憶が戻ったせいか、時々頭を整理したくなるんだよ」

「……ん。そっか。……悟、二つの記憶が重なってるんだっけ……？」

「そ」



　澪達が転生した際、過去に異物が入ったために歴史が改変された。

　その影えい響きようで改変前の澪達との記憶は、俺の中から完全に消えたはずだったのだが──なぜかこの前の事件の際に戻っていたりする。



「にー……」「うみゃぁ……？」

　心配している様な声を出す、ヴィスとリッド。

「あ、っと。いや、澪とか細音さざねとか……人脈と思い出が追加されただけで、基本はあんまり変わらないから大丈夫だって！」



　──それに……。思い出を取り戻せた事は、本当に嬉しいんだぞ？



　さすがに照れくさくて、実際には言わないが。

「ところで……悟？　今日、何か用事ある？　無ければ、ちょっと頼たのみたいコトが」

「ん？　いや、特には無いな。仕事も昨日、ほとんど終わらせたし。買い物か？」

「……あ。そういえば今日、夕方から特売……。ん、それもお願いしたいんだけど……、午後から、あの子達をお風ふ呂ろに入れてあげてほしい」

「に♪」「にゃ!?」「……み？」

　そう言って、食事中のヴィス達三匹を見る澪。各々の反応を返す三匹。

「いいけど……澪、ほとんど毎日入れてなかったか？　それに、なんで昼間から？」

　一いつ般ぱん家庭がどの程度の頻ひん度どで飼い猫を洗うかは知らないが、毎日という所は少ないだろう。

　だが澪はほぼ毎日、余よ裕ゆうが無いとき以外は、自分が風呂に入るときにヴィス達を連れていく。というか自分から付いていくヴィスと、諦あきらめ気味に付いていくリッド。

　──あれ？　ヴィスとリッド……、そういえばイブは？

「……ん。ヴィスはお風呂好きで、リッドも大人しく入ってくれるんだけど……ね？」

　そう言って、ある方向を見る。

「……なるほど。昼間にしたのは有事に備えるため、か」

　俺も、同じ対象に視線を送る。そしてその先には──

「にゃ、うにゃ……？」

　その先には『だ、誰だれの事……？』と、誤ご魔ま化かす様に後ろを向く黒猫の姿があった。





　その後。バリバリに警けい戒かいしだしたイブを油断させるため、その話には触ふれずに子猫三匹と遊んで過ごした。

　この三匹、人間並みの知能をもった規格外とはいえ、やっぱりネコはネコ。ネコジャラシやネズミのおもちゃにはどうしても反応してしまうし、喉のどやお腹をくすぐれば気持ち良さそうな声を上げる。

　そうして楽しく過ごし、昼食も食べ、のんびりしてから──

「──捕ほ獲かく」

「うにゃあ!!」

　なんとなく『黒ネコＧｅｔだぜ！』といった気分で風呂場へ向かい、途と中ちゆうで澪から『ネコ入浴グッズ』を受け取る。

「にゃあ!?　にゃあにゃあにゃあ!!　ぅにゃぁぁああっ!!」

「はいはい。ここまで来たら、いい加減あきらめような？」

　嫌いやがるイブを抱かかえて浴室に到とう着ちやく。そこには大きなタライが二つ。これも澪が用意しておいてくれた物だ。

　ヴィスとリッドが入ってから浴室の入口をしっかり閉め、イブを下に降ろす。

「うにゃぁ……。にゃにゃぁ！　にゃぁにゃあ！　うにゃあ!!」

　逃にげるのはあきらめた様子ながら、抗こう議ぎの様な声を上げるイブ。……さしずめ『臭くさくないもん！　汚きたなくないもん！　まだ大だい丈じよう夫ぶだもん!!』といった所か？

「だがな、イブ？　ちょっと考えてみてほしい」

「にゃ？」

「……臭におい出したら、手て遅おくれだと思わないか？」

「うにゃぁ!?　……にゃあ……」

　さすがに、自分の身体が臭い出すのはイヤらしい。ガックリと項垂うなだれて大人しくなる。

「に～、にぁ♪」「うみゃあ」

「……にゃぁ」

　軽く凹へこみ気味のイブを慰なぐさめているらしい、ヴィスとリッド。イブもやっと諦めた様だ。

　それを確認してから俺は服を脱ぬぎ、イブが逃げ出さない様に気をつけながら入口を開け、脱いだ服を脱だつ衣い所じよに放ほうり出す。ちなみに、俺の着替えは後で澪が持ってきてくれる手て筈はず。

　俺が風呂場でこの子達を洗うのは、実は初めてだったりする。

　だが澪の話によると、ヴィスとリッドは大丈夫だから、イブに集中してくれれば良い、との事だった。

　──じゃ、言われた通りにイブから洗うか。

「うにゃっ!?」

　大人しいうちにイブを確保。右みぎ腕うでで抱えたまま、シャワーでタライにお湯を溜ためる。

「にゃ……！　うにゃあっ!!」

　それを見たイブが、腕の中でジタバタ暴れる。さっきの反応から察するに、洗われる事より水（お湯？）が怖こわいのかもしれない。

「はいはい。大人しくしてれば、すぐ終わるから。出来る限り優しくするから。な？」

　そう言って、抱えてたイブを両手で持ち上げ、お湯を溜めたタライの中へ。

「にゃぁ……。にゃっ……！」

　お湯に浸つけた瞬しゆん間かん、ビクッと反応し、耐たえる様に小さく震えながら縮こまる。

　そんな猫らしいのか人間くさいのか、この子らしい姿に苦笑いを浮うかべつつ、お湯をかけながら、全身を解きほぐす様にマッサージしていく。

「────にゃ……？　……うにゃあ」

　なんとなく落ち着いてきた様子のイブ。ここで猫ねこ用ようシャンプーを使用。手に出してお湯で泡あわ立だててから洗う。……撫なでる、擦こするよりは、毛を掴つかむ、揉もむ、といった感じか。

「にゃあ……♪」

　のど元やお腹などをくすぐると、気持ち良さそうな声を上げる。ちょっと……いや、かなり可愛い。

「あはは！　また、いつでも洗ってやるからな？」

「うにゃん♪」

　──うん。もうイブの方は大丈夫だな。ヴィス達は、っと──

「………………は？」

　イブに集中しすぎていたために気づかなかったのだろう。いつの間にか、もう一つのタライにもお湯が溜められており。

「うみゃぁ……」「に～に～にぁ♪」

　お湯を浅めに張ったタライの中で、ヴィスがリッドを泡だらけにしていた。

　──こいつら。いくら人間並みとはいえ、ここまでやるのか……！

「なあヴィス？　お湯も、お前が溜めたのか？」

　半ば戦せん慄りつしながら、ヴィスに問う。

「に～」

　ヴィスは一鳴きすると、トテトテと蛇じや口ぐちの方に行き、

「に♪」

　つまみを捻ひねって、お湯を出して見せた。……しかも温度までいじった形けい跡せきアリ。

　澪のセリフの『ヴィスとリッドは大丈夫』の意味が、やっとわかった。

「あー、大人しいのは良いんだが……お前はそれでいいのかリッド……？」

　と、首から下が泡ダルマ状態のリッドに尋たずねる。

「み？　……うみゃぁ」

　なにか『……もう諦めました』と言っている気がする。……控ひかえめながらも、この子も十分人間くさい。──あ。そういえば。

「そういえばリッド？　いつもヴィスと一緒に、澪に入れてもらってるんだよな？」

「み!?」

『ギクリ』、といった様子で反応し、泡ダルマから尻尾しつぽが飛び出す。

　人間で10歳さい前後といえば……男の子なら、そろそろ『そっち方面』を意識しだす頃ころだろう。……そこら辺はどうなのだろうと、ちょっと気になったのだが。

「なぁ、リッド？　……どうよ？」

「み、ぅみゃっ……！」

　全力で顔を逸らすリッド。……漠ばく然ぜんとした質問の意味が分かっている時点で、ほぼ確定。

「リッド……、男の子だな！」

　リッドに向けて親指を立てるサムズ・アツプ。俺おれは今、多分とても爽さわやかな笑顔だろう。

「うみゃ!?　み、み……ッ！　────ッ!!」

　悲鳴の様な声をあげたリッドは、隠かくれる様に自分の身体を包む泡の中に潜り込み……泡ダルマから泡まんじゅうへと進化した。──ちょっとイジメすぎたか。

『……ん。楽しそう、だね？』

　そんなとき、脱衣所から澪の声。

「ああ、澪か。着替え、持ってきてくれたのか？」

『……ん。あと、ヴィス達たち用のバスタオル。……ここ、置いておくね？』

「ああ、サンキュ。……ところで澪？　お前と一緒に入るとき、リッドどんな感じだ？」

　リッドにはダメ押しになりそうな気もしたが、好こう奇き心しんに負けて訊きいてみる。

『ん？　んー……大人しいよ？　この前訊いたら、『終わるまで、天てん井じようのシミ数えてます』だって。……なんでだろ？』

「…………く……ッ！」

　なんだか……涙なみだが止まらなくなった。シャンプーが目に入ったのだろうか。

「リッドお前……。苦労、しているんだな……」

「うみゃあ……、──みゃあ」

　何となく……『同志』、といった感情を抱いてしまった。

「にー……」「にゃ？」

　苦笑っぽい雰ふん囲い気きを出すヴィスに、分かっていない様子のイブ。

　相変わらずの三者三様な反応が、すごく可お笑かしかった。

『……ん。本当に、楽しそうだね』

　若干、拗ねている様な澪の声。だから俺は、澪にも少し意地悪を試みる。

「まあな。澪も入るか？」

　素で言うとセクハラだが、この雰囲気なら冗じよう談だんで通るはず。

『………………』

　が、なぜか少し間が空く。そして『やっちまったか……？』と思い始めた頃。

『……ん。今日は、やめとく。じゃ、戻もどるね？』

　そう言って脱衣所から出ていく澪。特に気を悪くした様子は無い。

「──焦あせった……。ヒかれたり『じゃあ入る』とか言われたらどうしようかと──」

　と、誰に言うともなく呟つぶやく。

「ま、この歳で一緒に入るなんて──ん？　今日『は』……？」

　思い返す。澪のセリフ、『今日は、やめとく』。──じゃあ『次回』は？

「ちょ、待っ……！　い、いやいやいや！　マズイだろ!?　そりゃ、小さい頃は一緒に入ってたが──って……オイ待てコラ」

　更なる事実に気が付き、セルフ突っ込み。

　一緒に風呂に入ったり寝ねたりしていたのは、澪が小学生のときくらいまで。

　先にも言ったが……澪は一度生まれ変わっていて、その時の記き憶おくを持っている。

　それはつまり──幼い頃から澪の精神年ねん齢れいは、転生前と同等……？　という事は。

「つまり……『身体は子供、頭脳は大人』──!?」

　早い話。外面的には小学生でも、内面的には──15歳前後の女の子と一緒に入っていたも同然なワケで──

ダッ──！　ザブン!!

『うにゃ!?』

　居ても立ってもいられず、湯船に飛び込み頭まで潜もぐる。

　水面越ごしにイブの驚おどろく声を聞きながら、泡に隠れた『同志』を思う。

「……リッド」

　首から上を水面から出し、声を出す。

「……み？」

「…………男って、肩かた身み狭せまいな……」

「──みゃぁ」

　なんとなく──俺とリッドは、心の深い所で通じ合った気がした。

「うにゃ？」



　そんな事があったせいでのぼせ気味になりながらも、無事に三匹を洗い終わり、バスタオルに包んでから浴室を出て、自分の体を拭ふく。

「に～♪」「にゃあ！」「……みあ！」

　仲良く三匹でタオルに包くるまっていたヴィス達が、揃そろって声を上げた。

「ん？　拭いてくれって事かな」

　急いで服を着てから、まずは手近のヴィスから拭いていく。

　もしかしたら自分達で拭くかな、などと思っていたが、さすがにそこまでは出来ないのだろうか。

　などと思っていたが……拭いていると、すぐに別の意図に気が付いた。

「なるほど……ね。初めて会った日の事か？」

「「「 うにゃん♪ 」」」

　嬉うれしそうに声を上げる子猫トリオ。どうやら正解だった様だ。

　澪やこの子達が生まれ変わる前。俺おれ達たちの、本当に初めての出会いの夜。澪と一緒に拾ってきたこいつ等らを、一匹ずつ拭いてあげた。

　それは、俺が取り戻した大切な思い出の一つ。

　──それをこの子達も大事に持っていてくれた。それが、すごく嬉しい。

「さーって！　澪が待ってる。急ぐぞー」

「に!?」「にゃ!?」「うみゃっ!?」

　照れ隠しも兼かね、最後に三匹をまとめて、わざと少し乱暴に拭いて仕上げる。

「澪を仲間外れにする気はないだろ？　この後、皆で昼ひる寝ねでもするか？」

　そう言うと、タオルから顔を出した三匹は顔を見合わせて、

「「「 にあ！ 」」」

　揃って、賛成の声を上げた。





　今は３時前。エアコンを弱めに入れれば、昼寝にはちょうどいいかもしれない。

　そう思い、玄げん関かん近くの廊ろう下かで掃そう除じ機きをかけていた澪に話しかける。

「なあ澪？」

「……ん？　お風呂、出てたんだね。イブはちゃんと洗えた？」

「ああ、それは大丈夫。それでさ、この後時間空いてたら、皆で昼寝でもしないか？」

　一応は訊いてみたが、澪も今日は予定が無かったはず。

「……ん。そうしたいんだけど……。さっき電話があって、これから財ざい天てん寺じさんと白しら川かわさんが来る」

　そう、残念そうに言う澪。

「へ？　あの二人が……？　何の用事だろ」

「……ん。なんだか、『渡わたす物がある』って言ってた、よ？」

　──『渡す物』？　しかも、わざわざ訪ねてきてまで……？

　話を聞く限り、別に緊きん急きゆうではなさそうだが──相手が相手なだけに少し気になる。



　これから来る知人、『財天寺努つとむ』と『白川有あり紗さ』。

　それぞれ、俺の職場である聖ひじりヶが丘おか学がく園えんの用務員と事務員なのだが、それは仮の姿。

　その正体は天界の住人にして、座天使の位階を持つ者。俺と澪が出会うきっかけになった人（？）達でもある。



「あー、そういう事なら仕方ない、か。……ふむ。じゃあ俺、お茶ちや菓が子しでも用意しとく」

　そう言ってキッチンに向かおうとすると、

「──ん？」

　ツンツンと、服を引かれる。顔を向けると、少し頬ほおを染めた澪が見上げてきていた。

「……ん。明日は多分、大丈夫だから。その──一緒にお昼寝……ね？」

ピンポーン

　潤うるんだ瞳ひとみを向けて、そう言ってくる澪。

　──なにこの可愛かわいい生き物……？

　なぜか疑問。その直後、顔が熱くなる。魅み入いられる様に澪をしばらく見つめ……我に返って、慌あわてて顔を逸そらす。

「？　……悟、どうしたの？」

ガチャ

　首を傾かしげ、訊いてくる澪。──俺は照れ隠しに、澪の頭を、そのサラサラの髪かみを撫でる。

「あー……なんでもない。とにかく明日、な？」

「……ん♪」

　頬を染めたまま、嬉しそうな微笑ほほえみ浮かべる澪。

　──ヤバイな……。ただでさえ、記き憶おく戻もどったせいでオーバーフロー気味なのに……。

　目を細めて気持ち良さそうにしている澪を見ながら、そんな事を考えていた。



「…………あのー？　そろそろ、気付いては頂けないでしょうか……？」



「へ？」「……え？」

　なぜか、気まずそうにしている男女が玄関の中に。

　茶色のロングヘアの女性、事務員の白川有紗こと、天使スリア。

　短い黒くろ髪かみの男性、用務員の財天寺努こと、同じくツトレキエル。

「……あれ？　いつの間に、入って来たの？」

「いえ、ちゃんとチャイムは鳴らしたのですが……？　反応が無いのでドアに手をかけたら、鍵かぎがかかっていなかったもので……」

　白川さんに言われて玄関を見ると、箒ほうきと塵ちり取とりがある。どうやら澪が、少し外も掃はいたみたいだ。

「それならそうと、早く声をかけて下されば良かったのに」

「いや、あの状じよう況きようは──、おそらく黒くろ木き殿どのですら入れないと思うが……」

　──『あの状況』？　何の事だろう？

「あの、お邪じや魔までしたら……また今度にしましょうか？」

　そう言う白川さん。『お邪魔』という言葉が何に向けてかは分からなかったが、どうやら気を遣つかってくれている様だ。

「いえ、折せつ角かくいらっしゃったんですから。ただ『一いつ緒しよに寝よう』と誘さそってただけですし」

「……………………はい？」

「────ほう」

　なぜか突とつ然ぜん、顔が紅あかくなる白川さんと、呆あきれと興味が半々くらいの財天寺さん。

「……ん。今日じゃなくても、いつでも出来るし。だから、大丈夫だよ？」

「いつでもですか!?」「……いつでも、か」

　更さらに顔を紅くする白川さんと、気まずげに眼めを泳がせる財天寺さん。なぜだ？

「？　ええ。明日なら時間を取って公園で、というのも気持ち良さそうですし」

「……ん。いいね♪」

「「 まさかのアウトドア!? 」」

　いや、『アウトドア』と言う程ほどのものでもないと思うが……？

「……すみません、出直してきます。……３時間くらい」

「人の趣しゆ味みをどうこう言う気はないが……屋外プレイはあまりお勧すすめできん」

「「 ……はい？ 」」





「ああ、お昼寝の事でしたか……」

「そうですが……どうかしましたか？」

　話を聞いて落ち着いた様子ながら、なぜか気まずげな様子の天使コンビ。

「──いや。ただ『日本語は怖いな』、などと考えていただけだ」

「はい？」

　そう言って、澪が用意したアイスコーヒーに口をつける財天寺さんに、俺は首を傾げる。イマイチ言葉の意味が理解できない。

「まあ、気にしないでくれ。それにしても……お前、意外にこっちの話題、弱いのか？」

「──ええ、まぁ……。生産性の無い行こう為いなら大好物ですが、リアルに生々しいのは少し苦手ですね……」

　重度の腐くさった趣味をお持ちなわりに、意外と純情らしい。

「……ん。お菓か子し、持ってきた」

　澪が手作りのクッキーを持ってやってきた。そういえば、この前作り置きしていたか。

　俺は早さつ速そく一つ口に放り込む。──うん。さすがに美う味まい。

「サンキュ、澪。ほい、お返し」

　言って、澪の口にも一つ。

「ん……♪　ありがと、悟」

　咀そ嚼しやくしてから薄うつすらと笑みを浮かべる。自分でも満足できる出来の様だ。

　──っと、しまった。お客さんに先に出すべきだったか。

「どうぞ。美味いですよ──って、どうしました？」

　なぜか、激甘のお菓子を口にしてしまった様な顔をしている、天使二人。

「……あなた方は事ある毎ごとに──」

「むしろ、自覚が無い事が最大の脅きよう威いか……」

　何かぼそぼそ言っているが、あまり聞き取れなかった。

「ところで、今日は何の用事で？」

「え？　──ああ、失礼しました。ガブリエル様から贈おくり物を預かったので、届けにきたんです」

「贈り物、ですか？」

「ああ。これだ」

　そう言って財天寺さんが取り出したのは、横長の小さな小物入れ。それを開けると。

「……ん。ブレスレット……？」

「ですが、なぜ３つ……？」

　入っていたのは、丸い宝石の様な飾かざりがついたアクセサリーが３つ。宝石の色は、それぞれ赤、青、緑。紐ひもの長さから、確かにブレスレットに思える。

「いえ、実はコレ、首飾りなんです」

「は？　首飾りにしては長さが──あ」

　言って気が付く。数は３つ。人間用の首飾りにしては、短すぎる紐。

「……もしかして、ヴィス達用……？」

「に!?」「にゃあ！」「うみゃ？」

　……いつもながら、良いタイミングで現れるなこいつら。

「そういう事だ。まあ、見かけは普ふ通つうのアクセサリーだが、少し特とく殊しゆな物だそうだ」

　財天寺さんの言葉を聞き、俺はイブとリッド、澪はヴィスを抱だき上げてテーブルの上へ。

「まあ、ガブリエル様からという時点で、ただのアクセだとは思ってませんが。何なんですかコレ？」

　彼かれらの上司たる熾天使ガブリエル様からの贈り物で、懇こん意いにしているとはいえ、天使がわざわざ届けに来た物。普通の物であるはずが無い。

「話によると、天界由来の力を受けている者に、効果があるらしいです。一応、宝具という扱あつかいなのですが、永らく使える者がいなかったため、折角なら、という事らしいです」

　なるほど。ヴィス達の知能は、天使の頃の澪の影えい響きよう。なら、対象に含ふくまれるだろう。

「……ん。それで……どんな効果？」

　興きよう味み津しん々しんの様子で、首飾りを見ているヴィス達を撫でながら、澪。

「受け取る力を調整して、効率よく力を吸収できるらしい。それで、具体的にどういう影響が出るかは……持ち主によって変わるそうだ」

　受け取る力を調整……。変電器みたいな物だろうか。

「『願いの欠片かけら』と、呼ばれているそうです。あくまで力の調整ですので、悪い影響は無いはずです。まぁ、アクセサリーを兼ねた健康グッズと思って使っていただければ、と」

　確かに、綺き麗れいなのに派手すぎない上品なデザインは、アクセサリーとしても十分良い物に見える。

「そういう事でしたら、ありがたく頂きます。──良かったな？」

「に～♪」「ぅにゃあ！」「みあ♪」

　話を振ふると、嬉しそうに返事をする三匹びき。

「ん♪　ガブリエル様に、今度お礼に行くって、伝えてくれる？」

「ああ、伝えておこう。──さて。我々はそろそろ失礼するとしよう」

　そう言って立ち上がる財天寺さんと、それに続く白川さん。

「あれ？　もうお帰りですか？」

「ああ。この時期、少々やる事が多くてな」

「澪さん？　クッキー、ご馳ち走そう様さまでした。──本当に、女の子らしくなりましたね」

「ん。ありがと……♪」

　微笑みあう女性二人。

「ふむ。良い奥おく様さまをお持ちで」

「……そのネタ、何回目ですか？」

　二人に聞こえない様に言ってきた財天寺さんに、苦笑いを返す。

「では、失礼しますね」

「ではな」

「はい。また学園で。今日はわざわざ、ありがとうございました」

「「「 うにゃあ！ 」」」

　最後にお礼を言うと、ヴィス達も揃ってお礼らしい声を上げて見送った。



　二人が帰った後、何となく思い出して言ってみる。

「そういえばあの二人、ある意味で澪のもう一組の親……なのか？」

「……ん。そう、だね」

　この前の一件から親身になってくれている、二人の天使。改めてそう考えてみると、今までの行動に、別の想おもいが見えてくる気がした。

「まあ、腐ってるけどな」

「……ん。腐ってるけどね」

　言って、顔を合わせて笑いあう。

「に～」「にゃ～！」「みぁ」

　と、そこへ、ヴィス達が声をかけてくる。そしてそれぞれの前足には、さっきの首飾り、

『願いの欠片』が引っかかっている。

「……ん。付けてほしい、だって。ちょっと待ってね？」

　澪はしゃがんで、まずはリッドから首飾りを受け取り、付けはじめる。それを見て、俺もイブが持つ首飾りに手を伸のばす。

　触さわってみて気が付いたが、どうやら紐も普通の素材ではないみたいだ。手触りも光こう沢たくも、見たことが無い。

　俺が少し苦戦しながらイブに首飾りを付けると、澪はヴィスにも付け終わっていた。

「に♪」「にゃん♪」「みゃあ♪」

　嬉しそうに、前足で自分の首元の宝石を揺ゆらす三匹。ちなみに色は、ヴィスが青、イブが赤、リッドが緑。よく似合っていると思う。

「……ん♪　みんな似合ってる、よ？」

「に～♪」

「どうだ？　付けてみて、何か変わった感じはするか？」

「うみゃあ……？」

　首を傾げながら、リッド。特に何もないみたいだ。

「すぐには効果出ないのかもな。健康グッズだと思えって言ってたし」

「うにゃあ！」

「ん。『大事にする』、だって……♪」

　どうやら気に入った様だ。嬉しそうな声を上げるイブを撫なでると、目を細めて擦すり寄よってきた。今度は喉のど元もとをくすぐろうすると、赤い宝石に指が触ふれる。

　──ふむ。『願いの欠片』か……。

「もしかして……願い事が叶かなったりとかするのかな？」

「「「 !! 」」」

「……ん。どうだろ？　でも、効果は持ち主次第って言ってたし……そうかも、ね？」

　だけどそんな直接的な使い方があるなら、ガブリエル様から言ってくる気がする。

「んー、まあ、能力増強あたりが無難な気がするな。──おっと。澪、そろそろ買い物行かないとマズイ時間かも。夕方から特売って話だったよな？」

　今晩の食材に不足は無いが、日持ちする物なら安い日に買い込んでおくのがベスト。

「……ん。そうだね。準備してくる」

　そう言って、パタパタと駆かけていく澪。俺も荷物持ちとして付いて行くとしよう。

「じゃ、俺も行ってくるから、留守番頼たのむな？」

「にー」「うみゃあ！」

　元気に『わかった』という返事をする、ヴィスとリッド。だがイブは何を思ってか、ガラス戸に映る自分の首元に光る赤い宝石を、ずっと見つめている。

　──『願いの欠片』ね。……この子は何を願うんだろね？

　そんな事を考えながら部屋を出て、後ろ手でドアを閉めようとした瞬しゆん間かん──



ポンッ



「に!?」「うみゃ!?」

　軽く空気が破は裂れつした様な音。それと、ヴィスとリッドの驚いた様な声。

「は!?　何が──」

　慌ててドアを開け、部屋の中を見る。そこには。

「に……？」「…………みあ？」

　驚きのあまり、キョトンとしているヴィスとリッド。そして──

「……え？　あ、あれ？　ボク──」



パタン



　何となく、何も言わずにドアを閉める。

「あー、俺おれ疲つかれてるのかなー。見知らぬ幼女が部屋に出現する幻げん覚かくなんてなー」

　我ながら、すごい棒読み口調で独り言。そして、フと気が付く。

　──あれ？　今、イブ居たか……？

　もう一度、ドアを開けてみる。

「お邪魔しまーす……」

　なぜに丁てい寧ねい口調？　と、心の中でセルフ突っ込みしながら、中を見る。

「…………」「…………」「…………」

　お座すわりして一点を見つめているヴィスとリッド。そして──二匹に向き合う様に正座して、戸と惑まどった様な表情を浮うかべている少女。

　……歳としは10歳くらいだろうか。ロングの黒髪に、服装は飾り気のない黒のワンピース。

　そんな恰かつ好こうなのに大人しそうな印象は無く、なぜか活発そうな印象を受ける。

　普通に可愛い子だが……問題は、見覚えが一切無い事。──だが。

「……あのー？　我が家の黒くろ猫ねこのイブさん、知りません……？」

　こんな事を訊いたのは、こんな口調になったのは……多分、なぜかすぐに頭に浮かんだ、突とつ拍ぴよう子しも無い考えのせい。

「……に」「……み」

　いまだ呆ぼう然ぜんとした様子ながら、『右前足』を上げる二匹。その示す先。

「え、えーっと……、ボク……？」

　疑ぎ問もん符ふ付きで、『右手』を上げる少女。そして向き合った事で、ソレが俺おれの目に入る。

　首元に輝かがやくネックレス。そこに輝く宝石。

　──赤の、『願いの欠片』──



パタン



　再び、無言でドアを閉める。

「…………………………」

　閉めた姿勢のまま硬こう直ちよく。──イヤな汗あせがダラダラ流れる。

「あ、あははははは……ま、まさかねぇ？　ね、猫が……ねぇ？」

　独り言。その後、深呼吸を数回繰くり返し──再び、ドアを開ける。

「にー……」「みゃあ……」

「ぼ、ボク……その──」

　女の子はワタワタと慌てた素そ振ぶりを見せてから、



「こ、ここはダレ？　わたしはドコ……!?」



　──お約束、ありがとうございます。

　こめかみを押おさえながら思考。──が、心は既すでに確信していた。

「──出席を取ります。ヴィスさん」

「に～」

　唐とう突とつな行動に、戸惑いながら従ってくれるヴィス。

「──リッド君」

「みゃあ……」

　リッドも、右前足を上げて応こたえてくれる。

「……イブさん」

「にゃあ……」

　イブの鳴き声と同じ音で、少女が応える。──どうやら、本当に本当の様だ。

「……水みな上かみ 澪。遅ち刻こくしました」

ゴヅッ

「わ。さ、悟？　大だい丈じよう夫ぶ……？」

　後ろから突然声をかけられ、驚おどろきのあまりドアに頭を打ち付けた俺。

「えっと……。悟、どうしたの……？」

　……何から説明したものだろうか。──とりあえず。

「買い物はキャンセル。それと……夕飯、一匹分無しで一人分追加」

　言って、親指で部屋の中を指す。

「……え？　…………え」





　その後。全員が少なからず混乱していたため、冷れい却きやく期間的に言葉少なな時間を過ごし。

　そして夕食──最初に語った場面に繋つながるわけで。



「──で。お前は本当にイブなのか？」



　強めの口調での質問に、少女は一いつ瞬しゆん戸と惑まどう様な表情を見せたが──すぐに真っ直すぐな瞳を向け、口を開く。

　まるで『どんなに変わっても、これだけは胸を張って言える』、そう言うように。



「うん。ボクはイブ。お兄ちゃんに貰もらった名前だよ？」



　……その事まで知っている以上、疑う余地はもう無い。

「ね、イブ？　……やっぱりソレに『人間になりたい』って、お願いしたの？」

　澪はイブの首元に光る、赤い宝石を指差す。

「えと、ちょっとだけ違ちがうんだケド……うん、そんな感じだよ？」

　じゃあ本当に、願いを叶える力がある、という事なのか……？

「……ん。悟？　財天寺さんに連れん絡らくは……？」

「『電波の届かない所か電源が～』だって。一応、連絡欲しいってメールは入れといた」

　──だけど。実はあまり期待してなかったりする。もしあの人達たちが知っていたなら、必ず話したはす。

　サプライズというのも考えたが……それなら少なくとも、イブ達には話すはずだ。

「ん？　もしかして……ヴィスとリッドも変身でき──」

　──ヴィスとリッドも変身できるのか？　そう訊きこうと二匹の方を見ると。

「…………っ！　────みゃあ……！　…………ぅみゃあ……」

　リッドは、出来ないっぽい。ヴィスは──

「にー。に～、に？」

「え？　どうやったか？　うんと──」

　ヴィスもできないらしく、イブに話を訊いているようだ。

「えーっと……『こうなりたい』って、強く、何度も何度も考えて──」

「に……！」

　右手で『願いの欠片』を握にぎりながら、瞳を閉じて真しん剣けんな表情になるイブと、珍めずらしく緊きん張ちようした様な表情で、それを真ま似ねるヴィス。

「その気持ちを『ギュゥゥッ！』ってして、体を『ん～～っ！』ってして──」

「に──、に……？」

　説明が、長なが嶋しまさん風になった。

「そこから『グッ！』ってしたら、『ポンっ！』ってなったよ！　簡単でしょ♪」

「に？　にに？　に……!?」



　わ　　か　　る　　か　　。



　ヴィスの知能は猫としてはおろか、人としても破格だとは思うが……なまじ頭が良いだけに、感覚派の説明までは理解できない様だ。

「……ん、と。ヴィスとリッドは……出来ない？」

「に……」「ぅみゃぁ……」

　軽く凹へこんでいるヴィスとリッド。ヴィスが凹む姿は凄すごくレアな気がする。

　ふむ。願うだけで叶うわけじゃない、のか？　それとも、何か条件がある……？

「とりあえず近いうちに、ガブリエル様に訊いてみよう。そうすれば、やり方も分かるかもしれないんだから。な？」

「み……！」「にー……」

　意気込み、期待している様子のリッド。だがヴィスは『あまり、期待できそうにないですが……』といった声。

「まぁ、今は連絡待ちかな。焦あせってもどうにもなりそうにないし──っと、そうだイブ？」

「うにゃ？　何？」

「元の姿には戻もどれるのか？」

「へ？　あ、え～っと……」

　俺に聞かれ考え込んだ後、目をつぶったり力んだり、色々試しているらしいイブ。

　正直に言うと。イブが人の姿になり、直接話しが出来るようになったのは嬉うれしい。

　だが俺は猫のイブも好きだし、人間になったらなったで……現実的な問題が襲おそってくる。

「えと、戻れるはずだよ！　でも……戻り方わかんない」

　──それもそうか。いきなりで、イブ本人にもわからないんだろう。

「まあ、そこら辺も明日かな。制限時間とかあるかもしれないし」

　言って立ち上がり、飲み物を取りに冷蔵庫へ向かう。

「（じ─────）」

　──ん？

　後頭部に視線を感じて振り向くと、イブがこちらを見ていた。

「どうしたイブ？」

「にゃ!?　な、なんでもないっ」

　慌てた様子で首を横に振るイブ。

「？　まあいいけど」

　言って、再び冷蔵庫へ。スポーツ飲料を取り出し、今度はコップを取りに向かう──

「ていっ」

　すぐ背後でイブの声。そして、『とんっ』という軽い跳ちよう躍やく音おん。



　さっきの視線の意味、理解いたしました。

　どうやらイブさんはネコのときと同様、俺の頭に登りたかった様です。

　ですが──少し考えていただきたい。

　10歳前後の小さな少女。とはいえ、おそらく体重30㎏はあるのではないでしょうか？

　その質量が……いきなり頭にしがみ付いてきたら、どうなるでしょうか？



ぐきっ──

「ぐおおおぉぉぉぉああっ!?　首っ！　首ィィィィィィィッ!!」



　──こうなります。



「お兄ちゃん!?」

「さ、悟!?」「に!?」「み、みゃあ!!」





「禁止」

「うにゃあ……」

　応急処置として首に湿しつ布ぷを貼はり、自室のベッドで横になりながら言う。

　落ち込んでいるイブの後ろには、苦笑いをしている澪とヴィス、リッド。

「とにかく。その姿で首に飛びつくのは止やめてくれ……。下手すると本気で逝いく」

「ごめんなさい……」

　今にも泣きそうな顔で謝るイブ。何と言うか……俺の方が悪い気がしてくる。

　──あー。コレ絶対、親バカ属性のお父様な心境だよな……。

　自覚しながらも、放っておく事は出来そうにない。イブの頭を撫でながら言う。

「こらこら。二度とダメとは言ってないだろ？　ネコの時か……、それか言ってくれれば、肩かた車ぐるまくらいならいつでもしてやるから。な？」

「──へ？」

　イブは顔を上げて、キョトンとした顔をしてから、

「にゃあ♪　ありがと！」

　本当に嬉しそうな──曇くもりのない、夏空のような笑顔。

　うん。この子はネコでも人でも、明るい顔が似合う。

「……ん。悟、良いお父さんだね♪」

　珍しく、からかう様な口調の澪。

「にー……、に～、にぁ♪」

「……え？　────悟？　私、お風ふ呂ろ入ってくる、ね？」

　ヴィスが、澪に何か言ったらしい。

　澪は少し顔を紅あかくして、そそくさと部屋を出て行こうとする。……何だ？

　だけど……ふむ、風呂か。昼に一度入ったが、今は夏。やっぱり寝ねる前にもさっぱりしたい。自分の為ためだけに入れ直すのは気が引けるが、澪のあとならお湯も無む駄だにならない。

「じゃ、俺も入るわ」

「…………え？」

　なぜか──紅い顔のまま、驚いた表情で固まった澪。動き出すまでには数秒を要し──

「えと…………一いつ緒しよに？」

ゴフッ!?

「────ちょっと待って下さいウエイト」

　ちょっと、ジェスチャー付きで制止をかけてみる。

「………………」

　壁かべに手をついて考え事をしてみる。『昼間の風呂場での会話の続きかー』などと。

ダンダンダンッ！

　意味も無く、壁を叩たたいてみる。そして。

「はっはっは。俺は後で入るから、冗じよう談だん言ってないで早く入ってきなさい」

　爽さわやかな笑みで言ってみた。

「……ん。よかった。まだ心の準備、出来てなかったから。じゃ、今度、ね？」

「……………………」

　少し頬ほおを染めて言い、支度のために自室へ去っていく澪。俺はそれを見送って。

ダンダンダンッ！

　……澪さん、なんで何気に乗り気かなぁ!?

　しかも──サラッと言われるより、さっきみたいに若干恥はずかしそうに言われる方が、ダメージは大きいわけで。──あ。そういえば。

「……なあイブ？　澪が紅くなってたけど、ヴィスはさっき何て言ったんだ？」

「んと、『それなら……お母さんは誰だれなんでしょうね♪』だって。どういう意味？」

　──────深く考えると、本気でマズそうだ。

「……そ、そうだ。イブ？　お前も澪と一緒に入ってきたらどうだ？」

「うにゃ？　もう一度？」

「ああ。その身体とネコの時とじゃ、入り方違うだろ。澪に教えてもらってこい」

「にゃぁ……うん、わかった」

　あれ？　嫌いやがられるかと思ったんだが……。風呂嫌ぎらいは直ったのか、それとも人の姿だからか。

「に～♪」「みゃあ」

「にゃ、ヴィス達も？　うん、じゃあ一緒に行こっ」



　ヴィスとリッドを連れ、澪の部屋に向かうイブ達を見送り、俺は部屋に戻る。

　仕事を片づけながら時間をつぶし、上がってきた澪達たちと入れ替かわりで、俺も風呂へ。

　身体を洗いながら、先ほどまで賑にぎやかに入っていたであろう澪達を思い浮かべると──

「…………寂さびしくなんかないもん」

　──年とし頃ごろの娘むすめさんを持つお父様方は、きっとこんな感じなのだろう。



　風呂上がり。少し身体を冷ましてから、痛めた首に気を付けながら、早々に横になる。

　澪の部屋の方から時々聞こえるイブの声を聞きながら、眠ねむ気けに意識を委ゆだねる。

　──これでまたしばらく……ドタバタした毎日になりそうだ──

　だけど。その予感は、決して嫌いではなかった。








　　　二章　新たな日常『《少女》の名前は──』





「ん──？　朝か……」

　陽ひの光と、７月らしい暑さで目を覚ます。今日も天気は良いみたいだ。

　寝ボケた頭が醒さめてくると、フと、腹のあたりに微かすかな重み。

「……ん？　ああ、イブか。それにしても──」

　……ネコが大の字で寝てるって、どうよ？

　でっぷりとした大猫ねこならともかく、この子みたいな細身の子猫がやってると、どうしても違い和わ感かんを覚える。──まあ、可愛かわいくはあるのだが。

　この時点で何かを忘れている気がするが……、ちゃんと目が覚めれば思い出すだろう。

「……ふむ」

　一向に起きる気配を見せないイブに、イタズラ開始。頬を指で突つっつく。

「にゃ……ぅにゃあ……」

　コロンと寝ね返がえり。仰あお向むけから横向きに。──もう一回、ツンツン。

「にゃ……ぅにゃ……、かぷっ」

「あ」

　俺の手を前足で押さえて、指を銜くわえるイブ。噛かまれるかと思ったが、

「……はむはむ」

　甘あま噛がみ。ちょっとくすぐったい。

　イブがここまで寝ボケているのは、初めて見た気がする。

　時計を確認。──８時過ぎ。そろそろ起きなければ、澪みお達を待たせてしまう。

「ほら。起きろイブ。ほら──って、指離はなさないな!?」

　イブを引き摺ずるように手を動かしても、甘噛みのままで文字通り食らいついてくる。

　もう片方の手でイブの前足を退どかし、少し強引に指を口から引き抜ぬく。

「……にゃぁ、──にゃ？」

　起きた。イブは眠ねむい目をこするように顔を拭ぬぐうと、前足を伸ばして『伸び』をし、

「うにゃぁ……っ！」

　身体を震ふるわせながら、思いっきり力みだした。

「ちょ！　まさかいきなり全力で粗そ相そう!?」

　ウチに来たときから、すでに人間っぽかったイブ達。だからその手の粗相をしたのは、来たばかりの頃ころに数回程度。だから今いま更さらとは──

　──ん？　『人間っぽい』……？

　昨日の事を思い出す。同時に脳内で警けい鐘しよう。が、遅おそい。

「にゃ」

　掛かけ声の様な一鳴き。そして。

ポンッ



　再び、丁寧口調で失礼します。はっきりと二度ネタです。

　この様な口調になっている事と状じよう況きようから、もう察しはついているかと思われますが……考えてみて下さい。

　イブさん、ネコのときは、多分体重は３㎏も無いのではないでしょうか？

　一方、人間モードになった場合は、30㎏オーバー。その差は10倍以上です。

　質量的な面で例えると……やや大き目のヌイグルミと、大サイズの米こめ袋ぶくろの差です。

　では……腹の上のヌイグルミが、突とつ如じよとして米袋（大）に変化したら？



「ごはあああぁぁぁぁ!?」

「……にゃ？　うにゃあ!?　お兄ちゃんゴメン!!」



　──こうなります。下手すると、内臓逝きます。





「……ん。朝から、すごい断だん末まつ魔まの声だったね？」

「だ、断末魔……。一応、生きているんだが？」

「にゃぁ……、ごめんなさい……」

　昨日に続き、落ち込むイブ。……こちらの良心と保護欲をズキズキと刺し激げきする表情で。

「あー、まだその身体に慣れてないんだし、仕方ないって。な？」

　あの表情には……ちょっと勝てそうにない。世の親バカ様たちは、皆みなこんな心境なのだろうか？

　そんな事を考えながら頭を撫なでていると……、少し頬を紅くしたイブが、じっと見つめて来ていた。

「ん？　どうした？」

「うん。──ボク、この姿で頭撫でられるの、好き♪」

　はにかむ様な笑顔をむけてくるイブ。

「そ、そうか……？」

　照れくさくて目を逸そらしながらも、リクエストに応えて更さらに撫でると、『うにゃあ……』と、猫っぽい声をあげる。

　──あー、これってもう完全に……。

「…………ん。悟さとる……親バカ？」

「……少し自覚してる。って、あれ？　澪、なんか怒おこってる……？」

　例にもよってわかりづらいが、いつもより感情が薄うすく、口調も少し冷たい気がする。

「…………むぅ。……わかんない」

　自分でも理由がわかってない……のだろうか？

「うみゃあ……？」

「……にー」

　その後ろではヴィスとリッドが、『どうしよう……？』『……どうしようもありませんね』みたいな遣やり取りをしている。──意味がわからない。

「……コホン。……ん。とにかく、悟？　イブ、朝はネコに戻ってたんだね？」

「ん？　ああ、そうだな。やっぱり制限時間か……気が抜けたら、とかかな？」

　あとは……意識が無くなったら？　これを実験する気は無いが。

「んー……。制限時間だとどうしようもないけど、ちょっと実験。……ヴィス？」

「に？」

　澪はヴィスを抱だき上げると、その尻尾しつぽでイブの鼻を──

「……こちょこちょこちょ」

「にゃ!?　お、お姉ちゃん？　ちょ……は、は、は……クシュンッ!!」

ポンッ

「……うにゃ？」

　…………くしゃみをした直後。音とともにネコに戻るイブ。

「く、くしゃみで変身て、なんつー古典的な……」

　しかし目の前で変身されると、改めて現状の非常識さを思い知る。

「悟？　非常識とか……今更だよ？」

　心、読まないでいただけますか……？

「にー、に～？」「み～み～、うみゃあ？」

「にゃあ──、うにゃあ！」

　ヴィスとリッドは、『どんな感じ？』みたいな事を訊いているらしく、それに対してイブは『楽しいよ！』と返しているみたいだ。

「あー、とにかく。ネコに戻るときはくしゃみをさせる、でＯＫなのか？」

「にゃ？　うにゃ──」

ポンッ

「ううん。もう戻り方わかったから、次はいつでも大丈夫！」

　力みもせず即そく座ざに、再び人の姿へ変身するイブ。……なんだか変身、上う手まくなっている様に思える。才能があるのだろうか？

「そういえば……なあイブ？　昨日、なんで試す前から『ネコの姿に戻れるはず』って断言できたんだ？」

　昨日、イブは変身できるようになったばかり。なのに、まるでそういうモノだと知っている様に言い切っていた。

「え？　だって、ボクがしたお願いは──」

ピンポーン

　イブの言葉を遮さえぎるように、来客のチャイム。

「……ん。どちら様、ですか？」

『やっほー澪！　悟兄も居る～？』

















　元気が有り余りすぎて、周囲に放電起こしている様な声。インターフォンの間近にいた澪は、慣れた様子でスピーカーから距きよ離りを取っている。

「……ん。細音さざね、だね？　悟も居るよ。入る？」

「ちょ！　待て澪！」

　確信に近い嫌な予感を覚え、咄とつ嗟さに止めようとするが、間に合うはずもなく。

『ありがと！　お邪じや魔まするね～♪』

　火種が、可燃物を出したままの我が家に入ってくる！

「……？　どうしたの？」

「イブの説明、考えてないだろ！」

「……あ」

『細音』こと、『鈴すず宮みや細音』。澪の幼なじみにして親友で、俺の教え子でもある少女。

　基本的には良い子なのだが……騒そう動どうと楽しい事が大好きな愉ゆ快かい犯はん。

　そんな彼かの女じよが、この姿のイブを見たら──

「イブっ！　もし関係訊かれても、『ペット』や飼われてる系は禁止！　いいな!?」

「にゃ、うにゃ!?」

　と、最低限の予防線を張ったところで。

「澪、悟兄おはよー！　何か新聞のネタ無いー？」

　騒動に飢うえたパパラッチがやってきた。そんな彼女に真っ先に反応したのは、

「細音お姉ちゃん、おはよ～！」

　現状における我が家の火薬。イブさんでした。

「……へ？」

「（イブ────!!　お前、自分から何を!?）」

「にゃ？　だって、朝のご挨あい拶さつ……」

　イブの行動は、礼れい儀ぎとしては正しい。だけど今の状況では──説明するまで大人しくしていて欲しかった……！

「え～っと……、悟兄、澪……？」

　飛び込んだ途と端たんに予想外の事態で迎げい撃げきされた細音は、しばらく硬こう直ちよくしていたが……なんとか思考回路の再起動に成功し、口を開いた。



「──おめでとうございます。とっても元気な女の子です……？」



「絶対言うと思った！」

　とりあえずツッコんでみた。

「え？　違うの？」

「当たり前だろが……。もしそうなら、澪が何なん歳さいのときの子供だよ？」

「それはそうだけど……ほら。『未来から実の娘がやって来ました～』とか、悟兄たちなら起こりそうでしょ？」

　──『ありえない』と言えない現状が怖こわい……。

　今の俺おれ達たちを取り巻く環かん境きようは、熾天使ですら『何が起こるかわからない』という状況。

　だから確かに『常識？　何それ美お味いしいの？』という状況で、イブの現状もその一いつ環かんではあるのだが……。

「それにね？　悟兄。──満まん更ざらでもなさそうだし」

　言って、俺の後ろを指さす細音。その先に居るのは、澪。

「わ。お姉ちゃん、お顔まっ赤だよ？」

「澪……？」

　俺が声をかけると、頬を紅くした澪はチラリとこっちを見て、

「……………………っ」

　目が合うと、慌あわてて顔を逸らす。……なぜか俺まで顔が熱くなってきた。

「はいはい。朝からごちそうさま～。──で、結局この子はどうしたの？」

「へ？　ボクの事？　細音お姉ちゃん」

「あれ？　あたしの事知ってるの？」

「うん、もちろん！」

　──しまった。自分の世界に入っているうちに、展開が若干マズイ方向に……！

「んー、悟兄や澪から聞いたのかな……？　ねえ？　悟兄達とはどんな関係？」

「──にゃ!?　え～っと……！」

　イブと俺達の関係は──家族。もしくは飼い猫ねこ。

　だけど『飼われている』系の発言は禁止しているため、ベストアンサーは『家族』。

「え、え──っと……！　にゃ、うにゃあ……!?」

　焦っているせいか、軽くパニックになっているらしいイブ。

「んー、わかりにくかったのかな？　じゃあ、どういう事をする仲？」

　気を遣つかって質問を変える細音。だけど……凄すさまじく嫌な予感がする。

「あ、それなら！　えっとね──」

　だが……ここで止めると、いらん誤解を受けそうな気がする。

　考えてみれば。澪の正体を始めとして、俺達のエピソードを知っている細音になら、正直に話しても問題無い気がする。

　そんな事を考えながら、言葉を選ぶイブを見守る。

　そして、イブが選んだのは──

「えと。一緒にお風呂に入る仲！」

　……地じ雷らいでした。

「……え？　あ、澪とだよね？」

「え？　むしろお兄ちゃんとだよ？」

　──あの、イブさん……？

「…………あ、ああ！　こ、この位の歳としなら、まだ男湯に入れるもんね？　悟兄に、見守ってもらってるんだよね……？」

「え？　ちゃんと身体、洗ってもらったよ？」

「………………へぇ？」

　──あなたは、気が付いておられるでしょうか……？

「昨日はね？　ボクはイヤだって言ったんだけど、後ろからギュッてされて──」

「………………そう？」

　──あなたは先ほどから、数多の言葉カードの中より、

「『大人しくしてれば、すぐ終わるから』って、身体中マッサージしてくれて……」

「………………ふーん？」

　──ことごとく、最悪の選択肢ジヨーカーを選び続けている事に。

「最初はイヤだったけど、だんだん気持ちよくなってきて……。そう言ったら、『また、いつでもしてやるからな』って♪」

「………………そうなんだ……？」

　──もしかしてあなたが……俺おれにとっての死神ジヨーカーですか？

「ボク、『ギュッ』ってされるの好き♪」

　……なんだろう？　夏なのに、何な故ぜか震えが止まらない。

　イブの話を聞き終えた細音は、全くの無表情で俺を一いち瞥べつしてから、澪の方を向き。



「澪。通報」

「……ん。わかった」



「　ち　　ょ　　っ　　と　　待　　て　　!!　」

　電話に向かう澪を食い止める。

「……悟兄。さすがに……言い逃のがれ出来ないと思うよ？　それとも事実じゃないの？」

「くっ！　事実か否かなら、事実ではあるが──」

「通報」

「日本語って怖いね!?」

　携けい帯たいを取り出した細音の右手を必死に押おさえる。

「つーか澪！　お前は事情、全部知ってるだろうが!!」

「……むぅ。なんとなく、イラっとした」

「なんで!?」

『なんでだろう？』と、首を傾かしげる澪。つーか『なんとなく』で通報するなよ。

「悟兄……。そろそろ観念した方が──」

　そのとき──

『わう！』

　どこからか犬の鳴き声。次の瞬しゆん間かん。

──トンッ

　見えない壁の向こう側から飛び降りてきた様に、突とつ然ぜん現れ着地する、大きな犬。

　この不思議な犬の名前は『キーヤ』。かつての細音の愛犬で、今は……とある事件を乗り越こえ、細音に憑ついている守しゆ護ご霊れい。

　霊体と実態、不可視と可視モードを自由自在に切り替えられる上、ポルターガイストっぽい超ちよう能のう力りよくまで操あやつれる、何気にチート性能なキーヤ。だけど今は細音の相棒、そしてウチの三匹びきにとっては兄貴分として、面めん倒どう見みの良さを発揮している。

「にゃ？」

「キーヤ。どうしたの？」

　イブの周りをグルグル回り、匂においを嗅かぐ犬霊。そして。

「わう、ばう！」

「へ？『この子、イブと同じ匂い』って……え？」

　細音はイブとキーヤを交こう互ごに見て──

「この子から動物臭しゆうが!?」

「うにゃ!?」

「驚おどろくところソコ!?」





「あー……、じゃあ本当にイブちゃんなんだ……？」

「うん、そうだよ～♪」

『驚き』というより『呆あきれ』に近い表情で言う細音に、無む邪じや気きな笑顔を返すイブ。

「──ねぇ澪？　誤解を招く発言って、水みな上かみ一族のお家芸だったりするの……？」

「…………？」

　俺達が向き合っているテーブルの横では。

「──わふわふ」

　キーヤが伏ふせの状態で、尻尾だけをパタンパタンと動かしていて、

「うみゃっ！　みゃあ♪」「に♪」

　その尻尾にじゃれ付いているリッドと、見守っているヴィス。──見ていて和なごむ。

「はぁ……つまんないの。悟兄のご乱心じゃないのか……。あたしはてっきり──」

「『てっきり』、何だ？」

「悟兄、ついにロリ覚かく醒せい」

「なぜ!?　しかも『ついに』？　……お前の中で俺はどういう扱あつかいだ？」

　ちなみに隣となりからは『ねぇ、お姉ちゃん？　ロリ覚醒って何？』『……ん。もうちょっと、大きくなったら分かる』と言った遣り取りが聞こえる。

「んー、じゃあ悟兄？　悟兄が思春期真っ只ただ中なかの高校生のとき、澪は何歳？」

「…………両手の指で収まる年ねん齢れいでございました」

　なぜか──凄まじい敗北感に襲おそわれた。

「それにしても……」

　なぜか首をひねりながら、イブを眺ながめる細音。

「……ん？　どうしたの？」

「にゃ？　ボク、何かヘン？」

「ううん。変どころか普ふ通つうに可愛いんだけど……ちょっと違和感というか、疑問？」

　細音が見ているのは、主にイブの頭部、頭から肩かたにかけて。つまりは髪かみ。

　──何となく、言いたい事がわかった気がする。

「あたしの印象だと、イブちゃんってショートかポニテってイメージだったから。ちょっと意外だったかなって」

　確かに。二次元モノのお約束では、非ツンデレの元気っ娘なら大たい抵ていショートかポニテ。まあ、意外な程似合ってるから深く考えなかったんだが。

「に♪」「うみゃん♪」

「……ん。実はね？　昨日の夜、私も気になったから訊きいた」

　どうやらヴィスとリッドも知ってるらしい。という事は、寝るときに澪の部屋で、か。

「って事は……何か理由があるのか？」

「うん。最初の時に『こうなりたい』って考えたんだけど、その時、長い髪は外せないなって！」

「へー、イブちゃんが自分で決めたんだ？　で、なんで？」

「だってお兄ちゃん、長い髪が好きなんでしょ？」

　…………は？

「あー、そういえば悟兄、言ってたよね。確か……『髪が長くて色白で、胸がＤかＥくらいの大人しい年下の子。家庭的ならさらに良し』だっけ？」

「──改めて客観的に聞くと……どこぞの上条さんにブチ壊こわしてもらいたくなるくらい、幻げん想そうに溢あふれた理想だな」

　あくまで理想とはいえ……我ながら高望みな事を言った気がする。

「ちなみに悟兄。『青い鳥』って、結局ドコに居たか知ってる？」

「自宅だろ？　それが？」

「うん。ちょっと訊いてみただけ。──それで、イブちゃん？　悟兄はロングが好きだから、その髪型になりたいって思ったの？」

「うん！　お家うちの事はまだ出来ないし、『大人しい』っていうのは……ボクはボクだから、多分無理。だから、せめて外見だけでもって♪」

　恥はじらう気配も見せず……むしろ誇ほこらしげに、嬉うれしそうに語るイブ。

　それを聞いて、フと思う。──澪に似ているかも、と。

　日常のテンションは全く違ちがう。基本的に大人しい澪と、元気いっぱいのイブ。だから、今の今まで気が付かなかった。だけど──

　健けな気げで純じゆん粋すい。にも拘かかわらず、何かを相手に押し付ける事は無い。そして何より、自分自身を受け入れて、自分らしく真っ直すぐに生きていく強さ。

　ときどき二人（？）を眩まぶしく思うのは──きっと、彼かの女じよ達たちのそんな本質のせい。

　──まぁ、直球で言われると照れて直視出来ない、っていうのもあるんだけどね。

「イブちゃん、本当に悟兄の事が好きなんだねー」

「うん♪　あともちろん、お姉ちゃん達やヴィスとリッド、それとキーヤも！」

　笑顔と共に語られた言葉。

「に♪」

「わ！　ヴィス？」

　ヴィスが椅い子す→テーブル→イブの肩と飛び移り、イブの頭に登り、まるで『いい子、いい子』と言う様に、頭を撫でる。

「わ！　くすぐったいよヴィス！」

　そんな光景を、俺と澪、細音。それからキーヤとリッドは、微笑ほほえましく見つめていた。

　──なんだろうな、この感情。



　好き、というほど初うい々ういしくもなく。

　愛いとしい、というほど重くもなく。

　可愛い、というほど軽くもない。



　まるで、春の日ひ溜だまりの中の様な感情。

　それを表す、簡単で適切な言葉が、なかなか思いつかない。だから俺は、

「愛ういヤツ」

　自分でも自覚しきれていない何かを誤ご魔ま化かした気もするが……なんとなくそう言いながら、俺も頭を撫でてみる。

「にゃ!?　うにゃあ……♪」

　目を細めて、気持ちよさそうにするイブ。

　うん。やっぱり澪に似ている。……と言うより、澪もネコっぽいと言うべきか。



「コホン。それじゃ希望どおり、と言うか、お願いどおりの恰かつ好こうになれたの？」

　仕切り直しの様に、細音がイブに訊く。

「うん！　あ。でも……ね？　ちょっと、願いどおりにならなかったところも……」

　ガッカリと肩を落としながら言う。その視線の先は……自分の胸部。

「あー、で、でもねイブちゃん？　イブちゃん位の歳と背で澪クラスっていうのは、逆に変だと思うよ？」

　同意。まぁ、澪より一つ年上で背も高いのに、比ひ較かくも悲しい大平原って人間も居るが。

「……悟兄。なにか失礼な事、考えなかった？」

「──そのような事実は一いつ切さいございません」

「……ん。イブ？　イブはまだ小さいんだから、きっとこれから、大きくなる、よ？」

「でも……。ねえお姉ちゃん！　どうすれば大きくなる!?」

「……ん。私は、特に気にしなかったし。……細音、知ってる？」

「揉もまれると大きくなるらしいよー」

「にゃ？　そうなんだ。じゃあお兄ちゃんお願いっ！」

ゴフッ!!

　──すっごい連れん携けい攻こう撃げきがきました。

「ＯＫ落ち着け。──ちょっと今の攻撃をリプレイ、もとい検証してみようか。……まずはイブ。なんで澪に訊いた？」

「え？　だってお姉ちゃん、ボクが知ってるヒトの中だと、一番おっきいよ？」

「よし、納得。次、澪」

「……ん。訊かれたけど、私も知らないから。細音なら、いろいろ知ってるかなって」

　俺に訊かれ、『何かおかしい？』という様子で言う澪。だから俺は、

「なぁ、澪？　細音が……知ってると思うか？」

　澪は細音の顔を見て、そこから視線を少し下げ──

「…………ん。細音、ごめん……」

「──悟兄。謝られると逆に傷つく事って、あるんだね……」

　いかにも『色気なんて気にしてません♪』といった感じの細音だが、実は密ひそかに気にしていたりするらしい。

「まあ、なんつーか……黒くろ木きの方が知っている可能性、高い気もするな」

「……ん。確かに」

「にゃ？　そうなの？」

　我が友人、腐くされ警けい察さつ官かんの黒木 司つかさ。中学時代、ミスター保健体育と呼ばれていた男。

「あー、司兄なら知っててもおかしくないね……。絶対訊きたくないけど」

「で？　それで細音の発言は？」

「ん？　ただの俗ぞく説せつというか、一いつ般ぱん論ろんかな？」

　まあ、納得。ツッコミの余地はあるが。

「で、だ。……イブさん？　今までのを踏ふまえて、最後に何言った？」

「お兄ちゃんにお願いしたいなって♪」



　ソ　　レ　　だ　　。



「なぜに、俺？」

「えっと。『揉まれると』っていうことは、自分じゃダメって事だよね？　あと、そう言ったってことは細音お姉ちゃんもダメなのかなって」

「い、いやいやいや！　それでも同性の澪が居るだろ!?」

「知らないみたいだったもん。そうなるとお兄ちゃんだけでしょ？　それに……」

「『それに』？」



「お姉ちゃんのをおっきくしたの、お兄ちゃんなのかなって」



　ぐはぁぁぁああ!?

「待っ!!　澪さんは確かにとてもご立派なものをお持ちのご様子ですがアレは１００％の天然モノでして私ごときは手を触ふれていないと言うか触れないように自制心フルドライブを余よ儀ぎなくされていると申しますか──」

「悟兄」

「はい。なんでしょうか」

「あれ」

　予測もしていない方向からの攻撃をくらい、軽くパニック入った俺に、細音の冷ややかな声。そして、指さされた方を見る。

　そこには……頬ほおを染めた澪が、胸を押さえながら、

「……………………えっち」

ゴフッ──!!

『恥じらいながらの上うわ目め遣づかい』＋『言葉の槍やり』＝死にたくなります。

「あー、実際はどうなの、悟兄？」

「……マジ無罪」

「そうなんだー。でもね悟兄？　あたし、澪と悟兄の件を聞いたときからずっと思ってたんだけど……」

　なぜだろう？　何を言われるかわからないのに、死し刑けい判決を待つ重罪人みたいな心境なのは……？

「澪が生まれ変わってから初めて会ったのって、澪が生まれたばかりの頃ころ、だよね？」

「ああ、そうだけど？」

「その時に悟兄、既すでに何か感じるものがあったんだよね？」

「……まぁ、そうだな」

　初めて会った頃の事をいまだ覚えている。って事は、そういう事だろう。

「それからずっと、大事にしてきたんだよね？」

「ああ」

　それは堂々と言える。

「ＯＫ。でね？　生まれ変わりとかそういうの考えないで、端はたから見た場合──



　新　生　児　に　操みさお　を　立　て　た　、　壮そう　絶ぜつ　な　ロ　リ　野や　郎ろう　」



ド　　ス　　ッ　　!!



　言葉の槍、と言うよりほとんど破は城じよう鎚づいなみの破は壊かい力りよくのモノが、俺の精神に突つき立てられた。

「ぐっ!!　くっ──、ツッ──!!　う、うわぁぁぁぁああああああん!!」

「にゃ!?」「悟!?」

　恐おそらく十数年ぶりに声を出して泣きながら、俺は家を飛び出した。





「あー……、さすがに言い過ぎちゃった……かな？」

「……ん。細音、今のはちょっと……」

「ご、ゴメンってば！　そんな睨にらまないで、ね？」

「…………むぅ」

「ねえねえ、細音お姉ちゃん。お兄ちゃん、なんで泣いて出て行っちゃったの？」

















「えっと。大人の男の人にとって『ちっちゃい子が好き』っていうのは、あまり良い事じゃないから、かな？」

「そう……なの……？」

「うわぁ！　ち、違う、そうじゃなくって──落ち込まないでイブちゃん！　えっと──、そうだ!!」

「「 ……？ 」」

「悟兄が帰ってきたら、おもてなししない？」

「……え？」「……にゃ？」



「──わう」

「……うみゃあ」「にー……。にあ。──に？」

「わん」

　三人（？）の打ち合わせを見ていた三匹。

　寝ねそべり、『──大変だね』と言うキーヤ。

　そんなキーヤに近づき『……そうだね』と同意するリッド。

　キーヤに寄より掛かかりながら『そうですね……。いつもの事ですが。ココ、いいですか？』と、訊くヴィス。

『どうぞ』と言い、二匹を包む様に丸くなるキーヤ。



　冷れい房ぼうの効いた部屋の片かた隅すみで、三匹は悟が帰るまで眠ねむることにした。





「くっ……！　俺は、俺はどうすればいい……!?」

　黒木 司は、まるで運命の岐き路ろに立たされたかの如く、頭を抱かかえ、迷い苦しんでいた。

「こっち……か？　イヤだめだ！　中を十分に確認出来ない以上、僅わずかでもズレれば彼女は……！」

　慎しん重ちように、まるで運命を切り開く術を模も索さくするように。

「これなら……いけるか？　いや、失敗したときのリスクが大きすぎる！」

　安易な手段は取れない。黒木は、手に持った刃やいばを下ろす。

「だが……いつまでも迷っているわけにも……！」

　最後の迷い。──そして選せん択たく。

　机に並べられた多様な刃は物ものから、一つを選び取る。

「いくぞ……！」

　黒木は……ソレに向き合う。……慎重に。ただ、己おのれの成功を願い。そして、閉じこめられた少女の無事と、その笑顔を求め。

「神よ……！」

　決意と共に、緻ち密みつな細工の施ほどこされた、銀色に美しく光るナイフを──ペーパーナイフを動かす。

「二次元の神よ！　どうか俺が、この袋ふくろとじをキレイに開けられますよう──!!」



「　な　　に　　や　　っ　　と　　る　　か　」



ゴスッ！

「ぐっはぁああっ!?　ふ、袋とじがぁぁぁああ!!」

　……いやー、二次元美少女雑誌の袋とじを真しん剣けんに開ける姿、端から見るとここまで引くんだな……。同性の俺でもドン引きだ。

　黒木が取り落とした雑誌とペーパーナイフを拾い、無造作に袋とじを切る。

「まったく、なに運命切り開くような真剣さで、エロ袋とじ切り開こうとしてるんだ？　軽く現実逃とう避ひして、脳内ナレーション入れちゃっただろうが」

「き、貴様こそ跳とび蹴げりで登場するのは止やめたらどうだ……？」

「ツッコミ所があり過ぎるから無理。ほらよ」

　雑誌を黒木に返す。

「む？　ああ。──ところで貴様、何をしに来た？」

「──ああ。……『女が三人集まれば～』ってヤツ、本当だと実感してな……」

「『姦かしましい』か？　字じ面づらだけだとエロいよな」

「黙だまれ」

「──ん？　三人？　澪ちゃんと細音……、あとは例の『白しら川かわ』か？」

　──あー、イブの事を何て言うべきだ……？

　黒木は俺と澪の件は知らないが、細音とキーヤの件は知っている。

　だから正直に教えても大だい丈じよう夫ぶな気もするが──色々面めん倒どうな気もする。

「まぁ、親しん戚せきの子が来てる。しばらくウチに泊とまる事になった」

　とりあえず誤魔化してみた。

「ほう？　あの二人と話が合う親戚か。──今から行っていいか？」

　……ふむ。黒木を連れて帰れば──恐らくあの話を続けられる事は無いだろう。少なくとも細音への牽けん制せいにはなるし、真性の変態が居れば話も逸そらしやすい。

「まあ、大丈夫だが。ココ、空けていいのか？」

「それはどうとでもなる。だが……その前に一つ訊いていいか？」

「なんだ？」

「いや、さっき貴様が切った袋とじだが……妙みように熟達を感じさせる切り口だな？」

「…………気のせいだ。ならば黒木。俺も一つ訊いていいか？」

「む、なんだ？」

「ウチに来るのはいいんだが……何が目的だ？」

「……例の親戚の子を見てみたいからだが？」

「そうなのか？　てっきりそれは口実で、ウチに来ている客が目当てかと思ったんだが」

「…………気のせいだ」





「それにしても。この前の細音に続いて、今度はその親戚が長期滞たい在ざいか……」

「そうだが……それがどうした？」

　黒木と共に我が家へ向かう途と中ちゆう、何かを考える様に黒木が呟つぶやく。



　ちなみに。交番には黒木の同どう僚りようが交代でやってきた。

　話によると、サボりを見み逃のがす代わりに、交番の中を好きにさせてもらっているらしい。

　利害の一いつ致ちによる行動、らしいのだが……それでいいのか警察官？

　で。黒木が連れん絡らくを入れている間に俺も澪に電話をし、イブの件での口裏合わせをしておいた。ついでにお昼の準備をして待っていてくれるそうだ。



「いや。他人が長期滞在すると不都合ではないのか？　なぁ、新しん婚こん家庭？」

「新婚言うな。ただの従兄妹いとこだと何度言えば──」

　反射的に言い返そうとして、一度思い留とどまる。──少し、毎朝の光景を回想してみる。



　朝起きると、女の子が朝食作ってくれていて。

　俺はその子に朝の挨拶をして。相手も応こたえてくれて。

　談笑しながら一いつ緒しよに食べて。

　出かけるときには、お弁当を持って見送りに来てくれて。

『ん。お弁当。……あと、今日ゴミの日だから、お願い、ね？』

『ああ。いつもありがとな？　じゃ、いってきます』

『……ん。いってらっしゃい。またあとで……ね？』



「……うん。問題無い。何の変へん哲てつも無い一いつ般ぱん家庭の朝だ」

「今の脳内回想、見る事が出来れば恐ろしくツッコミ所満まん載さいな気がするが？」

「ならば黒木。お前が思う、新婚生活に絶対欠かせないものと言えば？」

「裸はだかエプロン」

　即そく答とうが、むしろ清すが々すがしい。

「さすがに、裸エプロンをご拝観したことは無い。欠かせないものが欠けているなら、お前にとってそれは新婚生活たりえない。──違うか？」

「い、言われてみれば……。くっ──確かにその言葉には一理ある！　裸エプロンの無い新婚生活など、水無しでの砂さ漠ばく旅行も同然……!!」

　うん。高確率で死にますね。

「……俺にはわからんが、そこまでの必ひつ須す事じ項こうなのかソレは？」

「な、何を言う！　あの神々しき装束は、ごく一ひと握にぎりの選ばれし者が特定条件下、さらに特定の時期にのみ纏まとう事の赦ゆるされる神々の衣装！　見たくないなどとは言わせん!!」

　呆れ口調で返したのに、思わぬ熱弁が返ってきた。

　だからというわけではないが……、ちょっと『その恰好』の澪を想像してみる。

　──悪くない。どころか、とても良いものであるというのは理解できた。だが。

「まぁ、見たらグッジョブくらいは言うと思うが……正直そこまでは」

「なっ!?　この非国民めが!!」

　……裸エプロンは国民的だとでも言うのかこいつは。

　そんなアホなやりとりをしていると、いつの間にか我が家の玄げん関かん前まで着いていた。

「──とにかく。女じよ性せい陣じんの前でくらい、少しは変態度を抑おさえたらどうだ？」

　そんなことを言いながら鍵かぎを開け、扉とびらを開いて中に入る。

　そして、家の中に向かって『ただいまー』と声をかけると。

パタパタパタ

　スリッパで駆かけてくる足音が聞こえ。少女が姿をあらわ──

「……ん。おかえりなさい」「おかえりお兄ちゃん♪」

「ああ、ただい────ま!?」「な────!?」

　澪とイブの姿に度ど肝ぎもを抜ぬかれ、俺と黒木の思考は完全に停止──する前に、俺は意志の力で強引に復活。振ふり向き様に、見開かれた黒木の両目へ、鉤かぎ爪づめ状に曲げた二本指の第二関節を叩たたきこむ。

ズビシッ！

「ぐぉぁぁぁああああ!?　貴様何て事を!!　目が！　目がぁぁぁぁぁあああ!!」

　ちなみに。目つぶしを伸のばした指ではなく曲げた指で行うのは、本来は眼球を破壊しない様にとの配はい慮りよ……ではなく。指へのダメージを減らすため、というのが大きい。

　とにかく。

「やかまし五月蝿うるさい黙だまれ!!　これを俺以外の男に見せてたまるか!!」

　──そんなわけで。



　長い栗くり色いろの髪はゆったりとした三つ編みにされ、肩から前に垂れている。

　澪の小こ柄がらな身体の前面を覆おおうのは、無地のシンプルな白いエプロン。

　そして、そのエプロンの下の衣服は……見えない。

　ただ純白のエプロンから、色白のスラリとした手足が伸びている。

　そして付属パーツは……足には、これまた純白でフリル付のオーバーニーソックス。手にはお約束とばかりに、おたま。

　つまり、早い話が──



『裸エプロン、三つ編み・白ニーソ、おたま付き』



　俺は先ほど、黒木に『見たら、グッジョブくらいは言う』と言ったが……。

　甘あまかった。自分の想像力が未熟だったと、心から思い知らされた。

　──『グッジョブ』？　──いいや、そんな言葉では世界中全すべての『美』への冒ぼう涜とく。

　ゆえに、こう言う。



「────マーベラス……！」



「ぐ！　き、貴様だけガン見だと!?　──だが、この俺を甘く見るなっ！　たとえ一いつ瞬しゆんだろうと一度見た以上、あの素晴らしい光景は我が脳内の『きらめき☆メモリアル♪』に永久保存された！　今後はいつでも鮮せん明めいに脳内再生が可能──!!」

　いまだ目を押さえながらも、恍こう惚こつとしながら勝ち誇っている腐れ警察官。

　それを聞いた俺は。

「……ん？」

　黒木の側頭部に、左の掌てのひらを当てる。ここから──

ズンッ！

「────っ!?」

　──あ。出来た。

　目標に当てた左手の甲こうへ、右の掌しよう底ていを叩きこんだ。

　内部破は壊かい攻こう撃げき、『重ね当て』。

　昔、マンガで読んだのがきっかけで練習した技が、今になって役に立った。

　そんな中二病の産物を綺き麗れいにもらった黒木は、一度ビクンッと硬こう直ちよくすると、力が抜けた様にパタリと倒たおれる。

「よし。これで記き憶おくは飛んだはず」

「……ん。悟、こんなの出来たんだ？　すごいね？」

「わ！　今のなになに!?」

　賞賛してくる澪と、驚いているイブ。

「さ、悟兄？　さすがに今のはシャレにならないと思うんだけど……？」

　澪の後ろから現れる、ポニーテールをサイドアップに変えた細音。

「細音……。澪のこの格好、やっぱりお前の差し金か」

「それはそうなんだけど……。司兄、なんだか痙けい攣れんしてるんだけど大丈夫……？」

　言われて見ると、倒れている黒木は白目をむいたまま、時々電流を流されたようにピクピクと跳はねている。

「まぁ、大丈夫だろ。黒木だし」

「……ん。そうだね。……黒木さんだし」

「まあ……それもそっか」

　細音も納得。信しん頼らいのしぶとさ、黒木 司。

「それより……、澪、イブ。その格好は？」

「……似合わない……？」「うにゃ……？」

「いや、素晴らしいと言わざるをえない。って、そうじゃなく！」

　上目遣いで聞いてきた澪達たちに、つい反射的に応えてしまう。

「……ん。細音が……この恰好でお出で迎むかえしたら、悟が喜ぶって教えてくれた」

「そ♪　キーヤの一件のお礼と、さっき言い過ぎちゃったお詫わびかな～」

「それならお前がやれよ」

「んー。スタイルの関係で、あたしより澪の方が破壊力大きいでしょ？」

　多分、胸の事を言っているのだろうが。想像してみる。

『スレンダー、脚きやく線せん美び、ポニーテール元げん気き娘むすめの裸エプ』

　……十二分に破壊力抜ばつ群ぐんだと思う。違う魅み力りよくでゴチソウサマ。

「ま、喜んでいただけたみたいで嬉しい限り♪　……でもこれだけじゃ、ねぇ？」

「…………は？」

　これ、以上……？　すでにオーバーキルなレベルの破壊力だが？

「ま、まさか──!?」

　戦せん慄りつ混じりの期待に震ふるえる俺に、細音はニヤリと笑うと。

「澪～？　その場で一回転♪」

「……？　ん」

　下された、リーサルウェポンへの攻撃指令。当人は己が秘ひめた破壊力に自覚が無いまま、言われた通りに行動を起こす。

　──ちょ、待て！　止まれ!!　そう叫さけんで止め────るのは『漢おとこ』にあらず。

　そして、発揮された極限の集中力が、刹せつ那なの時の流れを数十倍に引き延ばす。



　澪の身体が、翻ひるがえる。



　当然、エプロンの守備範はん囲いは前面のみ。スローモーションとなった時間の中、ゆっくりとエプロンの途と切ぎれ目が──！



……………………



　──過ぎた後には、また布地がありました。

「……プロデューサーの細音さん。説明をお願い致いたします」

「はい、現場の細音です。露ろ出しゆつの多い部屋着の組み合わせ、勧すすめてみました。テヘッ♪」

　ちょっぴり舌を出して、可愛かわいらしくニッコリ。──だが。

「『テヘッ♪』じゃねぇよ!?　ある意味詐さ欺ぎだろ！　男の純情を返せ!!」

「うわー……。ここまでキレられるとは思ってなかったー。っていうか、『マーベラス』とか言っちゃったのに、どこが純情？」

　──やかまし。『純粋な感情』、略して『純情』。……たとえ純粋な下心でも。

「…………悟。私、ヘン……？」

　身長の関係で仕方ないのだが……また、上目遣いで訊いてくる澪。

「い、いや！　本当に似合ってるぞ！　ただ……ちょっと想像と違ってただけ」

「……ん♪　よかった。えと、もう少しでご飯、出来るから、ね？」

　そう言ってキッチンに戻もどっていく澪。その後ろ姿を、何となく見てみる。

　きれいな肩かたのラインが出るチューブトップの服。それとホットパンツ。

　……確かに、適度に露出が多く肩も出ているためか、澪の華きや奢しやでありながら均整のとれたスタイルが引き立ち、それでいて健康的な印象も受ける。

　──これは……もしかすると、本物の裸エプより好きかもしれない。

「……細音」

「ん、なに？」

「──改めて言おう。……グッジョブ」

「だよね。どういたしまして♪」

　何となく見み透すかされている感じが、少しムカつく。

「ねえお兄ちゃん！　ボクは？」

「ん？」

　改めてイブを見る。

　イブの方は『どこにあった？』と言いたくなるが、フリルのついた可愛らしいエプロン。

　足には黒のニーソに、『願いの欠片かけら』の首くび飾かざりは、紐ひもを調整してチョーカーと合わせ、ペンダントっぽく仕上げてある。

　長い髪かみはそのまま──かと思ったら、片側だけヘアピンで留めてあり、顔の周りがスッキリしていて、イブのイキイキとした表情を引き立てている。

「うん。可愛いと思うぞ？」

　中に着ているのを知っているため、安心して見れるのも大きい。

「ホント!?　やった！」

　イブは喜んでクルリと身を翻し──



ゴフッ!?



　イブの背面から見える衣服は、青と白のストライプ柄がらが一枚だけで──

「げ、現場の細音さん!?　説明をお願いしますっ!!」

「はいっ、元げん凶きようの細音です！　……いやー。澪が昔使ってたエプロンはあったんだけど、サイズが合う服はありませんでした、テヘリ♪」

　いや、『テヘリ♪』て！　ヤバイだろ、児ポ法とか都条例的に!!

「その割には何でぴったりの縞しまパンがある!?」

「あー、それデフォルト装備」

「なっ……!?」

　なんでデフォ装備がそんな『わかってる』チョイス!?

「まぁ、そんなわけで午後、イブちゃんの服を買いに行こうと思うんだけど、いい？」

「いや、こうなったらもう必須事項だろ、それ」

「え？　ボク、このままでもいいよ？」

「……着き替がえてきなさい」

「はぁーい……」

　残念そうに言って、パタパタ去って行くイブ。──ふぅ。どうなる事かと思った……。

「ところでさ、悟兄？」

「なんだ？」

「足元のソレ、どうするの……？」

　俺おれの足元……。そこには、腐れ警察官が尚なおもピクピクしていた。

「…………あ」

　──すまん黒木。ちょっと忘れてた。

「おい黒木。いい加減起きろ。黒木！」

　頬をペチペチと叩きながら呼びかける。

「──く……あ……。は──、ハダ……はだ、か……？　俺は何を──？　思い出せな……」

　まだ意識が朦もう朧ろうとしているらしい黒木が、うわ言の様に呟く。

　──記憶、あれだけやっても完全には飛ばないか。ならば。

　俺は、黒木の耳元で呟く。

「──裸ネクタイ、裸ネクタイ。財ざい天てん寺じが裸ネクタイ。裸ネクタイの財天寺が、お前の前で仁に王おう立ち。裸ネクタイ、裸ネクタイ、財天寺、裸ネクタイ──」

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉっ!?」

　絶ぜつ叫きようと共に跳ね起きる黒木。──うし。効果テキメン。

「はぁ……、はぁ……っ！　な、何だ？　何があった……!?　何か鬼おにの様な凄すさまじいモノが脳のう裏りに浮うかび上がった……!?」

「どうした黒木……!?　お前は転んで頭を打ったんだぞ？　大丈夫か？」

「本当にそれだけか!?　……くっ！　悪夢の残ざん滓しが消えない……!!　俺は何を見た!?」

「黒木……。きっと、辛つらい夢を見たんだな……無理に思い出すな。きっと、そのまま忘れていた方が良い……」

「そ、そうか……？　そう、だな……。すまん、助かった……ありがとう、悟……！」

「フ……何を水みず臭くさい事を。それより今、澪が昼飯を作っている。お前も食ってけ」

「……ああ。そうさせてもらおう。重ね重ね、礼を言わせてもらう──」

「……ああ。まずは先に顔でも洗って、スッキリしてこい」

　俺の言葉に従い、珍めずらしく一礼してから洗面所に向かう黒木。俺はそれを見送り、

「くっくっく……！　計算通り！」

「…………悟兄、えぐい」



「ふむ。それでその子が親戚の子か？」

「うん！　えっと──はじめまして？」

　疑ぎ問もん符ふ付きの『はじめまして』。実際は初対面じゃないから、仕方ないと言えば仕方ないのだが。……とりあえず、この子にポーカーフェイスは期待できそうにない。

「なるほど。さすが澪ちゃんの血けつ縁えん。普ふ通つうに可愛いな」

「にゃ♪　ありがと～！」

「小学生……か？　で、名前は？」

「「 ……あ 」」「にゃ!?」

　キッチンに居る澪と細音、そしてイブが『ギクリ』といった声を漏もらす。

　──この姿の名前、考えてなかった。『イブ』のままじゃさすがにマズイ。

「む？　どうした？」

「あ、ああ……。いや、なんでもない。えーと、この子の名前はな──」

　ひきつった笑顔で誤ご魔ま化かしながら、脳ミソをフル回転させる。

　──顔立ちは日本人っぽいから日本の名前……！　『イブ』──前夜、聖夜……？

『聖夜』と考えた瞬しゆん間かん、某ぼう聖闘士が浮かんだために却きやつ下か。だけどこの方面なら──よし。



「この子の名前は『聖宵きよい』。『聖なる宵』で『きよい』だ。よろしく頼たのむな」



「!!　にゃあ♪」

　驚おどろいた顔が、すぐに嬉うれしそうな笑みになった。──良かった。気に入ってくれたみたいだ。

「ほう？　珍しい字面だが、いい名前だな。よろしくな？」

「うん！」

「……ん♪　『水上聖宵』、いい名前だよね？」

「だよね～？　少し付けた人の中二病が見えるけど、綺麗な名前だよね♪」

　出来上がった昼食のドライカレーが載のった皿を運びながら、軽くからかってくる二人。だけど同時に、イブ＝聖宵への祝福と、俺への賞賛も込めてくれている。

「っと。悪い、手伝い損ねた」

「……ん。いいよ、悟。じゃあ、ご飯にしよ？」

「おっと。すまん、少し手洗いに行ってくる」

　そう言って黒木がトイレへ向かうと、

「お兄ちゃん、お兄ちゃん♪　ボクの名前呼んで！」

　イブ──いや、聖宵が目を輝かがやかせて言ってきた。

「へ？　ああ、『聖宵』」

「にゃあ！　もう一回！　今度は苗みよう字じも♪」

「はいはい。水上聖宵さん？」

「にゃあ♪　ありがとね、お兄ちゃん！」

　ネコっぽく、頭をすりつけてくる。

「それにしても……悟？　よく、思いついたね？」

「まぁ、そのままと言えば、そのままな名前だけどな」

　聖宵を優しい瞳ひとみで見つめながら言ってくる澪に、苦笑いと共に返す。

「に～……」「み～……」

　聖宵の足元に、ヴィスとリッドが寄ってきた。

「にゃ……。ボクだけゴメン……。でもでも！　変身できたら、ヴィスとリッドにも付けてくれるよ！　ねっ、お兄ちゃん？」

　──なるほど。『羨うらやましい』とか言ったのか？

「ああ。俺が付けていいなら、ちゃんと考える。いいのか？」

「に♪」「みあ！」

　嬉しそうに応えてくれるヴィス。『がんばる！』と意気込むように聞こえるリッドの声。

「む……、待たせたか。すまなかったな」

「いや、ある意味ちょうど良かった。じゃ、食べるか」

「……ん♪　そうだね。いただきます」

　澪に合わせて全員が声を合わせ、食事が始まった。……ただ一人、黒木だけが疑問符を頭に浮かべていたが。



「あ、そうだ黒木お兄ちゃん！」

「む？　なんだ？」

　食事中、聖宵が黒木に話しかける。

「お胸、おっきくするにはどうすればいいの？」

「揉もんであげようか？」

　至し極ごく真面目まじめな顔で即答。さすがだ黒木。

「細音、通報」

「うん。わかってる」

「ちょっ!?　待て!!」

　慌あわてて細音を止める黒木。

「質問されたから答えただけだろうが!!」

「……いや。質問の意図に疑問もたず、ノータイムで返事したのが何と言うか……」

「ねえ？『エサがあったら食いつくぜ!!』って感じでムカつくよねー？」

　──ん？　『ムカつく』？

「ちょっとした冗じよう談だんだろうが!?」

「冗談に聞こえないから言ってるんでしょうが！」

　なぜか細音もヒートアップ。



「──なあ澪？　あれって……」

「……（こくり）」

「だよな。──なあキーヤ？　あれ、食べれるか？」

「──わうわう」

　その表情には明確に『食べれません』と。

　……昔の人は言いました。『夫ふう婦ふ喧げん嘩かは犬も食わない』。



「なぜそんな所にまで口出しされねばならん!?」

「変態は今いま更さらどうしようもないけど！　見境無しはどうかと思──って、あれ？　澪達、なにしてるの？」

「「 ……生暖かく見守っております 」」「に♪」「うみゃ」「──わう」

「「 はい？ 」」





　さて。そんなこんなはあったとはいえ。

　キーヤとヴィス、リッドには家で留守番をしてもらい、聖宵の服を買いに来たわけだが。

「なあ？　貴様は、こうなる事はわかっていたのか？」

「……まあな。細音が一緒なら、こうなるだろうな、とは」

「……いつもこうなのか？」

「いつもだな。『細音が一緒なら』」



「んー、今のトコには良い服なかったねー。次いくよっ！」

「にゃぁ!?　細音お姉ちゃん待って!!」

「……ん。聖宵？　走ると危ないよ……？」



　次で４軒けん目。現在の時刻は３時半。１軒目に入ったのは１時過ぎだから、もうすぐ２時間半経過。

「女の買い物は何な故ぜこうも……」

「いや。澪と二人で来たときは、そんなに掛かからなかった。そんなにおしゃれに拘こだわらないからな……」

　素材は極上なのにもったいない、とは思わなくもない。

「ふむ。細音もそんなに拘るタイプには見えんが？」

「あいつは他人の服を選ぶのが楽しいらしい。イ……聖宵も澪も、素材としては一級品だしな。磨みがくのが楽しいんだろ」

「それを言うなら、細音も見た目だけなら一級品だろう？」

「まあ、同意。そこで澪の出番。澪も、他人の服を選ぶ方が楽しいらしい」

「……なるほどな」

　と。お互たがいが相手のものを選び合うため、時間が加算ではなく乗算で延びる。文字通りの相乗効果。今日は聖宵も居る事を考えると、これでもペースは速い方だろう。

　そんな彼かの女じよ達たちだから、止めるつもりも文句を言うつもりもなかったのだが。

「細音、ストップ」

「ふに？」

　次の店に入ろうとしていた細音を呼び止める。

「とりあえず、一いつ旦たん休きゆう憩けい。ＯＫ？」

「えー！　ノッてきたところだから、もう少し……」

「気持ちはわかるが……服や店より妹分の様子を見ろ」

「へ？　……あ」

　視線の先には聖宵と澪。聖宵は少し息を切らしていて、顔色も少し悪いように見える。

「ぼ、ボクは大丈夫、だよ？」

　語ご尾びが疑問符な時点で、説得力は無い。

「……ん。聖宵、ちょっとお休みしよ？」

「そだね……気づいてあげられなくてゴメンね？」

「ううん！　楽しいよ、細音お姉ちゃん♪」

　本心からの言葉の様だが……やっぱり休憩は必要そうだ。

「どこかに休める所は、っと」

「む。ならばあそこはどうだ？」

　黒木が指し示したのは、一軒のオシャレな喫きつ茶さ店てん。

「あ。あそこは──。……ね？　みんなのオーダー、あたしが決めていい？」

　言って、ニヤリと笑みを浮かべる細音。

　それは、トラブルメーカーが楽しい事を思いついた時の表情だった。





　自分の前に置かれたジュースのストローから口を離はなし、澪が話しかける。

「ね、聖宵……？　身体、大丈夫？」

「うん！　もう大丈夫」

「ならいいんだが。無理はするなよ聖宵？　……その身体になって間もないんだから」

　後半は、周囲に聞こえないように。澪と同じく、飲み物から口を離して言う。

「「 …………………… 」」

「はぁい。心配してくれてありがと、お兄ちゃん♪」

　すっかり調子を取り戻した、明るい笑顔を見せる聖宵。そして、自分のストローに口をつける。

　俺と澪も、それぞれのストローに口をつけて、一口。

「これ、初めて飲んだけど美う味まいな」

「……ん。細音がオススメするのもわかる、ね？」

　確かに。とある特とく徴ちよう的てきな見た目のせいで最初は抵てい抗こうがあったが、すぐに慣れた。

「「 …………………… 」」

　それに。この量でこの値段は、喫茶店にしてはかなりリーズナブルと言えるだろう。

「お兄ちゃん、果物もらっていい？」

「いいよな、澪？」

「ん……♪　いいよ？」

「やった！　はぐっ♪」

　美お味いしそうにパイナップルを食べる聖宵を見ながら、俺おれ達たちはストローに口をつける。

「……ね、ねえ？　なんで──そんな普通にしてられるの……？」

　黒木とともに、さっきから何故か驚いた顔でこちらを見ていた細音が、恐おそる恐る声をかけてくる。

「……ん？　何かヘン？」

「なあ？　普通にジュース飲んでるだけだぞ？」

　料理マンガ的なコメントでも期待されていたのだろうか？

「……本気か貴様等ら……？　ちょっとツッコませてもらうが──」



「「 飲　ん　で　る　物　が　普ふ　通つう　じ　ゃ　な　い　だ　ろ　!? 」」



　息を合わせてツッコミを入れてくる、細音と黒木。

　ちなみに。俺、澪、聖宵が飲んでいるのは、鮮あざやかなブルーのトロピカルジュース。

　珍しいメニューではあるが、そこまで異常なものでも無い。

　まあ『 大　き　な　丸　い　器　に　ス　ト　ロ　ー　が　３　本 』というのが、特徴と言えば特徴か。



「（ね、ねえ司兄？　紅あかくなって狼狽うろたえる甘酸っぱシチュ見たくて注文したのに、なんで普通に一家団らん楽しまれてるの？）」

「（俺に訊きくな。……考えられるとしたら、あの距きよ離りに慣れている、くらいか……？）」

「（息が掛かって前まえ髪がみが触ふれ合う、あの距離を!?）」

「（……それより、あの子は何者だ？　なぜ新婚さんの間に普通に入れる……!?）」

「（ま、まぁ……。あの子はちょっと特別なんだよねー……）」



　何か、内ない緒しよ話ばなしをしている二人。……どうでもいい事ではあるんだが──

「にゃ？　やっぱり細音お姉ちゃんと黒木お兄ちゃん、仲良いんだね♪」

「へ？」「……は？」

　自覚無いのかコイツら？

「いや、今のその距離は……なあ？」

　言われ、顔を見合わせる二人。内緒話をしていたせいか、鼻と鼻の距離は僅わずか数センチ。

「「 ッ────!! 」」

　一瞬で顔が紅くなり、慌てて距離を取る細音と黒木。

「なぁ、澪？」「……ん。ねぇ、悟？」

　俺と澪は顔を見合わせ、偶ぐう然ぜんに声をハモらせる。

「「 ……甘酸っぱ 」」

「「 ア　ン　タ　（貴様）　ら　が　言　う　な　!! 」」

　──声を合わせて逆ギレされました。

「そもそもっ！　なんでその距離で普ふ段だん通りにできるの!?」

「へ？」「……ん？」「にゃ……？」

　細音に言われて、顔を見合わせる俺、澪、聖宵。

　まあ確かに、顔の距離は近いと言えば近い。だけど──



「「「 慣れた 」」」



「慣れるなっ!!」

「……もう少し静かにしろ黒木。店員さんに睨にらまれてるぞ？」

















「くっ！　────すまん」

　必死に心を抑おさえつけ、席に座すわりなおす黒木。──『すまん』が『無念』に聞こえた。

「くっ──!!　なんだこの敗北感は!?」

「……だね。ごめん司兄。ちょっと甘く見てたよ……」

「いや、お前のせいじゃない。──あの歳としであんな領域に達しているカップルなど、そうは居ない。……と、思う」

「だよねぇ……」



　と、また二人で会話を始めた黒木と細音を横目に、俺達は再び顔を見合わせる。

「とは言え……さすがに、ちょっと恥はずかしいな？」

「……ね？」「……うにゃあ」

　──この距離で見ると、澪も聖宵も、少し頬ほおを紅くしているんだよね。





「ただいまー」

　買い物を終えて帰宅。鍵を開けて玄げん関かんに入り、中に声をかけると。

「に～♪」「みあ！」

　ヴィスとリッドが飛んで来た。

「「「「「 …………へ？ 」」」」」

　文字通り、『飛んで』来た。

「なっ……!?　お前らそれ──」

　二匹ひきに言葉を投げかけるより早く。

「わう♪」

　まるで最初からそこに居たかの様に、キーヤが姿を現す。

「に♪」「み♪」

　それと同時に。宙を舞まっていたヴィスとリッドが、キーヤの背中に着地。

「……ん、そっか。キーヤの力で飛んでたの？」

「に！」「うみゃあ♪」

「あー、なるほど。てっきりまたあの人達のせいかと……。遊んでくれてありがとな、キーヤ？」

「わう！」

　頭を撫なでると、誇ほこらしげに声を上げるキーヤ。

「……ん。ありがと、キーヤ」

「わん！」

　澪がお礼とともに頭を撫でると、楽しそうに返事をするキーヤ。

「留守番お疲つかれ様、キーヤ♪」

「わん♪」

　細音が撫でると、嬉しそうに応こたえるキーヤ。

「さっきのアレ、今度ボクにもお願い！　また遊ぼうね♪」

「わう♪」

　聖宵の言葉に、楽しそうに『もちろん』と応えるキーヤ。

「ふっ……、ご苦労だった、キーヤ」

「……がう」

ガブッ

「なんで俺だけ!?」

　撫でようとした黒木に噛かみつくキーヤ。

　ちなみに。キーヤはただの犬ではなく、細音の守しゆ護ご霊れいである事に加え、主である細音とキーヤ両方が力を制せい御ぎよ出来るため、かなり細かい力加減が出来るらしい。

　その一いつ環かんが……この、どう見てもマジ噛みにしか見えない甘あま噛がみ。

　痛みも傷きず跡あとも残さない、身体に優しい攻こう撃げきながら……心臓にはとっても厳しい、ある意味で精神攻撃。

「わうわう！　わん♪」

「ふむふむ。『最後がこのヒトだったから、とりあえずオチにしてみた』だって♪」

「犬がそんな気き遣づかいするなよ!?」

　通訳した細音に、黒木がツッコむ。

　さすがは細音の愛犬。その芸人気質かたぎ、犬にしておくには勿もつ体たいない。

「ただいまヴィス、リッド！」

「に～。に？」「うみゃあ」

「うん、いっぱい買ってもらったよ♪　あとで見せてあげるね！」

「にー……」

「あー……、ボクだけでごめんね、ヴィス……。でもでも、ヴィスたちも成功したら、きっと買ってもらえるよ？　だから頑がん張ばって♪」

「に……！」「みあ……！」

　子猫三姉弟きようだい（一名は人型）の会話。ヴィスはおしゃれに興味があるらしく、色々服を買ってもらった聖宵が羨ましい様だ。

　うん。実に和なごむ光景ではある。

　ただ問題は……、このシーンをコイツも見ている、という事で。

「おい貴様……。本当にあの子は何者だ……？」

　とまぁ、唯ゆい一いつ正体を知らないこの警官を、なんと言って誤魔化すか。

「ほら。ウチの子こ猫ねこトリオ、感情表現分かりやすいだろ？　あの子、それを読むのが上手いんだよ」

「ふむ。まぁ、ありえなくもない、のか？　確かに人並みに表情豊かだしな。特に……む？　そういえば──」

　釈しやく然ぜんとしないながらも、なんとか納得しかけた黒木だが──

「ん？　どうした？」

「──いや。いつもの黒猫はどうした？」

　──もっと面めん倒どうな方向に行って下さいました。

「うにゃ!?」「「 ……あー 」」

　焦あせった声をあげる聖宵。冷や汗あせを一筋流しながら目を逸そらす澪と細音。

　──要するに、俺が何とかしろと？

「い、いやー。あの子、朝っぱらからどこかに遊びに行っちゃってねー」

「ふむ、珍しいな。あの子が単独で長時間、貴様から離れるなど」

「い、いや、そうでもないだろ？　あの子も『気まぐれの象しよう徴ちよう』たるネコだぞ？」

「だが──懐なつき具合が尋じん常じようじゃないだろ？　あれはほとんど──」

「にゃ、うにゃぁ……」

　聖宵が、顔を紅くしてアタフタしている。が、位置的に黒木の死角にいるため、気付かずに話を進める黒木。

「──人間だったら間ま違ちがいなく、『ライク』じゃなくて『ラブ』だろ、あれは」

「うにゃあ!?」

　──聖宵さんの赤面が、ピークに達しました。

　あー……、こーやって目の前で客観的に言われるの、恥ずかしいんだよな……。たとえ事実とは違くても。

「そ、そうか？　そんな事はないと思うが──？」

「ふっ……二次元ジゴロたる俺の目を甘あまく見るな！　あれは擬ぎ人じん化かしたらボクっ娘こになって攻せめてくるタイプに相そう違いない……!!」

　二次元ジゴロ……！　悲しい称しよう号ごうなのに侮あなどれないな!?

「え、えと……！　ボク、二階にイブが居ないか見てくるっ!!」

　言って、慌てて階段を駆かけ上がっていく聖宵。

「……ん？　どうしたんだあの子？」

「さ、さぁ？」

　と。汗ジトで、自分でも分かるほどに引きつった愛想笑いをしていると、

「にゃ、にゃあ！」

　テテテテテ、と、ネコの姿に戻ったイブが駆けてきた。

「む？　なんだ、やはり居たのか」

「……みたいだな。ほ、ほらイブ、おいで～」

　そう言って、しゃがんでイブに手を伸のばす。こうすれば大たい抵てい、そのまま頭まで登ってくるのだが──

「にゃ──にゃっ!?　にゃ、ぅにゃぁ……」

　急停止。そして躊躇ためらっている様子のイブ。──なぜ？

「に～、に♪」「みあ……！」

「にゃ!?　……にゃ、にゃぁ──」

　そんなイブの所へ寄ってきたヴィスとリッド。何か、応おう援えんの様な事を言った気がする。

「にゃ、にゃあ──ッ!!」

「おっ、と」

　応援に押されたためか、いつも以上に勢いをつけて飛びついてきたイブを抱だき留とめる。そしてそのまま頭の上に──行くかと思っていたんだが。

「うにゃぁ……。ゴロゴロゴロ……」

　腕うでの中で丸くなり、喉のどを鳴らし始めたイブ。──本当になんなんだ今日は……？

「……なぁ細音よ？　なぜか甘ったるい空気を感じ始めたんだが……気のせいか？」

「──ううん。気のせいじゃないと思うよ？　でも──７割方、司兄のせい」

「なぜ!?　──む？　そういえば……今度は聖宵ちゃんが戻ってこな──」

「あ────っと！　あたし達そろそろ帰るねっ！　司兄も、一家団らんの邪じや魔ましちゃだめだよー」

　そう言って、黒木の背中を押して玄関に向かう細音。

「は？　な、なぜ!?」

「あー、黒木、今日は荷物持ちサンキューな。──細音。……いろいろスマン」

「ううん。あたしも楽しんでるしね♪　でね？　司兄はこのまま連行するから……フォローよろしくね？」

「……はい？」

「じゃね！」

　手を振ふりながら、玄関を出ていく細音。扉とびらの向こうからは、



『な、なんなんだ一体!?』

『ね、司兄？　悟兄から聞いたんだけど……出会い系やってたってホント？』

『な!?　あ、アイツは何て事を!!』

『…………ホント？』

『い、今はやってない！　アイツのお蔭かげで色々ヤバイ事に気が付いて止やめた！』

『……ＯＫ。じゃぁ、コスプレ衣装、大量にストックしてるってのは……？』

『あの野や郎ろうはドコまでバラしてんだぁぁぁあああああ!!』



　といったやりとりが聞こえてきた。

「──なんとか誤魔化せたか。ありがとなイブ。お蔭でなんとか──イブ？」

「──スゥ……。くぅ……。……ぅにゃ」

　いつのまにか、腕の中で寝ね息いきを立てているイブ。はしゃぎ過ぎて疲れたんだろう。

















「──ふむ。なあ澪？　夕飯、一いつ緒しよに作って手早く済ませて、俺達も早めに──澪？」

　そういえば、さっきから全然言葉を発していない澪を振り返ると。

「………………むぅ」

「────澪さん？　なぜ……その様にお怒いかりになられて……？」

「…………知らない」

　なぜか発動した敬語モードも一いつ蹴しゆうした澪。……かなり本気で怒おこっておられる。

「み!?　みあ、うみゃあ!?」

「にー……。に～、にあ」

　……驚き慌てているリッドに、ヴィスが『まぁ、大だい丈じよう夫ぶだと思います』的な事を言っている気がする。

ヴヴヴヴヴヴヴ──

　そんな時、携けい帯たいにメールの着信。ポケットから取り出して、読む。

「あー、財天寺さんから。明日なら、理事長室にガブリエル様も居るって。そんなわけで澪、ヴィス、リッド？　明日の４限終しゆう了りよう後ご、職員玄関に集合。ＯＫ？」

「………………」「に♪」「みあ！」

　元気に返事をするヴィスとリッド。そして──返事もしない澪。

　──そういえば……。今日、喫茶店以外では澪とあんまり話してない気がする。

　ずっとイブに掛かりきりだった気も。──それで機き嫌げんが悪いのか……？　ならば。

「なあ、澪？」

「………………」

「今度、二人で行こうか？」

「…………ん」

　──お。どうやら戻ってきてくれたみたいだ。

「……に？　に～、にあ」「み。うみゃあ……」

　なんだか『……ね？　心配するだけ無む駄だです』と言っているっぽいヴィスと、気まずそうに顔をそらすリッドだった。

　──しばらくすると。澪が料理する、包丁の音が聞こえてきた──








　　　三章　人の想いと子猫の願い『学びの園の狂想曲』





「あれ、細音さざね？」

「あ、悟さとる兄にいおはよ～！」

　聖ひじりヶが丘おか学がく園えん高等部。朝の廊ろう下かの向こうから現れたのは、見知ったトラブルメーカー。

「あ、そうだ悟兄？　今日、澪みおとイブちゃんはどうだった？」

　澪とイブの様子……？　そういえば昨日、様子がおかしくなったところ辺りで、細音達は帰ったんだっけ。

「とりあえず、澪はいつも通りだったな」

「あ、フォロー成功したんだ？」

「フォロー？　ただ、今度二人でまた行こうって言っただけだぞ？」

「……意味も理解しないでその選せん択たく肢し選ぶの、さすがだよね。──って言うか、それだけで機嫌なおす澪もどうなんだろ……？　ま、いっか。で、イブちゃんは？」

　多少言い回しが気になったが……まあいい。今朝のイブは──

「あー、少し元気が無かったな。昨日の疲れが残ってるんだと思うが」

「どんな風に？」

「ん？　いつもみたいに頭の上に登ってこなかったし──それどころか飛びついても来なかったな。なんか妙みようにモジモジしてたし。病気とかじゃなければいいんだが……ん？　どうした細音？」

　気がつくと、なぜか細音が冷ややかな視線を向けて来ている。

「…………悟兄、いえ、水みな上かみ悟 一級フラグ建築士殿どの。心配無いようなので、あたしはここで失礼いたします」

「……は？」

　──一級フラグ建築士……？

「うん、多分近いうちにわかると思うよ？　落ち着いちゃってる澪と違ちがって、聖宵きよいちゃんは抑おさえてなんていられないだろうし。……性格的にも状じよう況きよう的てきにも」

「──や、だから何の話を？」

「んー、あたしが言っちゃうのはマズイかな。そのうちわかるよ。それじゃ、あたしは行くね～」

「はぁ……？」

　畳たたみかけるような細音の言葉に、理解できていない俺は気の抜ぬけた声を返す事しか出来ない。そんな俺を後しり目めに、細音は教室へ歩いて行った。





「代理……ですか？」

　２限の授業を終わらせて職員室に戻ると、一年の学年主任に声をかけられた。

「ええ……。一年担当の先生、熱が酷ひどくて早退してしまいまして……。準備が無いので大変かとは思いますが、今日はテストの返へん却きやくと補足くらいですから……」

　そういえば朝、かなり具合悪そうだったか。

　通常授業なら下準備が無いと大変だが、それくらいなら何とかなる。

「そういう事でしたら、お引き受けいたします。それで、どこのクラスですか？」

「ありがとうございます。えーっと、４限ですから──『１‐Ｂ』ですね」

「…………は……？」



　そんなやりとりの末、現在地、１年Ｂ組の教室前。

　……まぁ、別にイヤというわけじゃないんだけどね。

　いつまでも躊躇っているわけにはいかない。俺は覚かく悟ごを決め──

ガラッ

「はい、席に着いてー」

　扉を開けて教室に入り、室内を見み渡わたしながら言う。

「「「「「 ──え？ 」」」」」

　大体予想通りの反応。『なんで？』という顔と声が向けられる。

　それもそのはず。一年数学担当の先生が早退した事は、まだ広がっていない。それに加えて俺は２年生担当だから、今年の１年生に授業をした事は無いため、生徒にとっては予想外もいいところ。

　……まぁ、他にも理由はありそうだが。

「この時間を担当するはずだった先生は、体調不良で早退しました。そのため代理として担当します、２年担当の水みなか─」

　と、軽く自己紹しよう介かいしようとした俺の言葉に被かぶせて、

「……ん。さと、水上センセ……？」

　聞き慣れた声と共に、一人の少女が近づいてきた。

「……ん。ネクタイ、少し曲がってる」

「へ？　ああ、ありがとう」

　慣れた手つきで直してくれたその少女──澪に礼を言う。

　──とまぁ、ここは澪のクラスだったわけで。

　出鼻を挫くじかれた形で頬を掻かいていると、他の生徒も気を取り直したらしく。



「「「「「 水上（旦だん那な）先生!? 」」」」」



「（旦那）って言うな！　従兄いとこだ!!」



　こんな状じよう況きようになっているのは、やっぱりこの前の一件が発ほつ端たん。

　色々と面倒だから、俺と澪の関係を生徒には秘密にしていたのだが……疲れた脳ミソでの誤ご爆ばく発言により露ろ見けんしてしまった。しかも『新しん婚こん』という誤解付きで。

　それを払ふつ拭しよくするために、キーヤの件が落ち着いた後、細音が学園新聞に記事を載せてくれたのだが。



『新婚チックな血けつ縁えん者しや（従兄妹：‥マジ結婚可能）』



　ご丁てい寧ねいに注ちゆう釈しやく付きで、デカデカと取り上げてくださいました。

　当然、細音に文句は言ったのだが、『気持ちはわかるけど、報道の自由と正確性は守らせてもらうよ～』と。

　お陰かげで公認バカップル扱あつかい。……野郎連中からの視線が痛い痛い。



「……ゴホン。確かにこのクラスの水上 澪とは血縁関係だが、公私混同するつもりは無い。何かを期待、または心配しているかもしれないが、有り得ないからそのつもりで。み……水上も、いいな？」

「……ん。わかってる」

　少し気を引き締しめた様な、澪の返事。他の生徒は──なぜか『……何言ってんの？』的なポカンとした顔をしていたが……まあ、特に問題は無いだろう。

「ＯＫ。それじゃテストの返却から。名前呼ばれたら取りに来るように。秋山──」



　最初こそアレだったが気を取り直し、順調に返却が進む。

「──次、堀ほり江え」

「はーい」

　答案を取りに来る少女。赤文字で書かれた点数は81。ちなみに平均点は61点台。

「うん、良い点。だけど少し計算ミスが目立つから、もう少し落ち着いて解くように」

「ありがとうございますっ」

「はい次。三みつ井い」

「うっす」

　呼ばれてやって来たのは、大おお柄がらな少年。点数は──52。

「んー……、応用問題が、な。基き礎そ問題は解けてるんだから、数をこなして問題に慣れるように」

　オブラートに包んだが、早い話が『もっと勉強しろ』。

「……うーっす」

　少し気落ちした返事をして戻もどっていく少年。

　──で。次が、っと。

「次、水上」

「……ん」

　呼ばれてやってくる澪。点数は92でクラス２位。

「……よく、がんばったな？」

「……ん。ありがと……♪　悟の、数学だから」

「だけど──ココ、代入する数字間違えてる。もったいないぞ？」

「……あ。次、気をつける。……ありがと、ね？」

「ああ。……がんばれ」

　淡あわい笑みを残して席に戻る澪を俺も笑顔で見送る。



「「「「「 …………………… 」」」」」



「ん？　どうしたんだ？」

「「「「「 …………いーえ、なんでもアリマセン。気にしないでくだサイ 」」」」」

　なぜか素す晴ばらしいハモりを見せる生徒達。

　何か……まるで甘かん味み大食い大会で特大パフェが出てきて、『さぁ気合入れるかぁ！』って所で、『すみませ～ん！　トッピング忘れてましたぁ！』と、たっぷりの練乳をかけて行った様な……早い話が、『ウゲェ、まだあんのかよ……』的な視線だった気がしたが。

「まあ、いいか。では次、森口──」

　気を取り直して、再び返却を始めた。



「はい、今回の平均点は約61。やっぱり二次関数は正解率が良くないな。今回出された問題は、因数分解を使って──」

　と。正解率の低い問題を、黒板に書いて説明しようと思ったが……誰だれかに解いてもらいながらの方がいいかもしれない。

「うん。問２の問題の数値を変えるから、誰かに前に来て解いてもらう。えーと──」

　問題を黒板に書いてから、教室を見回す。

「……あ」

　偶然、澪と目が合う。たしか澪は──、この問題解けてたな。

「じゃあ水上。頼たのむ」

「……え？　えっと……何……？」

　ちゃんと前を見て、話も聞いていた様に見えたのに──なぜか戸と惑まどう澪。

「どうした？　黒板の問題、前に来て解いてほしいんだけど──？」

「……え？　あ。──ごめんなさい。黒板、見てなかった……」

「は？　だって、ずっと前を見て──」

　言いかけて、少し考える。

　澪は、ちゃんと前を見ていた。それは、目が合った事からも間違いない。

　でも、黒板を見ていなかった。ならば何を見ていた？

　──ん？『目が合った』……？　まさか──

　再び澪を見ると……また、目が合う。いつもの、真っ直すぐに俺おれを見つめる視線と。

「「 ！　………………っ 」」

　慌てて、紅い顔をそらす俺達。



「「「「「　ア　　ン　　タ　　ら　　甘　　い　　わ　　!!　」」」」」



　クラス中からの総ツッコミ。

「何があった今!?　なんで俺、角砂糖の蜂はち蜜みつかけとか食っちゃった気分になってんの!?」

「く、空気があまったるい!!　バカップルは大気汚お染せんまで引き起こすの!?」

「くっ……!!　最小限の会話でここまで──!?」

「空気だけでこのレベル……。もし脳内会話まで聞こえていたらどうなって……!?」

　なぜか皆みなさん、悶もだえておられる。……何があったんだ？

「……ん。みんな、どうしたの？」

「何かあったのか？　悩なやみでもあるなら相談に乗るぞ？」



「「「「「　ア　　ン　　タ　　ら　　が　　言　　う　　な　　ッ　　!!　」」」」」



　クラスの約４分の３から一いつ斉せいツッコミ。残りの方々（主に女子）も、なぜか脅きよう威い的てきなモノを見た様な目で俺達を見ている。

「つーかアンタら！　本当はどういう関係だ!?　ただの従兄妹とは言わないよな!?」

「そんなオーラ出しながら同居してて、何も無いはずがない!!」

　……『なんで、そんな熱くなってるんだろう？』とか思いながら、澪と顔を見合わせ、少し考え──答える。



「「 仲が良い従兄妹で家族 」」



「「「「「　っ！　────ッ!?　クッ──!! 」」」」」

　なぜかクラス中が『異議を訴うつたえようとしたけど敗はい訴そになる事を理解してしまい、断腸の思いで告訴を取り下げた』みたいな反応をした。

「ば、バカな──!?　黒なのに！　間違いなく黒なのに……っ!!」

「ネックになるはずの血縁関係が、むしろ免めん罪ざい符ふになっている!?」

「そんなっ!?　『血縁で家族だから同居してます。だから仲が良いです』とか言われたら、あとはもう現行犯で押さえるしか──!!」

　皆さん、頭を抱かかえて苦く悩のうしていらっしゃる。

「……ね、悟？　これ、どうしよう……？」

「あー……原因わからないし。なにかわかるか、澪？」

「「「「「 ここぞとばかりに呼び方戻すなっ!! 」」」」」

　──あ。

「くっ──『公私混同するつもりはない』の言葉、ここまで堂々と翻ひるがえすとは……!!」

「別に、翻してないぞ？」

「……ＯＫ。そう仰おつしやるなら水上先生。あなたは先ほどネクタイを直してもらっていましたが、もしもそれを別の先生がやってもらっていたら、どう思いますか？」

「ん？　別の男の先生が、澪に直してもらってたら、って事か？　当然、普ふ通つうに──」

　少し、その光景を想像してみる。──うん。考えるまでもない。



「──普通に、ブッ飛ばすけど？」



「「「「「　普　通　じ　ゃ　ね　ぇ　だ　ろ　高　校　教　師　!!　」」」」」



　そんなこんなで、時間はあっと言う間に過ぎ去りました。

　──『授業』？　……当然できませんでしたが、何か？





　期末テストも先週で終わったため、今日からは夏休みまで午前授業。よって、４限終了後にショートホームルームで今日の授業は終了。

　無難にホームルームを終わらせた俺は、待ち合わせ場所である職員玄関に向かう。

「さて、ヴィス達は来てるかなっと」

　遠目から見た限り、まだ澪の姿はなかった。あとは子猫トリオが来ているかどうか。

　パッと見は居ない。だけど多分……。

「ヴィス、イブ、リッド。来てるか？」

「に～」「みゃあ♪」

　呼び声に応えて、下げ駄た箱ばこの陰かげからピョコっと姿を現すヴィスとリッド。

「やっぱり隠かくれてたか。お疲れさん、ヴィス、リッド。……あれ、イブは？」

「にー……」「うみゃ」

　訊くと、困った様な声で鳴いて上を見る。その視線を追うと。

「にゃ!?　ぅにゃぁ……」

　下駄箱の上で、怯おびえる様にこちらを見ているイブと目が合う。

「？　どうしたイブ？　具合でも悪いのか……？」

「にゃ!?　に、にゃあにゃあにゃぁ！」

　思いっきり首を横に振っている。──どうやら違うらしい。

「とにかく。降りておいでイブ？」

「ぅにゃぁ……」

　手を差し出すと、躊躇ためらうそぶりは見せるが──なかなか降りてこない。

　どうしたんだ……？　そう考えていると。

「に～……。にー、にぃ。にあ……」

「にゃ!?　にゃぁ！」

　ヴィスが、何かイブに言っている──？　なんだか『説得』より『挑ちよう発はつ』っぽい雰ふん囲い気きなんだが……？

「に～。に……に？」

「にゃぁ！　うにゃあ!!」

　更さらに続く二匹の遣やり取り。ヴィスとの遣り取りに夢中になって、イブは誘おびき出される様に、徐じよ々じよに下駄箱から身を乗り出して──

　──あ、なるほど……。

　ここにきて、俺はやっとヴィスの思おも惑わくに気が付いた。だから『その時』に備え、いつでも動ける様にしておく。



　と。ここで、さっきから声も出さずに見守っているリッドに気が付く。

　普段のこの子なら、ケンカっぽい展開になったら必ず止めに入るのに……。

「もしかしてお前──、最初からヴィスが何してるか、わかってたのか……？」

「み？　みあ……。うみゃあ♪」

　何となく、『まぁ……、姉弟だから♪』と聞こえた。

「──そうか」

　相変わらず『良い弟』なリッドを軽く撫でてから、再び警けい戒かい態勢。『その時』を待つ。



「にー……。にぁ？」

「……にゃぁ！　にゃ──ぅにゃ!?」

　と、身を乗り出しすぎて足を滑すべらせ、下駄箱から落ちるイブ。

「おっと」

「うにゃ!?」「に♪」「みゃあ！」

　待ち構えていたため、落ちたイブを難なくキャッチ。

　驚おどろいた声をあげるイブ。イタズラの成功を喜ぶようなヴィスの声。リッドの声は賞賛か労ねぎらいの声に聞こえる。

　──つーかヴィス。本当に言葉だけで誘ゆう導どうしきったか……。まぁ、相手がイブだからできたのかもしれないが。……だって単純そうだし。

「にゃ!?　にゃ、うにゃあ!!」

　慌あわてた様子のイブ。──なのに、なぜか逃にげようとはしていない。

「──ふむ。……ほら」

「うにゃっ!?」

　少し考えた俺は、イブを抱き上げ、頭の上に乗せてみる。

「なあイブ、どうしたんだ？　ヴィスとリッドも心配してるぞ？」

「にゃあ……」

「大人しいイブもそれはそれで良いとは思うんだが……やっぱり、お前は元気なのが一番だと思う」

「にゃ……？」

「お前に元気が無いと、正直少し調子が狂くるう。だから──な？」

「にゃ……。──にゃあ♪」

　──お？　少し、調子が戻ったみたいだ。

「よしよし、その調子その調子！」

「うにゃぁ♪　ゴロゴロゴロ……」

　喉のど元もとをくすぐってやると、気持ちよさそうに喉を鳴らす。

「さて、あとは澪を待てば──」

「にー」

　ヴィスの鳴き声。フと振り向くと。

「……………………」

「あれ？　澪、いつから居たんだ？」

　少し後ろ立っていた澪。何も言わず、ただ上うわ目め遣づかいで、

「…………むぅ」

「──なんで、怒ってらっしゃる……？」



　全員揃そろったため、理事長室へ移動。不ふ機き嫌げんだった澪だが、扉の前に着く頃ころにはいつも通りに戻っていた。

「なぁ、澪？　さっき、なんで怒ってたんだ？」

「……え？　……私、怒ってた……？」

　どうやら本人にも自覚が無いご様子。なんだったんだろうね？

　……澪が抱えているヴィスが、呆あきれ顔をしている気がしたが。

　とにかく。

コンコン

「水上です。いただいた例のモノについて、お話しに参りました」

「「 どうぞ 」」

　理事長室の扉をノックして用件を告げると、中から二人分の女性の声が。

「失礼します」「……ん。失礼します……」「「「 うにゃあ！ 」」」

　俺と澪はもちろん、ヴィス達も声を揃えて入室の声をかけ、中に入る。

「ようこそいらっしゃいました。ヴィス、イブ、リッドは、お久しぶりですね」

「「「 うにゃん♪ 」」」

「お疲つかれさまです悟殿どの、澪さん」

「……ん。お疲れさま」

「お疲れさまです、白しら川かわさん。……あれ？　財ざい天てん寺じさんは居ないんですか？」

「それが……彼かれならソコに……」

　ガブリエル様が苦笑いと共に部屋の隅すみを指し示す。

「は？　……うわぁ……」

　部屋の隅に、妙に暗く見える一角が。その中心に居るのは……否いや、その暗い影かげを作り出しているのは、一人の男。

「財天寺……さん？　なんでミイラみたいになってるんです？」

　見た感じ、なんか色々と生命体としてヤバイもの、ごっそり吸い取られたみたいな印象。

「さ、悟殿……。白川は、一部で『オーム』と呼ばれているのを、知っているか……」

「オーム？」

「ああ……。腐ふ海かいの主」

　────ああ、『○蟲』ね。

「確か……裏・漫まん画が研究会女子部、でしたっけ？」

　活動内容は、完全にＢＬ特化。ある意味で男の敵とも言える、現代の腐海。

「では、その腐海の住人達が、有明での盆ぼんの祭典に出店する事は……？」

「……そういえば、そんな事言ってましたね」

「ならば、話が早い……。　そ　れ　が　全すべ　て　だ　」

ガクリ

「ざ、財天寺さん!?　い、一体何が!?」

　言うだけ言って、力ちから尽つきる財天寺さん。

「……ね？　確かお盆は、行けないんじゃなかったの……？」

「はい。私達は今のところ行けそうに無いのですが、折せつ角かくですから、私が描かいたものも販はん売ばいしてもらおうかと♪」

　……レイヤーでヘビーなＢＬユーザーで、更に描き手か。……本当にドップリ浸つかってるな……。

「……ん。で、なんであの人、あんな事になってるの……？」

「どうしても入手したい物を部員に頼む代わりに、原げん稿こうを手伝ってもらったんです♪」

　……ＯＫ。全て理解した。

「で。どんな濃ゆいブツを手伝わせたんです？」

「はい、これです！」

『よくぞ訊いてくれましたっ！』そう言わんばかりに、嬉き々きとしてＡ４判の薄うすい本を手て渡わたしてくる。



　タイトル『俺のアニキは触しよく手しゆ番長』



「　ア　ホ　か　あ　ん　た　は　!!　」

　これを健全男性に手伝わせたか。そりゃ壊こわれるわ……。



「にー。に～？」「にゃ？　うにゃあ」「みゃあ……？」

ぺしぺし　ぺしぺしぺし

「……………………」

　ヴィス達が頭や膝ひざに乗り、ペシペシと叩たたいているが──全く反応無し。



「失礼ですね……。ちゃんと中も見てから判断して下さい」

「全力で拒きよ否ひします!!」

「残念です……。細音さんからも、あまり良い評価を頂けませんでしたし」

「──細音は何と……？」

「はい？『凄すごいとは思うけど……ごめん、あたしは無理……』というコメントでした」

　……細音の許容範はん囲いすらも突つき破る逸いつ品ぴんか……。

「先の一件で黒くろ木き殿が召しよう喚かんした、ロドリゲス様ご一行。彼らを見てインスピレーションが湧わき上がったんです♪　ガチムチ＋触手……！　これは時代が来ます。来ないなら私が呼びます……！」

「そんな暗黒時代を呼ばんでください!!　が、ガブリエル様！　良いんですか!?　あなたの部下が暗黒儀ぎ式しきしてますよ!?」

「はい？　そうですねぇ──」

　ガブリエル様は少し考え、



「まぁ、少し面白い本でしたし、良いのではないでしょうか？」



「検けん閲えつ官かん、流した!?　禁書ものです！　むしろ焚ふん書しよすべきです!!」

　──それにしても。アレを『少し面白い』と言える感性？

「財天寺さん……？　まさか天界にも腐界の侵しん食しよくが、なんて事は無いですよね……？」

「！」

　財天寺さんはビクッ！　と反応すると──

「ガクガクガクガク……」

　さらに激しく震ふるえる天界の使者。その姿が、一つの事実を物語っていた。

　──ノンケの男に、死後の楽園は存在しない、か。

「ですが、ほら。『死海文書』って、宗教的に大変な価値のある書物じゃないですか？」

「……宗教家や考古学者に謝ってください。『死海文書』は価値があっても、『腐海文書』は発禁モノです。と言うか、こんなのを女子高生に売らせるつもりなんですか？」

「その点は大丈夫です。ちゃんと18歳の誕生日を迎むかえた部員が販売します！」

　──多分。そういう問題では、ない。

「……財天寺さん、お疲れ様でした……。なんでしたら黒木に頼んで、代わりに買ってきてもらいましょう……。だから、もう手伝わなくていいんです……！」

　黒木の許可は得ていないが……。アイツが行かないなんて有り得ないし、大丈夫だろう。

「ありがとう、悟殿……！　だが──、もはや、何を望んでいたのかすら……。だから、そうだな──適当に見み繕つくろってほしい……。アブノーマルな学園物を……！」

「そんなのを女子高生に買わせるつもりだったんですか!?」

「大丈夫だ。ちゃんと18歳の誕生日を──以下略」

「『以下略』じゃねぇだろがぁぁあああ!!」

　だ、ダメだコイツら！　腐くさってやがる……!!

「……ね？　悟が過労で倒たおれる前に、お話し進めたいんだけど……いい？」

「……それもそうですね。では、悟殿？　本日はどの様なご用件で？」

　話を変えてくれる澪とガブリエル様。……ありがとうございます。そろそろ限界でした。

「え～っと……。お礼と報告、あと質問に来ました。まずは──ヴィス、イブ、リッド？」

「「「 うにゃ！ 」」」

　明るい一鳴きと共に、前に進み出る三匹びき。

「贈おくり物、ありがとうございました。みんな気に入ったみたいです。な？」

「に♪」「にゃあ！」「……みあ♪」

「どういたしまして♪　よくお似合いですよ、ヴィス、イブ、リッド？」

「「「 にあ♪ 」」」

「……ん。ほんとに、ありがとね？」

「喜んでいただけて、私も嬉うれしく思います。あの宝具の条件に合う者はなかなか居ません。折角見つかったので、お渡わたしできて良かったです。それで、何か効果はありましたか？」

　演技には……見えない。それは財天寺さん達たちも同様。ならば、やはり知らなかったと考えるのが妥だ当とうか。

「それに関しては後ほど。先に、一つご報告を」

「ふむ？　報告？」

「一昨日のあれ以降、何かあったのですか？」

　さっきまでの事は無かった様に真面目まじめな顔で続きを促うながす財天寺さんと白川さん。……まぁ、いいんだケドね？

「……ん。えっと、ウチの家族、一人増えた♪」

「はい……？」

「『一人』という事は……人、ですよね？」

「む？　そのわりに新顔は誰も……、ま、まさか……！」

　何かに気が付いた様な顔をする財天寺さん。僅わずかに遅おくれ、ガブリエル様と白川さんも。

　天使三人は、揃って澪を見て。

「「「 ……………… 」」」

　その視線を──下腹部まで下げ。今度は俺を見て。



「「「 ……ご懐かい妊にん、おめでとうございます 」」」



「　な　ん　で　そ　う　な　る　!?　」

　だけど冷静に考えてみれば……この状況なら、ソッチの方が現実的ではある。

「……え、えっと、そうじゃなくて──イブ？」

「にゃあ！」

　少し頬ほおを紅あかくした澪に促され、イブは理事長室の中央へ。

「では、ご紹しよう介かいいたします。新たな水上家の一員の──」

ポンッ

「──水上聖宵ちゃんです。どうかよろしくお願い致いたします」

「にゃあ！　よろしく♪」

　打ち合わせどおり、セリフに合わせて変身し、挨あい拶さつをする聖宵＝イブ。

「「「 ……………………は？ 」」」

　三人揃って──ガブリエル様までも──、驚きを通り越こして呆ほうけた顔をする。

　やっぱり知らなかったか。

「……ん。大丈夫……？」

「──はっ!?　……すみません、お恥はずかしい姿をお見せしてしまいました」

　さすがと言うべきか。最初に正気を取り戻したのは、やはりガブリエル様。……大丈夫です。『お恥ずかしい姿』なら、あなたの部下二人に勝てる者は、そう居ません。

「それで……これは、一体どういう事でしょうか……？」

「まさにソレが、こちらからの質問だったんですが……」

「……ん。なんだか『願いの欠片かけら』のせいみたいなんだけど……わからない？」

　俺と澪が質問を返すと、大天使は驚きの表情はそのままに、さらに困こん惑わくの色を追加した。

「少なくとも、前例の記録はありません。そもそも、使用条件が満たされる事自体が稀まれですから……」

「にー……。に、に～に？」

「今までの、他の使用例、ですか？　そうですね──」

　少し残念そうな声をだしたヴィスが、気を取り直して質問をした様だ。

「ここまでの前例ですと……基本的に能力の強化。大きく分ければ、言語習得、身体強化、寿じゆ命みよう延長……そのどれかですね」

　だいたいが、当初の予想どおりの効果。──って、待て。その３つは……。

「……あれ？　もしかしてイブのコレって……」

「はい。少し調べなけれはっきりとは言えませんが……。人語の修得、人化という形での身体強化、そして……人としてならば、１００年近い寿命。つまり前例の全部取りです。明らかに、宝具の効果範囲を超こえています」

「……うにゃ？」

　俺と澪、ガブリエル様。それとヴィスとリッドの真しん剣けんな視線を浴びる聖宵だが……自覚はほとんど無いようだ。

「では……変身できる生き物は、他に存在しないんですか？」

「一応、天界に居る神しん獣じゆうや聖獣。あと……天てん狐こといった種族は居ます。ですが、彼らは元からの寿命や力が人間以上ですので、『強化』ではないのです。……イブ？　本当に『人間になりたい』と願ったのですか？」

「にゃ？　違うよ？」

「「 ……え？ 」」「に!?」「みゃ!?」

　そういえば……。



『ね、イブ？　……やっぱりソレに『人間になりたい』って、お願いしたの？』

『えと、ちょっとだけ違うんだケド……うん、そんな感じだよ？』



　確かに、何を願ったか正確には聞いていない。

「じゃあお前、何を願ったんだ？」

「にゃ？　そんなの決まってるよ」

　聖宵は『なんで訊きくの？』と、本当に何でもない事の様に言う。



「『人間に変身できる様になりたい』。ボクがずっと思ってた事だよ♪」



「あー、なるほど……」

　確かに、『人間になりたい』と似たような願い。だけど、本質は大きく異なる。

　全てを変質させる『なりたい』と、本質はネコのままの『変身したい』。

「──なるほど。手に入れた力で自身を直接強化するのではなく、技能の修得、または技能の行使に必要な力として使用している……のでしょうか？　それならば、可能かもしれませんね」

「にゃ？」

　──うん。断言するが、この子はそんな難しい事は考えていたはずがない。

「……ね、聖宵？　なんで、『なりたい』にしなかったの……？」

「だって。ボク、ネコだし」

「……に？」「……うみゃ？」

　澪の質問に、またもサラリと答える聖宵。それを、ヴィスとリッドがぽかんとした表情で見ている。

「ヒトにはなりたかったよ？　でも、お兄ちゃんに拾ってもらったのは、ネコのボクだもん。思い出を作ったのも。……だからね？　ボクはボクだから、ネコのボクも捨てたくないもん。それに──ね、お兄ちゃん？」

「ん？」

「お兄ちゃんは、ヒトのボクとネコのボク。どっちが良い？」

　質問──というよりは、むしろ確認に近い様に感じた。その証しよう拠こに、聖宵の顔にはイタズラっぽい笑みが浮うかんでいる。

　──まあ。確かに、考えるまでもない事ではある。だから俺は、迷わず答える。

「どっちも。だって両方イブで、両方とも聖宵だろ？」

「うん！　そう言ってくれると思ってたんだ♪」

『期待通り』。そんな、嬉しそうな笑顔で言う聖宵。

　その言葉、その表情を嬉しく思う。

　聖宵＝イブの性格を一言で表すなら、無む邪じや気き、または無む垢く。

　そしてその根幹にあるのは……俺たちへの信しん頼らいなのだから。

　だけど。俺は──いや、たぶん俺おれ達たちは、聖宵に謝らなければならない事がある。

「イブ……いえ、聖宵さんでしたね。……私は貴女に、謝らなければいけません……」

「にゃ？」

　口を開いたのは、衝しよう撃げきから立ち直ったばかりの白川さん。

　その表情、口調。……おそらく、俺がすべき謝罪と同じ内容だろう。



「少し、頭が残念な子だとばかり思っておりました」



「うにゃぁ!?　ボクおバカじゃないもん！　難しいこと考えるのが無理なだけだもん!!」

　……いや、だからそういう所が『残念』って言われるんだって。『苦手』どころか『無理』と言い切っちゃうあたりが。

　だけど。この子はこの子なりに、ちゃんと考えていた。

　少し方向はズレているが、しっかり考えて行動していた。

　──単に、子供らしいだけなんだよな？

「そ、それで……ヴィスさん、リッド君？　あ、貴方あなた達たちも、変身できるのですか……？」

　なぜか若干口ごもりながら、白川さん。

「にー……」「うみゃあ……」

「少なくとも、まだ出来ないみたいなんです。そこら辺もお訊きしたかったんですが……。どうでしょうか、ガブリエル様？」

「おそらく特性、みたいなものはあるのだと思います。ですが力の源が同一である以上、困難ではあっても不可能ではないはずです。理論さえ解わかれば、補助する事も可能かと」

「に！」「みあ♪」

　即そく座ざに喜びの声をあげるヴィスとリッド。

「頑がん張ばってくださいね、特にリッド君……！」

「み……？」

　なぜかリッドを特別に応おう援えんする白川さん。……まさか。

「む？　なぜリッドに？」

「そんなのは決まっています！　考えてもみて下さい。人化が成功した場合、ヴィスさんは、とても女の子らしい子になりそうですよね？」

「ふむ。そうだな」

「に♪」

「次に……リッド君を想像してみてください」

「ふむ……、とても可愛かわいらしい男の子になりそうだな」

「うみゃ!?」

　不満の声を上げるリッドだが、俺も財天寺さんの意見に同意。

「その通りです。小動物系の美少年、実に素晴らしい！　この逸いつ材ざいが居れば、今まで受け専だった悟殿が攻せめに回れます!!」

　──諦あきらめてはいたが……やっぱりそっちに行ったか。

「み、みゃあ！　うみゃあ!!」

「あら？　リッド君、ご不満ですか？」

「みあ！」

















「ですが……お相手は悟殿ですよ？」

「みゃあみゃあ！　み──、み……？　…………」

「なぜ黙だまる!?　なぜモジモジしている!?　正気に戻れリッド!!　そっちは腐海だ!!」

「！　み、みゃあ!!」

「いいかリッド？　お前は男の子だな!?」

「うみゃ！」

　自身もアイデンティティの確認をしたいのか、珍めずらしくイブ並のテンションで答えるリッド。

「恋れん愛あい対象は女の子だな!?」

「みあ！」

「澪と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入って、ちょっとドキドキしちゃったな!?」

「みゃあ!!　……うみゃ!?」

　ドサクサ紛まぎれに、ちょっと暴ばく露ろさせてみた。とにかく次っ！

「人に変身出来ても、ＢＬの世界に踏ふみ込む可能性は無いな!?」

「……、うみゃあ!!」

　よしっ。微び妙みように間があった気もするが、気にしない事にする！

「どうですか白川さん！　この通りリッドはノンケ……白川さん？」

　視線を向けた先では、腐天使が鼻血をダクダク流しながら倒れ伏ふし、さらに──

「……ふ、ふふふふふ……。よ、予想以上の逸材です……。洗脳前から資質を垣かい間ま見せるなんて……！　……逃のがしません。何があろうと逃しませんよ……腐腐腐腐腐……！」

　……この人、天使にしてちゃ絶対ダメな気がするの、俺だけでしょうか？

「……え、えっと。ヴィスとリッドのお手伝い、いつから出来る……？」

「そうですね……早さつ速そく始めましょうか。まずは調査から始めます。聖宵？　協力していただけますか？」

「にゃあ！　もちろん♪」

「に♪」

　こちらの会話は聞かなかった事にしたらしい、澪、ガブリエル様、ヴィスが話をすすめてくれる（多分、聖宵は理解できなかっただけ）。

「では、少し身体を調べますので──ツトレキエルと悟殿は外に出ていただけますか？」

「はっ」

「わかりました。しっかりな、聖宵？　ヴィスとリッドも」

「うん！」「に～！」

「うみゃぁ──み!?　みゃあっ!!」

　女性組に自然に残りそうになったリッドが、慌てて追いかけてくる。──すまんリッド。俺も本気で『男』にカウントしてなかった……。



　理事長室前の廊ろう下かで待つ事にした、俺と財天寺さんとリッド。

「本当の名前で呼ばれてるの、初めて聞きました。一いつ瞬しゆん、誰の事かと……」

　天使の『ツトレキエル』の方が本名だろうが──そっちはすっかり忘れていた俺。

「む……、確かに。……最近自分でも、どちらが本当の名か忘れがちだからな……。それより、また面白い事件が起こったな？」

「面白い事件……まあ、そうですね。今回のは危険性無いですし」

「本当に、ここに居ると退たい屈くつしない。──悟殿にとっては、退屈なくらいが良いのかもしれんが、な」

　──確かに、澪やリッド達が居るのなら、平へい凡ぼんな暮らしも悪くない。というか、そういう暮らしを望んではいたのだが。

「この暮らしもトラブルも、澪やこいつらと出会えた事の延長線です。だから厭いとう気はありませんし……楽しいですよ。な、リッド？」

「うみゃあ♪」

　しゃがんで頭を撫なでると、嬉しそうな声で鳴くリッド。財天寺さんも、苦笑しながらそれを見ている。

「あれ？　珍しい組み合わせだね～」

「わう！」

　澪ほどではないが、聞きなれた女の子の声と、犬の鳴き声。

「細音。お前こそどうしたんだ？　キーヤも連れて」

「うん。部室の資料整理してたんだけどね？　なかなか終わらないから、気分転てん換かんにキーヤの散歩に♪　人が多いと堂々と散歩させてあげられないからね～」

「わん♪」

　……人が少なくても校舎内を散歩するなよ犬。しかも幽ゆう霊れい（一応）。

　とはいっても。可視モードと不可視モードを切り替かえられるキーヤは、今は可視の状態。この状態のキーヤを知らない人が見ても、普通の犬としか思わないだろうが。

「で、そっちは何を？　白川さんが歓かん喜き爆ばく裂れつしそうな取り合わせで」

「「 それは言うな!! 」」「うみゃあっ!!」

　──当人が居ない事を心から喜ぼう。……扉とびらの向こうで爆裂している可能性はあるが。

「いや。イブの件を話したら、理論さえ解ればヴィスとリッドも出来るだろうって。だから聖宵、中で内科検けん診しん中。澪とヴィスは付き添そい」

　言って、親指で理事長室を指す。

「へ～！　よかったねリッド♪」

「みあ！」

「うん。可愛い男の子になりそうだよね♪」

「みゃあ!?」

　──やっぱり細音も同意見か。当人は不服そうだが。

「ところでキーヤよ？　お前もやはり、人になりたいと思うのか？」

「わう？」

　財天寺さんがキーヤに訊く。キーヤは少し考える様な仕草をしてから、

「──わう。わん、わう！」

「えっと、『別に不自由してないから、どっちでもいい』だって」

　──そうか。キーヤが一番話をしたい細音とは、普通に意思疎そ通つうできるんだもんな。

「ねえリッド？　やっぱり悟兄と話しをするのが、第一目的？」

「みあ♪」

『もちろん』。そう言うように明るい声を出すリッド。

「ははっ！　ありがとな、リッド？　──それにしても、その一念だけで変身まで編み出したのかイブは……」

　当然、嬉しいとも、光栄だとも思う。だけどやっぱり、最初にくるのは『驚きよう嘆たん』だったりする。

「あー……、あの子は……ねぇ？」

「わう」「うみゃあ……」

「…………は？」

「……ふむ。やはりそういう事、か」

　俺だけ置き去りで、皆みな様さまわかりあっておられる。

「で、悟殿は相変わらず、と」

「コレ、一種の病気ですよねー」「……わん」「……うみゃ」

　──皆様、『病気』にも同意なのでしょうか……？

「さて。もうすぐ終わるだろう。茶でも淹いれてこよう。丁度この前、黒木殿どのからもらったのでな。先に中で待っていてくれ」

「へぇ……司つかさ兄にいからですか。あたしも頂いていいですか？」

「うむ。わかった」

　そう言って、用務員室に向かう財天寺さん。

「司兄からのお茶……？　なんか似合わないけど？」

「貰もらい物だと思うぞ？　アイツ、あれで人脈広いし」

　ウチはコーヒー派だし、細音にはお茶というイメージが無い。学校関係者に渡せば、少なくとも無む駄だにはならないと踏んだんだろう。

　そんなやりとりをしていると、扉が開き、白川さんが顔を出してくる。

「悟殿、お待たせしました──あら？」

「あ、こんにちは～♪」

「たまたま通りかかったんです。財天寺さんはお茶を淹れに行ってます。それで、終わったんですか？」

「はい。終わりましたのでお入りください。丁度良いので、細音さんとキーヤもどうぞ」

「はい♪　キーヤ、行こっ」

「わう！」



「……あ、細音」

「あ！　こんにちは細音お姉ちゃん、キーヤ！」

「わう！」

「やっほ～、澪、聖宵ちゃん！　ヴィスちゃんも♪」

「に～♪」

　仲良く挨拶しあう、女性＆アニマルズ。

「ふふっ。聖宵の事、細音さんもご存じでしたか」

「はいっ。昨日、遊びに行きました！」

「それでガブリエル様。聖宵を調べて、何かわかりましたか？」

　とりあえず雰囲気で、悪い結果は出ていない、というのはわかるのだが。

「そうですね。採取したデータを、もう少し分ぶん析せきしなければ詳くわしくは言えないのですが……。やはり手に入る力のほとんどを、術の構成と維い持じに使っているみたいですね。つまり逆説的に、術の構成のほとんどを、供給される力で編み上げている事になります。──当人自身の力で左右される部分が少ない以上、術の解析さえ完かん了りようすれば、ヴィスとリッドにも十分に使用可能です♪」

「み!?」「にあ♪」

　驚いた声をあげるリッドと、嬉しそうな声をだすヴィス。

「にゃあ！　やったねヴィス、リッド♪　成功したら、人のカッコで遊ぼ！」

「に～♪」「みゃあ！」

　喜び合う子こ猫ねこトリオ。そんな三匹（内、一匹は現在人型）を、この場にいる全員が優しい笑みで見つめていた。

「ふむ。その様子では、良い結果が出たのだな？」

　そんな時、財天寺さんが戻ってきた。その手には、人数分のグラスと、お茶が入ったピッチャーが載のったお盆が。

「はい。解析さえ終われば、ヴィスとリッドも変身出来るようになりそうです」

「ほう、それは良かった！　おっと。ガブリエル様、冷茶をお持ちしました」

「ありがとうございます。このお茶は、どうしたのですか？」

「はっ。先日、黒木殿から頂いた物です。皆もどうだ？」

「では、いただきます」「……ん。ありがと」「にゃ！　ありがと～」

　そう言ってグラスを取り、口を付ける俺、澪、イブ。

　白川さんと細音もグラスを手に取り、ヴィスとリッドも……なぜかピッチャーに入ったお茶の匂においを嗅かいでいる。

「──あ。美お味いしいですね、このお茶。なんていう茶葉です？」

　色は日本茶とよく似ているが……苦みが少な目で、味も香かおりも爽さわやか。それでいてクセも無い。飲んだ事も無い程の高い茶葉でない限り、違ちがう種類の葉だろう。

「む。いや、ただ『貰い物のお茶』しか聞かなかった。てっきり日本茶だと思っていたのだが……」

「うん、美味しいから問題は無いんだけど……。出所が司兄だから、少し気になるよね」

　黒木は罠わなを仕し掛かける場合、ハマる場面を見ないと気が済まないタイプだ。その上、巻き添ぞえが出る事を嫌きらう。……そういえば、細音も似たタイプか。

　そんな黒木が持ち帰らせた物だから、むしろ安全ではある。……のだが、なぜかイヤな予感がする。

「……あら？　どうしたんです？　ヴィス、リッド？」

「へ？」

　その異変に、最初に気付いたのはガブリエル様だった。

「…………にー。に……、にあ！」

「わ、わう……？」

　ヴィスは、なぜか少しフラフラした様子で部屋を見回し……キーヤに目をつけた様だ。

「……に～！　にー、にあ？　に～ぁ……！」

「わぅ……わ、ん……？」

　……なんだか、説教をしている様に見える。これはまるで……絡からみ酒？

　そして、リッドの方は──

「…………みゃぁ」

　なぜか、瞳ひとみを潤うるませていて……、

「みゃあ………。みゃあ、みゃあっ……！　うみゃあ……」

　なんだか……『泣き声』の様な鳴き声をあげている。……泣き上戸？

「……まさか。聖宵っ！　大丈、夫……？」

「にゃ？　にゃはははははっ！　なんだかグルグルするぅ……！　おもひろ～い♪」

　……笑い上戸。──もはや間ま違ちがいない。

「えーっと……悟殿？　何となく、展開はわかったのですが……」

「はい。おそらく『ソレ』です。……人には効きませんから大だい丈じよう夫ぶです」

　ひきつった笑みを浮かべて話しかけてきた白川さんに応えながら、携けい帯たいを取り出して電話をかける。



『む、何の用だ？』

「ああ、黒木。お前、財天寺さんにお茶を渡しただろ？　それ、何ていうお茶だ？」

『む？　ああ、アレか。飲んだのか？　結構イケるだろ、新にい潟がた県けん産『またたび茶』。健康にも良いらしいぞ？』

「……ＯＫ、よく分かった。じゃあな」

プツッ



「………………」

　通話を切ってから、何か、こう──ふつふつとこみ上げてくるモノを感じる。

「だ、大丈夫ですか、悟殿……？」

「む……？　な、なにか小刻みに震えているが……？」

　心配そうに声をかけてくれる、ガブリエル様と財天寺さん。だが。



「無自覚でブービートラップ仕込んでんじゃねぇよアンニャロがぁぁあああ!!」



　悪気は無いのはわかるが、やっぱり怒いかりはあるわけで。

「あー……。さすが司兄だよね、この空気の読めなさ。まさか、間接攻こう撃げきでここまで空気壊すなんてねー……」

　呆れた様に言う細音。……とにかく今は、聖宵達たちを介かい抱ほうしなければ。

「澪。俺は聖宵を運ぶから、ヴィスとリッドを……澪？」

　返事が無い。──そういえば、さっきから全然喋しやべってない気が……？



「………………ひっく」



「お前もマタタビで酔ようの!?」





「すまん細音。大丈夫か？」

「大丈夫っ！　実は、キーヤが少し力貸してくれてるんだよ～」

「わう！」

　現在、我が家への帰り道。

　あれから、酔いが醒さめるのを待ってから帰ろうと思ったのだが……。

　通常、マタタビの効果時間の目安は10分前後。にも拘かかわらず、20分待っても酔いが醒める気配が無かった。

　そんなわけで。俺が澪を、細音が聖宵を背せ負おって帰る事にした。ヴィスとリッドは、キーヤが背中に乗せている。

　歩き始めてから数分で、ヴィス、リッド、聖宵は眠ねむりだしたのだが、澪は……。

「それにしても……。澪って、酔うとこうなるんだね──」

　呆れと苦笑いが半々くらいの口調で言う。

「…………にゃあ♪　ごろごろごろ……。グルグル楽しーにゃあー……」

　ネコ化＆陽気化。俺の首筋に頬を擦すりつけ、甘あまったるいくらいに甘えてくる。……これ、やっぱりヴィス達の影えい響きようか？

「普ふ段だんが大人しいだけに、ギャップすごいね……。悟兄、大丈夫？」

「……。もちろん。澪、思った以上に軽いし」

　──決して嘘うそじゃない。実際、澪は軽い。だからそういう意味では、間違いなく大丈夫ではあるのだが……。

「うん。そっちは全く心配してないんだけどね？　問題は──」

　と、そんな細音の言葉を遮さえぎるように、

「……にゃん。さ、と、る？　……にゃあ♪」

ギュッ　ムニッ　スリスリ

「……………………」

「──理性とか……男の子の事情？　そっちは大丈夫？」

　正直言って、大丈夫じゃないッス……！

　ただでさえ密着度が高い上に、頬ほお擦ずり＆耳に吐と息いき。何よりヤバイのが……服と下着越ごしなのに、それでもハッキリと分かる背中に当たる感かん触しよくでして……!!

　──くっ！　素数を数え──るのは83（澪のバストサイズ）があるから危険！　なら！

「３．１４１５９２６５３５８９７９３２３８４６……」

「あー、円周率ね。お約束だよねー。じゃあ悟兄？　ソレを記号一つでどうぞ」

　──π（パイ）。

「ごふぁぁっ!!」

　──く！　負けるかっ!!

　……テンプレに頼たよったのが間違いだ。ならば……なんでもいい、何か解くのが面めん倒どうな問題を。──そうだ。期末テストで正解率が悪かった、微び分ぶん・積分の問題を……!!

「んー、そうだなぁ……。今度は何か適当に面倒な問題でも考え出したのかな？　微積分あたりの」

　──ギクッ。だ、だが！　分かったからといって妨ぼう害がい手段は無い──!!

「は～い♪　微分で使用する接線を悟兄の背中としたとき、求める関数曲線とは？」

　──平均値の定理。f(b)-f(a)/b-a=f'(c)　つまり、軽く接したときの接線が右辺。『ムニッ』っとなったときの接線が左へ──

「ぐはあああぁぁぁっ!?」

「あ。当たった。じゃあ、次は積分で面積求めてみようか♪」

「今後キッチリ教えていく数式をオッパイ公式にしないでぇぇえええ!!」

「悟兄？　静かにしないと、ヴィスちゃん達が起きちゃうよ？」

「ぐっ!!　だ、誰だれのせいだと──」

　そんなとき。

「……ねぇ、悟ぅ？」

「………どうした酔っ払ぱらい？」

「……むぅ。私、酔ってないもん。それより、さ・と・る？」

「あーはいはい。で、どうした？」

　御お座ざなりに返した直後。──雰ふん囲い気きが変わる。

「……ん。楽しいね……♪」

　いつもの澪と同じような口調。──だけど、声から感じる表情は、いつもより深く。

「「 ……………… 」」



　何の事を、言っているのだろうか。

　自分が酔っ払っている事？　それとも、今の状じよう況きよう？

　もしくは──今の生活。ここまでの、俺達の人生の事……？

　答えは、澪自身にしかわからない。訊いても、答えてくれない気がする。

　だからわからない。だけど──



「──ああ。そうだな」

　たとえどんな意味でも。──否定する理由なんて、全く無かった。

「……ん♪」

　俺おれの肩かたに額を付けて、嬉しそうに応える澪。

　そんな俺達を見る細音の顔は、どんな悪戯いたずらが成功したときより、ずっと楽しげだった。

















　　　四章　想い育つは『病の床にて』





「──ん……。朝か……」

　昨日、マタタビで酔よった澪みおだったが、家に帰り着いてから小一時間ほど眠ると、起きた時には元に戻もどっていた。『酔っぱらったの、覚えてるか？』と訊いたところ。

『……ん。別に、酔っぱらってない。…………でも、覚えてない』

　頑かたくなに言い張っていたが、少し頬が紅かった。だから恐おそらく、全て覚えていて照れ隠かくしをしていると推測。

　ヴィス、イブ（聖宵きよい）、リッドは、目を覚ましたら正気に戻っていた。聖宵とリッドに異常は無かったが……意外にもヴィスだけ頭が痛そうにしていた、……二日酔いモドキ？

　ヴィスは調子悪そうだったし、聖宵も疲つかれてるっぽかったから、大丈夫と言い張る澪も一緒に昨夜は早く眠らせた。今日は調子が戻っているといいんだが……。

　──あ。そういえば……二日連続でイブもリッドも来ないの、久しぶりか……？

「うみゃあっ!!」

「お？　おはようリッド。どした？」

　噂うわさをすれば影かげ。リッドが部屋に駆かけ込んできたのだが……何か様子がおかしい。

「みゃあ！　みあ、うみゃあ!!」

「──何があった……!?」



　慌てた様子のリッドに導かれた場所は──澪の部屋。

「何が……聖宵っ!?」

「……あ……、お兄ちゃん……？　あ、あはは……、心配かけちゃうね……」

　澪のベッドで横になっているのは、顔を紅くし、息を切らしている聖宵。

「……ん。聖宵、無理しちゃダメ……。悟さとる、ちょっと静かに」

「っと……！　わ、悪い……」

　頭に載せるタオルを換かえながら澪に言われ、慌てて謝る。

「にー……」「みー……」

　枕まくら元もとに居るヴィスとリッドも、心配そうな声を出している。

「澪っ、何があったんだ……!?」

「…………ん。昨日、聖宵、イブに戻らなかったから一緒に寝ねたの。それで、朝起きたらこうなってて……。熱、ひどいみたい……」

「薬は飲ませたのか？」

「……ん、まだ。でもヒトの薬、飲ませていいの……？」

「くっ、そうか……」

　聖宵は人の姿だが、元々はネコ。だから、身体の構造まで人間と同じとは限らない。

　つまり──人間用の薬が、聖宵にとっては毒になる可能性も十分ある。

「って！　昨日、丁度調べてもらっただろうが！」

「……あ」

　……実は澪も、結構慌ててるっぽい。

　とにかく、俺は急いで携帯を取り出した。



『悟殿どの、どうした？』

　早朝にも拘わらず、即座に出てくれた財ざい天てん寺じさん。俺は思わず、

「　誰　か　助　け　て　く　だ　さ　い　！　」

『何な故ぜに朝っぱらから世界の中心で愛を叫さけんでいる!?』

　いや。『セカチュー』ネタじゃなくて、素す直なおな心情だったんですが……！

「すみません！　実は聖宵が倒れまして……!!」

『何!?』

「熱がヒドイので解げ熱ねつ剤ざいでも飲ませたいのですが、人間の薬でいいのか判断が……！」

『むっ……わかった。白しら川かわが昨日のデータの分析を手伝っていた。掛かけ直させるから、少し待ってほしい』

「わかりました。よろしくお願いします……！」



「……悟。何だって……？」

「掛け直すから、少し待ってくれって。……聖宵。もう少し頑張ってくれ……」

「にゃぁ……。……だ、大丈夫だよ、お兄ちゃん……」

　俺が頭を撫でながら言うと、無理に笑みを作って言う聖宵。

　……苦しそうに言う『大丈夫』ほど、アテにならない言葉は無い。……俺の身近にいる女じよ性せい陣じんは、特に。

「……ん。聖宵？　何かして欲しいこと、ある？」

「ありがと、お姉ちゃん。でも今は……あ。……お兄ちゃん？　お願いして……いい？」

「ん？　俺に出来ることなら、何でも」

　弱々しく、躊躇ためらいがちに言う聖宵に答える。少しの無む茶ちやなら、意地でも叶かなえる覚かく悟ごで。

「……うにゃ。──あのね……？　手、握にぎってもらって、いい……？」

「──ああ。それくらいなら、いつでも」

　わずかに震えながら差し出される聖宵の右手。握ると、熱くて少し汗あせばんでいた。

「にゃあ……♪　お兄ちゃんの手、気持ちいい……」

　弱々しく、握り返してくる。

　……いつもは元気な聖宵の、弱々しい姿。普段とのギャップで酷ひどく痛々しく感じる。



ヴヴヴヴヴッ　ヴヴヴヴヴ──ッ

　そんなとき、マナーモードにしていた携帯に着信。



「！　もしもし!?」

『悟殿ですか？　お待たせ致しました』

　てっきり白川さんから掛かって来るかと思っていたのだが……。

「ガブリエル様!?」

『はい。検査したのは私ですので、私自身が責任持ってお答えすべきと考えました』

「それは──。わざわざ、ありがとうございます……！」

『はい♪　どういたしまして。──それで聖宵なのですが。解析の結果、その状態の聖宵は、人間と全く変わりありません。──今はまだ無理みたいですが……時が経たてば、人の子供を産む事すら可能です』

「そ、そうですか……」

　──少し、余計な情報まで入ってきた。

『つまり市し販はんの解熱剤も大丈夫ですし、医者に診みせても問題ありません』

「はい！　ありがとうございます!!」

『それと……本日、出勤するご予定はおありですか？　数学科教きよう諭ゆ、水みな上かみ 悟殿？』

　──う。そういえば、出勤時間を考えてなかった。

　時計を見る。──今から急げば、間に合わなくもないが……。

　聖宵を見る。……『手を握ってほしい』、そう言った、大切な家族を。

「──すみません。本日はお休みさせていただきたく……」

『そう仰おつしやると思っていました。では……、澪さんが熱を出されて、その看病、という事にいたしますか？』

「……はい？」

　その言葉を聞いて、澪の方に視線を移す。

　こまめにタオルを換え、心配そうな顔で聖宵を見つめ、頭を撫でてあげている。

　……『学校行け』、そう言ったときの反応は、容易に想像できた。

「──はい。それでお願い致します。ありがとうございます『理事長』」

『どういたしまして♪　それと、変身の術の解析、終わっています。そちらが落ち着いたら──明日にでもお出いでください。では、失礼します。──お大事に』

「何から何まで、ありがとうございました」



「……ん。何だって？」

「ああ。この状態だと、人間と全く変わらないらしい。薬も平気だし、医者に診せても問題無いだろうって」

「……ん、よかった……」

「それと。澪、今日学校行く気、あるか？」

「…………あ」

　うん。澪も忘れていたか。多分、俺もさっきは同じ顔をしたんだろうが、ぽかんとした顔が少し面白い。

「そんなわけで。澪が熱出して俺がその看病、って事にしてもらえた」

「……え？　悟も、お休みするの？」

「俺には行けって言うのか？」

　少しズルいかな、とは思いつつ訊くと、少し困った顔をする。

「…………ん、わかった。一緒にがんばろ？」

「ああ」

「にゃ……。ごめんなさい、お兄ちゃん、お姉ちゃん……」

　と。なぜか複雑な表情で謝ってくる聖宵。そんな聖宵の頭を撫でながら、澪が言う。

「……ん。気にしないで、聖宵」

「ま、下手に学校行っても気になって何も出来なさそうだしな」

　俺も言葉を重ねたが……なぜか複雑な表情はそのまま。

「でも……。迷めい惑わくかけてるのわかるのに……ちょっと嬉しいから。だから……ごめんなさい……」

「「 ……………… 」」

　何となく、顔を見合わせる俺と澪。

　澪の顔に浮かんでいるのは、苦笑とも照れ笑いともつかない表情。

　──少し不ふ謹きん慎しんなのかもしれないが。多分、俺もこんな顔してるんだろうな……。

「……ね、聖宵。この前、悟が細音さざねに言った事なんだけどね？　そういう時は、『ごめん』じゃないんだよ？」

「そ。俺達は勝手にやってるんだから。──だから、謝る必要なんて無い」

「にゃ……？」

　不思議そうな顔をした聖宵だが、すぐに嬉しそうな表情を浮かべる。

「ありがと、お兄ちゃん、お姉ちゃん♪」

「……ん♪」

「──こういう時は、素直に甘えてくれていい。その為ために俺達が居るんだから。な？」

「にゃあ……♪」

　相変わらず、息を切らしながら。でも、表情は明るくなった。

「に～」「うみゃあ……！」

「うん……！　ヴィスとリッドも、ありがと。すぐ治すからね……♪」

　ヴィスとリッドは、応援したのかな？

　よく言う『病は気から』。この調子なら、そっち方面は心配なさそうだ。っと、そうだ。

「そういえばガブリエル様から。解析終わったから、落ち着いたら来てくれ、だってさ」

「に！」「うみゃ!?」

「じゃあ、ボクが治ったら、ヴィス達もヒトになれるんだね……！　ボク、治ったらヒトの姿でたくさん遊ぶんだぁ。楽しみだな……♪」

　……うん。気持ちも、言いたい事もわかる。だけど。

「──聖宵、それ死亡フラグ……！」

「うにゃ!?」

　状況が状況だけに……シャレにならないから止やめてほしい。

「じゃあ聖宵？　お粥かゆ、作ってくるから、それ食べてお薬飲も？」

「うにゃぁ……。あんまり食べたくない……」

「……少しでも、食べなきゃダメ。待ってて、ね？」

「にゃあ……」

　聖宵の返事を聞くと、すぐに部屋を出ていく澪。それにしても──

「今の澪、まるっきり『お母さん』みたいだよな……」

「うみゃ♪」「に──……」

　同意するようなリッドの声。ヴィスの声は──『あなたが言いますか……』みたいに聞こえたのはなぜだろうか。

「うん……。お姉ちゃんってすごいよね……」

「ん？」

「にゃ……。ヒトになってわかったんだけど……勝てないな、って……。にゃ!?　べ、別に勝ちたいとか思ってたわけじゃないケド……！　……うにゃあ」

　なんだか、いろんな意味で自じ爆ばくしているっぽい聖宵。

　──言われてみれば、確かに澪のスペックはとんでもない。

　だけど。多分、聖宵が言っている意味において、優ゆう劣れつをつける必要も意味もあるだろうか？　少なくとも、俺は自分の家族に順位なんて付けたくない。

「──なあ？　この前、『お前に元気が無いと調子が狂くるう』って、言ったよな？」

「にゃ？　……うにゃあ」

　照れた様に、身体に掛けたタオルケットを引き上げ、鼻の頭までを隠す聖宵。構わずに話を続ける。

「俺は──澪が居ないと落ち着かない。お前に元気が無いと、調子が出ない。……求めるものなんて、相手によって違うんだ。だから気にするな。な？」

「……にゃあ♪　ありがと、お兄ちゃん」

　安心した様に微笑ほほえむ聖宵。……だが、俺はというと。

　──なんだろうな？　なんか、ハーレムエンド目指すエロゲの主人公みたいなセリフ言っちゃった気がするっ……!!

　言い終えてから、いきなり後ろめたさ＆こっ恥ずかしさが襲おそってきた。

「そ、それに！　お前はまだ小さいんだから。んな事で悩なやむなら、早く元気に大きくなれ！　……んじゃ、俺も何か食べてくる。ヴィス、リッド。居てやってくれるか？」

「に♪」「うみゃ！」

　二匹ひきの返事を聞いてから、俺は逃にげる様に部屋を出た。



　──あれ？　さっき言った後、こっ恥ずかしさはともかく……『後ろめたさ』？

　何に……、誰に対しての後ろめたさ、だったんだろう……？





「ね……、ヴィス、リッド？」

「に？」「うみゃ？」

「ボク……おっきくなれるかな？　今の、お姉ちゃんくらいに……？」

「に～♪」「みあ♪」

「にゃ、……ありがと♪　──ボク、おっきくなりたい。……ちゃんと、ヒトとして。そしたら──」

「に～……」「…………み？」





「ただの風か邪ぜですな」

　聖宵の診しん察さつを終えた壮そう年ねんの医者が、俺と澪に告げた。

　食事をとらせ、薬を飲ませた後。駅近くの病院が往おう診しんもやっている事を思い出し、すぐに頼たのんで来てもらった。

　余談だが。預かっている親しん戚せきの子、という事にして診てもらったのだが……当然、保険証なんて無いわけで。

　全額請せい求きゆうされた診察料を見て、ナチュラルにツッコミたくなった事は内ない緒しよ。

　とにかく。『風邪』と断定された事で、胸をなで下ろす俺と澪。

「ただ──この子、夏バテでもしていたのですかな？」

「は？　いえ、そんな事は無いと思いますが」

　視線を送って澪にも訊くが……黙って首を横に振ふった。

「いえ、症しよう状じようの割に、衰すい弱じやく具合が大きい様に見えたのですが……この時期のせいかもしれませんな」

「はあ……？」

「まあ、あとはゆっくり休めば、明日には落ち着くでしょう」

「ありがとうございました」

　頭を下げてお礼を言い、帰る先生を玄げん関かんまで見送る。

「では、お大事に」

バタン

「………………」

　扉が閉まるのを確認してから、俺は抑おさえていた、とある理由から来る苦い表情を顔に出す。

　──うん、仕方がない。仕方がないのはわかってるんだけど……！

　心の中のイライラと格かく闘とうしながら、聖宵と澪が居る部屋へと戻る。

　ちなみに。先の医者との会話中、聖宵本人や澪が口を開かなかったのには理由がある。

「……あー、はいはい。お医者さん、もう帰ったから」

「にゃあ……。注射、イタイ……。注射、コワイ……。あのお医者さん、キライ……！」

　タオルケットの中で丸くなり、涙なみだ目めでガクガクと震ふるえている聖宵。

　──と、まあ、そんなわけで。

　聖宵がだいぶ弱っていたからか、注射をする事になったのだが……、あの医者、少し目が悪いのか２度ほど失敗。都合３回も針を刺さされた聖宵。

　１回目で泣きが入り。２回目で暴れだし。３回目には力ちから尽つきた。

　──そりゃあ、怒りもするわな。

　まぁ、俺のイライラはこれが理由ではなく、もっと根っこの部分だが。

　で。暴れる聖宵を宥なだめ、誤ご魔ま化かし、最終的には押おさえつけまでしたのが、俺と澪。今も澪は、ぐすぐす泣ないてる聖宵の頭を撫で、慰なぐさめている。

　そんな中、我が家の残り二匹はというと。

「すぅ…………。くぅ…………」

　もう大丈夫だと踏んだのだろう。優ゆう雅がに寝ね息いきをたてている、マイペースなヴィス。

「みゃぁ…………（ぷるぷる）」

『見ているだけで痛かった』。そう言う様にぷるぷる震えながら貰い泣きしているリッド。

「ああー……、はいはい、もう大丈夫だから。な？」

「……ん。お疲れさま、悟」

「澪こそお疲れ。……つーか、澪があそこまで容よう赦しやなく押さえるとは思わなかったが」

　必死に逃げようとする聖宵を、関かん節せつ技わざを仕掛ける様にキッチリ押さえきった澪。

　……なのに聖宵が痛がってる様子はなかったから、誰かに仕込まれた技だと思うのだが。

「……ん。お母さんが、教えてくれた。『下手な優しさはむしろ残ざん酷こく。ヤるなら一思いに一気に』って」

「………………」

　叔お母ばさん。ソレは〆シメるときの心得です。自分の娘むすめに何仕込んでるんですか？

「他にも、いろいろ教えてもらったよ？『先手必勝、デキた者勝ち。既き成せい事実は何者にも勝まさる』とか。……どういう意味だろ……？」

　アンタ本当に何仕込んでんスか!?

「──ＯＫ。だが俺も詳しくはない。細音にでも訊くのが確実だ」

「……ん、わかった。今度、細音に訊いてみる」

　ああ見えて、細音は直接的かつ生々しい話題には弱い。きっと上う手まく誤魔化してくれるだろう。

「それで……ね？　悟はさっきから、なんで怒おこってるの……？」

「…………いやほら。あの先生、聖宵がイヤがってるのに強行した上に、２度も失敗しただろ？　だから──」

「でも悟……、あの先生が来たときから、ずっと機き嫌げん悪かった、よ？」

「…………よく見てらっしゃいますね？」

「……ん。近くに居るなら、私が見てないなんて、ありえないよ？」

　──今の発言、俺は照れるべきだろうか？　それとも怖こわがるべきか……？

　とにかく。ここまでバレているなら……。

「…………聖宵は、女の子だよな？」

「？　……ん。そうだね」

「だから……今度から、医者は年とった女性の所にしないか？」

　と、まあ。あの『男性の』医者自身にイラついてたわけで。

「………………悟。さすがにそれは……親バカ過ぎ」

　──自覚してマス。だけど素直な気持ちデス。

「……どっちでもいいもん。ボク、もうお医者さんなんていらないもん……。注射器なんて……ゴキブリや蚊かと一緒に絶ぜつ滅めつしちゃえばいいんだっ……！」

　害虫と同列に並べられたか医い療りよう器具。

　というか聖宵（＝イブ）。お前は命の危険がある場所に２度も自分から飛び込んだのに、注射は怖いんだな？　……多分、心構えの問題だとは思うが。

「……聖宵？　早く治すためなんだから、ね？」

「にゃぁっ……！　ボク、このままでもいいもんっ！」

「そんな事言ってると大きくなれな──あ。言い忘れてた」

「にゃ？」

　ガブリエル様からの連れん絡らく。その一部だけ伝えてなかった。──まぁ、まだ必要ないだろうが、一応言っておくべきだろう。

「その変身な？　完全に人間の身体になってるって」

「うにゃ……？　それはさっき聞いた──」

「あー。現在もだが、将来的な話。今は無理らしいけど──大きくなれば、人間の子供も産めるらしいぞ？」

「────へ……？」

　驚おどろきのためか、ぽかんとした顔になっている聖宵。俺はそのまま言葉を続ける。

「だから──まぁ、戸こ籍せきの問題とかはあるだろうが、人間と結けつ婚こんする事も可能だろうな。だから今は、ちゃんと身体を大切にして──あれ？　どうした？」

「……聖宵？」

　俺と澪が問いかける先。

「……………………」

　聖宵が、目を見開いたまま硬こう直ちよくしていた。──ちょっと、顔を覗のぞき込んでみる。

「──聖宵？　どうした？」

「へ？　──うにゃぁっ!?　な、なんでもないっ!!」

　いや。どう見ても、なんでもなくないんだが……？



ヴヴヴヴヴッ　ヴヴヴヴヴヴヴ──



　こんなタイミングで携帯の着信。表示されている名前は──細音。

「──もしもし。どうした細音？」

『あ、悟兄！　えーっと。今、司つかさ兄にいと玄げん関かん前まえに居るんだよ。澪が熱出したって聞いたから、お見み舞まいに来たんだけど……大丈夫？』

　──あ。

　どうやら聞こえていたらしい澪と、思わず顔を見合わせる。──細音と黒くろ木きには、ちゃんと言っておいた方が良かったかもしれない。

　玄げん関かん先さきまで来たのに、インターフォンを鳴らさず携帯に掛けてきたのは、寝ている病人を起こしたらマズイという配はい慮りよか。どちらが言いだしたかは分からないが……この手の気き遣づかいは、どちらが言いだしてもおかしくない。

「──悪い、今鍵かぎ開ける。ちょっと待ってくれ」

『わかったー』

「──ちょっと細音達たち入れてくる」

「……ん。私が行く。私が心配されてるみたいだし。悟はリッドと、ここに居て？」

「なるほど。わかった」「みあ」

「……じゃ、すぐ戻ってくるから」

　そう言って澪は部屋を出て、玄関に向かった。少し、聞き耳を立てていると。

『あ、あれ？　澪、大丈夫なの!?』

『……ん。実は、説明が大変だからそういう事にしたの。──あ、そうだ。細音、ちょっと訊きいていい？』

『え？　いいけど、何？』

『……ん。悟が、細音なら知ってるって言ってたんだけど、『先手必勝、デキた者勝ち。既成事実は何者にも勝る』って、どういう意味？』

『…………司兄、どう思う？』

『……すまん細音。俺は今日、非番だ』

『ＯＫ。通報いっきま～す』



「ちょ！　待てぇぇぇえええええ!!」

　リッドに付き添そいをまかせ、大おお慌あわてで俺も玄関へ向かった。





　──ボク、おっきくなれるの……？　ヒトとして……お姉ちゃんと同じくらいに？

　ならボクは──なりたい。ヒトに。

　そうしたら──ずっと、いっしょにいれるよね──？





「あー、なるほどねー。いろいろ面倒だったから、澪がって事にしたんだ？　……一瞬、司兄が言ってた事が当たったのかと……」

「ん？　黒木が言ってた事？」

「うん。『悟と澪ちゃん。サボって二人でシッポリ』じゃないかって言ってた」

「………………」

　後ろを歩く『腐くされ警けい官かん』に顔だけ向けると……親指立てて得意満面のドヤ顔が目に映る。

ゴスッ！

「ゴフッ!?　階段で肘ひじ入れるか普ふ通つう!?」

「大丈夫だ。落ちたらちゃんと埋うめてやる」

「助ける気無し!?　つーか、誰でも考える事を言っただけだろが!!」

「誰も考えねーよ！」

　コイツは……。まるで人を犯罪者の様に──

「あー……、悟兄、盛り上がってる所、悪いんだけどね？　流れてるよ？　そーゆー噂」

「…………は？」

「ま、そうだろうな。一いつ緒しよに行動するのが他の女なら、たとえ一泊ぱく旅行でも噂にはならなかったかもしれないが……」

「そーだね～。基本的に悟兄の人じん畜ちく無む害がいさ、女子には結構知れ渡わたってるからねー。まぁ、約一名が相手の時は例外なんだけど……」

　二人は共に、語ご尾びを濁にごして言葉を止め。そして息を合わせて言葉を放つ。

「「 早い話が、日ひ頃ごろの行い？ 」」

　──俺って、そこまで信用されてないのか……？

「……ねぇ、悟？　『しっぽり』って、何？」

「…………山手線沿線の、繊せん維い関係の問屋街が有名な町だ。美味しい店があるらしい。今度一緒に行こうな？」

「……ん♪」

「上手く避さけたねー、悟兄」

　──何となく『来るかなー』とは思っていたからデス。……『日につ暮ぽ里り』在住の皆みな様さま、心より謝罪いたします。

　だけど、まだ油断してはいけない。聞き間違いを装って情報を修正しないと、『……ん。昨日悟と、電車に乗ってシッポリ行ってきた』とかいう展開になりかねない。

　とまあ、歩きながらアホ話を延々と続けてられる程、ウチの廊ろう下かは長いはずもなく。

「んじゃ、そろそろ会話の音量下げような。──聖宵、入るぞ？」

『──うにゃ!?　い、いいよー……！』

　ボーっとしていた所に声をかけられたような、少し慌あわてた返事。まぁ、大丈夫ではあるみたいだから、ドアを開けて部屋に入る。

「こんにちは、聖宵ちゃん。身体、辛つらくない？」

「にゃあ！　朝より全然楽だよ。ありがと、細音お姉ちゃん♪」

「そっかそっか。良かったね～」

「うにゃあ♪」

　細音に頭を撫なでられて、くすぐったそうにしている聖宵。

　うん。確かに、いつのまにか大分良くなってる様だ。薬が効いたのか……もしくは『願いの欠片かけら』の効果か。……ん？

　──あれ？　今、何かがひっかかった？　何だ……？

「なあ？　この前から思っていたのだが──」

　そんな時、黒木が話しかけてくる。

「ん？　なんだ？」



「聖宵って雰囲気がネコっぽい──というかイブに似てないか？」



「「「「 ────っ!? 」」」」

　一いつ斉せいに顔を引きつらせる俺、澪、聖宵、細音。

「──みっ！　み～み～み～っ!?」

「に～……？」

『どうしよっ！　ねーねーどうしようっ!?』といった感じで大慌てのリッドと、それで起こされてゆっくりと目を覚ますヴィス。……つーかお前、今までずっと寝てたのか？

　──と、とにかくっ！

「お、俺の親戚がネコなはずがない！」

「……貴様、某ぼう大手レーベルから訴うつたえられるぞ？」

「つ、司兄っ！　ほらっ、全然似てないじゃん！　ねえ悟兄？」

「そうだな！　時々『にゃあ』とか言ってるが、ネコと人じゃ大おお違ちがいだぞ!?　なあ聖宵!?」

「…………そうだよねっ！　性格とかも、全然違うよ！」

「そうか？　元気っ娘っぷりとか、悟にベッタリな所とか、結構似ている気もするが？」

「い、いやいやいや！　同じベッタリでも、気まぐれなネコと人間じゃ、意味が全然違うだろ!?」

「………………」

「そうだよね！　それに司兄？　もしイブちゃんが擬ぎ人じん化かするなら、あたし的には髪かみ型がたはショートなんだけど、どう思う？」

「なるほど。……ふむ。わからないでもない」

「……ん。それにね？　イブに、病気に罹かかるようなイメージ、ある？」

「まあ……無い、な」

「それにだ、黒木。お前にとっての擬人化ネコ少女、欠かせない要素は!?」

「決まっている。語尾に『にゃ』『にゅ』『にょ』は必ひつ須す」

「だろう？　が、聖宵にそれは無い。──似てないだろ？」

「ふむ。言われてみれば、全く似てないな」

　よしＯＫ!!　……だが黒木よ。今いま更さらだが──お前の人生、ソレでいいのか？



「しかし──お前等ら、なにマジになっちゃってんの？」



「「「「 ……………… 」」」」

　うっわー、こいつウザッ……！

「だが今気が付いたが、『イブ』と『聖宵』で、名前の意味も似てるんだな」

　しかもシツコイな……っ！

「そ、そもそもイブの名前、この子の名前を元にしたものだからな！」

　本当は逆だが、とりあえず。

「む？　そうだったのか？　では、ヴィスとリッドの元になった名前もあるんだな？」

　し　ま　っ　た　。

　ここで『無い』と答えれば、『なぜイブだけ？』となる。そして何より──

「に～……」「みゃあ……」

　期待と不安が混ざった視線を投げかけてくる、ヴィスとリッド。

　──イブの時みたいに、即そく席せきで付けろ、と？

「「 じ──── 」」

　澪と細音も、期待の眼まな差ざしを向けて来ている。──腹を括くくるしかない。

「あ、あるぞ……？　聖宵、実は三つ子でな。ヴィスとリッドの名前も、聖宵の姉弟きようだいから取った。まず──ヴィスの元になった名前はだな……」

　うん。……コレしかないな。イメージも響ひびきも、ヴィスに似合うと思う。

「『真ま白しろ』。水上真白が、ヴィスの名前の元」

「に～♪」

　嬉うれしそうな声を上げてくれるヴィス。良かった、気に入ってくれたみたいだ。

「ふむ。まあ、元になったと言うよりは、まんまだな。で、リッドは？」

「──り、リッドは……」

　リッドは……マズイ、難しい……！

　そもそも、本当に元にした言葉は『ハイブリッド』。意味は……雑種、混血、合成……ピンと来ない……！

　そもそも『雑』やら『混』なんかをどうやって名前に使えと!?

「……うみゃあ……」

　なぜか──、リッドの方が、申し訳なさそうな声を出している。

　──お前のせいじゃないのにな……。

　だけど、そんなリッドの表情を見て、心が決まった。

「ああ、すまん黒木。リッドだけは、元の名前からちょっと遠いんだ」

「うみゃ!?」

「ほう？　そうなのか」

「ああ。──だけど、聖宵達たちは三人姉弟。その末っ子の名前が──」

　ここで、無む理り矢や理りな名前をつけるのは……リッドに失礼。

　この二つ目の名前は決して仮の名前なんかじゃなく……もう一つの本名なのだから。

「『綾あや人と』。模様とかの意味の『綾』に『人』で、『あやと』だ」

「み!?　……うみゃあ♪」

　嬉しそうな声を上げて飛びついてくるリッド。──うん。選せん択たく、正しかったみたいだな。

「ふむ。じゃあなぜ『リッド』に？」

「ヴィスが白、イブが黒。で、二匹の色が合わさった感じだったから、ハイブリッド。で、せめて最後の音だけ合わせようと『リッド』」

　うん。我ながら……よくもまぁ、こんなに後付け設定がペラペラと。

「なるほどな。で、その子達は聖宵と一緒には来なかったのか？」

「……ああ。用事があったらしくてな。遅おくれて来る事になってた。もうすぐ来るらしいから、ヴィスとリッドも楽しみにしているみたいだ。──な？　ヴィス、リッド？」

「に～！」「みゃあ!!」

　元気に返事をする二匹。様子を見守っていた澪と細音も、楽しそうに笑っていた。聖宵も──あれ……？

「聖宵？　どうした？」

「──にゃ？　う、ううん？　何でもないよ。ちょっと疲れたかな～って」

　言われてみると……確かに元気が無い。ちょっと賑にぎやかにし過ぎたか……？

「あっ──。ごめんね聖宵ちゃんっ！　澪、悟兄、あたし達帰るね？」

「──だな。騒さわいで悪かったな、聖宵。澪ちゃんに手て土産みやげのプリンを渡してあるから、治ったら悟達たちと食べてほしい」

「黒木お兄ちゃん、ありがと！　細音お姉ちゃんも、またねっ」

「うん♪　留守番中のキーヤにも言っておくよ～。じゃ。お大事にね？　澪、悟兄。見送りはいいから、傍そばにいてあげてね？」

「……ん。わかった」

「悪い、そうさせてもらう。じゃな」

　そう言って、部屋を出ていく黒木と細音を見送る。そして──

「…………なぁ澪？」「…………ねぇ悟？」

　声がハモる。──多分、言いたい事は同じだと思う。

「……ナチュラルに、二人で一緒に帰ったよな？　来る時もだけど」

「……ん。さっき細音、普通に『あたし達』って言った。キーヤ居ないのに」

　──あの二人。実際は今、どんな感じなんだろうね？

「……ねぇ、お兄ちゃん……？　ちょっと、お願いがあるんだけど──」

　そんな事を考えていると、躊躇いがちな聖宵の声が。

「ん？　どうした？」

「うん。……あのね──」








　　　五章　奇跡の代償『ただ一つの願い』





「にゃ……？」

　朝……だよね？

　目を覚ましたボクは──すぐに『あれっ？』って思う。

　──『いわかん』って言うんだっけ……？

「うにゃっ？」

　……ボクのしっぽが無い……？　なんだか手足がヘンだから、しっぽで確かめようと思ったんだけど……。

「にゃあ……」

　なんだか──手と足が長い気が……あれ？　ゆび、こんなにうごかせたっけ？

「にゃ？　……あ、そっか。この姿で寝たんだっけ」

　ボクは今、ヒトのすがた。『イブ』じゃなくて『聖宵きよい』。

　寝るときに、イブにもどろうとしたんだけど……おクスリ飲んだあとでネコにもどるとアブないかもって、お兄ちゃんが言ったんだっけ……。

「……にゃ？　お兄ちゃん……？」

　まだボーっとしてたみたいだけど……やっと目が覚めた。それで、一番の『いわかん』に気がつく。

　右手が──あたたかい。

　きょうも暑い。だから、その右手はちょっと熱い。だけど……そういう意味じゃなくて。

　なつでもふゆでも。いつでも……どこでも。

　ボクはぜったい、このかんしょくを『あたたかい』って感じると思う。

　……ボクの右手を包んでくれているのは、お兄ちゃんの手。



　きのう……こわくなって──不安になって。だから『いっしょに寝て』っておねがいして。

　ボクはいっしょのフトンでも良かったんだけど……『今は人間の女の子なんだから』って言って、ベッドをゆずってくれて。

『じゃあ……おねがい。寝るまででいいから……手、にぎってて？』

　そう、言ったんだけど──



　──そのまま、寝ちゃったんだね？　……それでも、手をにぎっててくれたんだ……？

　お兄ちゃんは、ボクの手をにぎったまま、ベッドによりかかって眠ねむってる。

　──起こしたほうが……いいかな？

　そういえば……この前、お姉ちゃんがしてたっけ。

　──ほっぺた、に？　……やってみようかな。

　少しずつ、顔をちかづけていきながら──思う。



　心配、たくさんかけちゃった、よね？

　このまえ、ボクが元気じゃないと『調子が狂う』って、言ってくれたよね。

　ありがと。うれしかった……♪

　だから──ね？

　ボクは、もうだいじょうぶ。ずっと元気でいるよ。

　──この姿になってから、ずっと感じるコレも……きっと気のせい。

　……だから……。



ペロッ──





　──ん……？

「うにゃあっ!?」

　朧おぼろ気げだが……意識を取り戻した直後に、間近で女の子の悲鳴に近い声。

「ん──……？　ああ、聖宵、か……？」

「にゃ、にゃあ……。おはよう、お兄ちゃん」

　寝ね起おきでまだボケていて、上手く状況が把は握あくできない。

　──えーっと？　俺がベッドの横で寝ていたのは……聖宵にベッドを譲ゆずったから。

　聖宵にベッドを譲ったのは……病人、だったから……？

「って！　もう大丈夫なのか聖宵!?」

「うにゃっ!?　う、うん、もう大丈夫だよ！」

「本当か……？　顔、まだ紅あかい気がするんだが……」

「にゃあっ!?　えっと、ほら！　きょう朝から暑いからだよ、きっと！」

　……まぁ確かに、夏らしく既すでに暑い。おまけにこの部屋は、風邪をひいていた聖宵のために、エアコンを入れなかったし。

　それに、なぜか慌てている様子の聖宵の声は、昨日と違ちがって張りがある。確かに、体調は良くなったみたいだ。

「うん。確かに良くなったみたいだけど、油断はするなよ？　熱を測って、ちゃんと薬も飲む事。じゃないと──」

「──にゃ？」

「注射カムバック」

「うにゃあっ!?　お、お姉ちゃん！　体温計とお薬────!!」

　大慌てで階下に駆けて行く聖宵。──少し脅おどかしすぎたか。



　聖宵が部屋を出て行った後、手早く朝の支度を済ませ、最後に携けい帯たいを確認すると。

「あれ？　メール……財ざい天てん寺じさんから？」



　タイトル：‥『本日』

　本文：‥もし今日は出勤できるのなら、朝からヴィス達を連れて理事長室に来てほしい。

　　　　ガブリエル様が、少し時間が掛かるため、朝から始めたい、と。



　──返信。『了りよう解かい、今日は行きます』っと。



　返信メールをうちながら階段を下り、キッチンへのドアを開けると。

「……ん。おはよう、悟さとる」

「──ああ、おはよう、澪みお」

　朝の陽ひざしの中、おたまを片手に振り返る澪に、軽く目を奪うばわれる。だが即そく座ざに復活し、いつもの朝の挨あい拶さつ。

「に～」「うみゃぁ」「おはよ、お兄ちゃん♪」

　日向ひなたでゴロゴロしていた、ヴィスとリッド。それと聖宵も改めて、朝の挨拶をしてくる。

「ああ。おはような、ヴィス、リッド、聖宵。っと、そうだ。もう薬飲んじゃったか？」

「にゃ？　ううん、熱は測ったけど、ご飯食べてないから、まだお薬は飲んでないよ」

　よかった。ネコに戻った場合、人の時に飲んだ薬がどんな作用を引き起こすか、ちょっと予想できないからな……。

「それで、聖宵。熱は大丈夫だったのか？」

「うん！　36度１分。多分大丈夫♪」

　よし。ならば問題無いな。

「実は財天寺さんからメールが来てて。早さつ速そく始めたいから、朝から理事長室に来てほしいってさ。ヴィス、リッド、聖宵。大丈夫？」

「に♪」「みあ……！」

「うん！　じゃあ、ボクもイブに戻るね──あれ？」

「……ん？　どうしたの……？」

　なぜか──指を閉じたり開いたり。力んだり──脱だつ力りよくしたり。ティッシュで鼻をくすぐってくしゃみをしてみたり。首の『願いの欠片』を握り……そこからガクリと肩かたを落とす。

「えっと……、なんだか、戻れなくなっちゃった……」



「「 …………は？ 」」





「え？　聖宵ちゃん、イブちゃんに戻れなくなったの？」



　時刻は昼過ぎ。一学期終しゆう了りよう間近の消化試合の様な午前授業も終わり、今は放課後。俺と澪、細音さざねは理事長室の隣となり、来客控ひかえ室しつでヴィス達を待っている。

　──いや、次に会うのは『真ま白しろ』と『綾あや人と』か……。

　今日はいつもより早めに学校に来て、聖宵、ヴィス、リッドをガブリエル様に預けた後は……心配やら期待やらで、実はここまでの自分の行動を覚えていない。──ミスしてなければ良いんだが。



「ああ。だけどガブリエル様が言うには──術や聖宵の身体に、特に変化は無いらしい」

「へ？　じゃあ何で？」

「……ん。無意識で、戻りたくないって思ってるんじゃないかって。──とにかく、多分心の問題だろうって」

　とは言うものの……早い話が原因不明。まぁ、あんな技術自体が前代未聞らしいから、当然と言えば当然なんだけど。

　もし長期で戻れないなら、人としての暮らしをするにあたり、相応の問題は発生する。

　だが、それも先の話。今のところは生活にも聖宵自身にも、特に問題は出ていないため、特に心配もしていなかったりする。

「あー……、うん。何となく理由は分かる気がするよ……」

「そうなのか？」

「うん。でも、あたしが考えてる通りなら、全く心配無いと思うな」

「……ん。そういえば、財天寺さんも、そんな事言ってたね？」

「……じゃあ、やっぱり当たりだね。落ち着けば、戻れると思うな」

　そんな事を話していると、入口のドアが開き。

「待たせたな、悟殿どの。──無事、完了した」

　入って来た財天寺さんの言葉を聞き、俺おれ達たちはすぐさま、理事長室へ駆かけこんだ。





　駆けこんだ理事長室の奥おく、ガブリエル様の傍に──その三人の子供は居た。

「にゃあっ！　上手くいったよ、お兄ちゃん♪」

　一人は、もちろん聖宵。嬉しそうに、じゃれるネコの様に。あとの二人に後ろから抱だきつき、頬ほおを擦すり付けている。

「聖宵ちゃん。喜んでくれるのは嬉しいのですが、ちょっと落ち着いてくださいね？」

「聖宵ねえさん……。ちょっと恥はずかしいよ……」

　苦笑いとともに言う女の子に、照れくさそうに頬を染めながら言う、男の子。

「君が……『真白』？」

　その女の子は、綺き麗れいな白はく髪はつのウェーブヘアを背中まで伸のばし、お淑しとやかな印象。

　淡あわい水色のノースリーブワンピースに、白のショールを羽織った姿が、お嬢じよう様さまっぽい雰ふん囲い気きを放っている。

「はいっ。ヴィスからこの姿になりました『水みな上かみ真白』です。よろしくお願い致いたしますね、にいさま、ねえさま♪」

　微笑みとともに落ち着いた口調で語る、真白を名乗る少女。年不相応な口調だが、不思議と違い和わ感かんは無い。

　この時点ですでに、理り屈くつ以外の感覚で『この子はヴィスだ』と確信できた。だけど……、少し意地悪をしてみたくなった。

「じゃあ、ヴィスだという証しよう拠こをお願いします」

「え？　証拠……ですか？　うーん──」

「…………悟──」

　考え込む素そ振ぶりをみせる真白と、批難するような目で俺を見る澪。

　──うん。確かに自分でも意地悪しすぎたかな、とは思った。……だけど、『どうしようか』じゃなくて『何を言おうか』で迷っている様に見えるのは、気のせいだろうか？

「──そうですね。『ベッドの下、左から２つ目のカラーボックスの裏』♪」

「は？　…………！　おまっ、なぜソレを──!?　しかもソコにあるのはっ!!」

　──秘ひ匿とくされし、我が禁書。見つかると気マズイ事この上無い、俺のⅩファイル──

「ええ、高校教師が持っていては、非常にいけない物ですよね？　ほら、わたしはネコですから、狭せまい所が大好きなんです。そしたら見つけてしまいまして♪」

　そう言って、大人しそうな顔でニッコリと微笑む。──その笑顔が非常に怖い……！

「くっ──!!　よりにもよってソレを……、って、待て。……まさか」

「はい？　何でしょうか？（ニコッ）」

　……知っている。──この子は絶対、俺の部屋を隅すみ々ずみまで知っている……!!

「ご理解、いただけましたか？」

「ＯＫ理解した。……真白さん、お手て柔やわらかにお願いいたします……」

　俺の、家庭内ヒエラルキーが下がった瞬しゆん間かんだった。

　ちなみに我が家の頂点は──

「…………ね、悟？　後で、お部屋のお掃そう除じ、してもいい？」

「──２日待ってください」

　間ま違ちがいなく、澪がピラミッドの頂点デス。

















「うん、そのＳっぷり、素す敵てきだね真白ちゃん♪」

「わう！」

「いえいえ、まだ細音ねえさまには及およびません♪　よろしくお願いしますね？　キーヤと、もちろん澪ねえさまも」

「もちろん♪」「わん！」「……ん。よろしくね？」

　──最悪な連合軍が結成された気がする。

「そ、それで、君が『綾人』？」

　オドオドと少し恥ずかしそうに、上うわ目め遣づかいでこちらを見てくる──男の子？

　背は、聖宵、真白と同じくらい。だけど雰囲気のせいか、さらに小こ柄がらに感じる。

　女の子のショートカットくらいの長さの黒くろ髪かみに、一ひと房ふさだけ白髪が交ざる。大きな瞳ひとみの整った顔立ち。服装は、黒のハーフパンツに半はん袖そでの白いパーカー。若干オーバーサイズなのか、ダブついた感じが、幼さを強調している様にも見える。

　早い話──下手な女の子より、遥はるかに可愛かわいい。

「うん。──よろしくね、にいさん」

　はにかむ様に微笑む綾人。──うん。その手の趣しゆ味みのお姉さまなら、一発で落ちる。

　──あ。そういえば……白しら川かわさん、大だい丈じよう夫ぶか？

「ふ、ふふふうふふふ……最高です……神様、天使様、ありがとうございます……！」

　どストライクだったらしい。壁かべに片手を付き、もう片手で顔を押さえ……指の間からは赤いモノが流れ落ちている。──今更だが……あなた、自分の身分を忘れてません？

「あー。じゃあ一応、綾人も何か証明できる事、あるか？」

「え？　えっと……。んっ──」

　まるで、泣くのを我が慢まんするときみたいに力を込める綾人。その問答無用で庇ひ護ご欲よくを直ちよく撃げきする仕草に、思わず止めに入ろうとする直前。

ポンッ──

　イブが変身したときの様な、だけどそれより小さな音が、綾人の頭部から。そして。

「これで──どう？」

　得意そうに微笑む綾人の頭の上には……三角形のネコミミ。ピコピコと動くソレは、明らかに本物。その模様は、確かにリッドのものと同じ。

「ＯＫ、文句無し。だけど──」

　言葉を濁し、再びその方向を見ると。



「お、お前……！　その出血量は流石さすがにヤバイだろ!?」

「ふ、うふふふふふふふふふっふふ……ショタ美少年ネコミミ付き……！　我が人生に悔くいは──いえ、まだ死ねません……我が血液が流れきる前に……一冊……!!」

　鼻血で血ち溜だまりを作り、その中に倒たおれ伏ふしながら譫言うわごとの様に戯たわ言ごとを垂れ流している。

　──結構なスプラッタシーンだが……絶対死なないだろっていう安心感があるな。



「──とりあえず、ネコミミ戻そうな？　死人が出る前に」

「？　うん。これからよろしくお願いします……♪」

「──ああ、よろしく」

　仮に、ミスコン等でこの三姉弟が並んだ場合。……絶対いい感じで票が割れると思う。

「うっわぁ、絶対モテると思うよ綾人君（主にお姉さまに）！　よろしくね♪」

「……ん。いいと思うよ？　よろしく、ね？」

　心の声が透すけて見える気がする細音と澪も、綾人に声をかける。

「ありがとう……♪　よろしくお願いします」

　細音と澪にも嬉しそうな笑顔をむけ、ペコリと頭をさげる綾人。

「……あー、何て言うか……」

「……ん。──真っ直すぐに、大きくなってね？」

　この子の５・６年後、凄すごく楽しみなような怖いような……。

「とにかく、本当にありがとうございました、ガブリエル様」

　俺が改めてお礼を言うと、

「うん！　ありがとうございましたっ♪」

　続いて、夏空の太陽の様な、眩まぶしい笑みと共に、聖宵。

「本当に、ありがとうございました」

　春に咲さく花の様に、穏おだやかでありながら華はなやかな笑みの、真白。

「ありがとう、ございました……♪」

　冬の夜空の月の様な、静かな微笑みの、綾人。

「いいえ。どういたしまして♪」

　三様の笑顔を向けられて、ガブリエル様も本当に楽しそうに微笑む。

　それを見守る他の者（約一名、ＩＮ 血の海）の顔にも笑みが浮うかぶ。

　本当に、穏やかな空気が流れた。



　────ここまでは。



「……あ、あら……？」

「真白っ!?」

　最初に異変を訴えたのは、真白。

　突とつ然ぜん、貧血を起こしたようにフラつき──バランスを崩くずした少女を、慌てて支える。

「あ……れ？」

　続いて、綾人。同じくフラつき、理事長の机に手をつく。

「な！　ど、どうした!?」

　慌てて駆け寄よる財天寺さん。澪、細音、キーヤ、ガブリエル様までもが、状じよう況きように付いていけずに唖あ然ぜんとしている。

　そんな中。なぜか聖宵だけは──悔くやしそうな、悲しそうな顔をしている……？

「これ、は……。──まさか、聖宵ちゃん……ずっと、こんな状態で……？」

　何かに気が付いた様子の真白が、青ざめた顔を聖宵に向ける。その顔に浮かぶのは……驚き、心配。

「まさか──。いけませんっ！　真白、綾人、すぐに元に戻もどりなさい!!」

「はい……」「んっ……！」

　慌てたガブリエル様の声。それに応こたえ、ネコの姿に戻る真白＝ヴィスと綾人＝リッド。

　だがネコに戻っても、辛そうな様子でそのまま横になる二匹。

「一体何が……!?　澪！」

「ん……！」

　澪がヴィスに駆け寄り、話を聞いてくれる。ヴィスは何とかそれに答えたらしく。

「……ん。人の姿になってから、ずっと体が重かったんだけど、いきなり疲つかれが襲ってきて、力が抜ぬけて行った、だって……」

　その言葉を聞いて……自分の血の気が引いていくのを自覚する。

「──聖宵。お前は大丈夫なのか……？」

　一応の、質問。だけど俺おれには、聖宵がなんて答えるか、そして──それに拘かかわらず実際はどうなのか、ほとんど理解していた。

「えっと……うん。ボクは、大丈夫だよ……？　ほ、ほら！　この首くび飾かざりもあるし！」

　後ろめたそうな『大丈夫』。──やっぱり、この子は隠かくし事ができない。

　むしろその首飾り、『願いの欠片』を出された事で、今までの予兆とも言える出来事が、全すべて結びつく。

「ガブリエル様。この子達……人の姿になる事、本当に『身体強化』なんですか？」

　過去の『願いの欠片』の実例を聞いた時、安易に、人の姿になる＝身体能力が上がる、と考えてしまった。

　だけど……仮に筋力などは上がったとしても、体力はそのままだったとしたら？

　にも拘わらず、身体は極きよく端たんに大きくなって……燃費だけが悪くなったのだとしたら？

「……その可能性は十分にあります。──いえ。こうなった以上、その可能性が高いでしょう。この子達の術は、得た力のほとんどを構成と維い持じに費やす事で成立している様でした。つまり……そのせいで、強化や活力の確保まで回っていないのかもしれません……」

　その言葉で、全員の視線が一人に向く。

『ネコに戻れなくなった』。そう言った、一人の少女に。

「え、え～っと、ほら！　なんだかボクは変身得意みたいだから、全然平気──」

「お前、最初に変身した翌朝、珍めずらしく寝起きが悪かったよな？」

「にゃ…………」

　聖宵の言葉を遮さえぎって語ると、言葉に詰つまった様に黙だまる聖宵。──もう、間違い無い。

「そういえば、あたし達と買い物行って……凄く、疲れてたよね……？」

　細音も、思い出した事を話す。

　さらに言えば。あの後、俺の部屋に来る余よ裕ゆうも無い程ほどぐっすりと眠り。なのに翌朝、俺が出かけるときに、ようやく起きてきたくらいだった。

　そしてその日は少し元気が無く、必要になるまで変身はせず──次の日、熱を出した。

　改めて振り返ると、思い当たるフシが次々に浮かんでくる。

「…………ん。聖宵──、正直に、言って？」

「………………」

　俯うつむく聖宵に、澪が優しく声をかける。そして、全員が心配の視線を向ける中。

「……うん。変身してからずっと、身体がおもいよ。たまに、力がぬけて……がまんしてたら、すごく苦しくなった。──でも、もう慣れてきたんだよ！　疲れ方だって、最初に比べたらずっと──」

　……本当にこの子は……。いつもいつも、どれだけ無む茶ちやをすれば気が済むんだろう。

　確かに、ずっと秘ひめていた願い、だったのだろう。

　──だけど、自分を追いつめてまで急ぐ願いか!?

　この子の笑顔は好きだ。だけど──、苦しみながらの笑顔なんて、見たくはない。

「戻れ」

「──えっ……？」

　気が付くと、憤いきどおりをそのままに、聖宵の言葉を遮り、言葉を発していた。

「元に戻れ、聖宵──!!　なんでお前はいつも無茶ばかり！　気持ちは──気持ち『だけ』は、嬉しくないとは言わない。だけど、心配する方の身にもなれよ……！　誰だれも、そんな事は望んでない──!!」

　聖宵が戻れない理由を、ガブリエル様は『心の問題』と言った。無意識レベルで、この姿でいたいと、強く願っているせいだろう、と。

　ならば、こちらの本音をぶつければ。聖宵が『戻ろう』と、思ってくれれば──



「……ヤだ」



「────は？」

　一いつ瞬しゆん、耳を疑った。──この場の全員が息をのみ、一瞬の静せい寂じやくが訪れる。

「……ヤだ。──ボクはずっとこのカッコでいるもん!!」

「な、なんでだよ!?　苦しい思いして──今度は風か邪ぜじゃすまないかもしれないんだぞ!?下手したら、命の危険もあるかもしれないんだぞ！　何も二度と人になるなと言ってるんじゃないんだ。原因わかってから、また人になればいいだろうが!!」

　理解、出来なかった。一いつ旦たん戻もどっても、また変身すればいいんだから。

　確かに会話は不便になるが……それも戻るだけ。澪に通訳を頼めば、出来ないわけでもない。なのに──なんでここまで拒こばむ……？

「だって！　……お兄ちゃん、『ネコと人じゃ大違い』って言った……!!」

「…………え？」

「それに『気まぐれなネコと人間じゃ、意味が全然ちがう』って……！」

『いつ？』と、考える前に、すぐに思い出した。

　昨日。黒くろ木き相手に、聖宵の事を誤魔化すときに、確かに言った……。

「あ、あれは！　黒木を誤魔化すために……！　勢いでつい──」

「『つい』、本音が、出ちゃったんだよね……？」

「っ──!!」

　その声は──一瞬、聖宵の声だと信じられなかった。

　悲しみと、怒いかり。高まりきったそれを無む理り矢や理り抑おさえ込んだ、静かで──悲痛な声。

「ヒトになれても──ネコじゃ、ボクの事、ボクの気持ちも、信じてもらえない……。でも、ヒトでいることも、誰も望んでくれないって……じゃあボクはどうしたらいいの!?」

「な!?　そんな意味じゃ──」



「ボクはっ！　ただ傍にいたいだけなのに──!!」



「なっ！　──待て聖宵!!」

　叫さけび、いきなり駆け出した聖宵。その瞬しゆん発ぱつ力りよくはさすがで、突然の事に一瞬の思考停止状態に陥おちいっていた俺は、完全に置き去りにされる。

　俺が動き出した時には、聖宵は既に理事長室の外に飛び出し、俺の目の前で、扉とびらが勢いよく閉ざされる。

　慌てて扉を開け、廊下に出ると──聖宵は窓から飛び出したらしく、外を──、真っ直ぐに塀へいに向かって走っていた。

「待て聖宵!!」

「もういいもん！　放っておいてよ!!」

　叫び返しながら、塀の傍の木に跳ちよう躍やく。身軽に枝、塀と飛び移り、外へと姿を消した。

「くっ──!!」

　こうなると、追つい跡せきは不可能。同じ芸当をしても、時間のロスは致ち命めい的てき。だけど。

「…………悟」

「悪い、澪。あとでいくらでも謝る。でも今は──最初に謝らなきゃいけないのは、アイツにだから」

















「…………ん。わかった」

「にー……！」

　多くは言わずに送り出してくれる澪と、ヴィスは──

「捜さがすの、手伝ってくれるのか？」

「にー」

「……ありがとな。じゃあ、行ってくる」

　澪にそう言い、ヴィスを抱き上げ、俺は駆け出した。





「みあ……！」

「……ん？　リッド──聖宵の所に、行きたいの？」

「み！」

「……ん、わかった。──細音？　キーヤ、借りていい？　リッドを、聖宵の所まで案内してもらいたいから」

「うん、わかった。キーヤ出来る？」

「わぅ……わん♪」

「さっすが♪　じゃあお願い！」

「わう！」「みぁっ！」

「……ん。いってらっしゃい、リッド、キーヤ」

「白川スリア、財天寺ツトレキエル。貴方あなた達たちも万が一に備え、彼かれらを追ってください。ですが──事態がよほど悪化しない限り、手出しは無用です。悟殿の邪じや魔まはしない様に。いいですね？」

「はいっ」「心得ております。では」



「あー。あの二人、本当に天使だったんですね……」

「ま、まあ、細音さんの言いたい事はわかりますが……あれでも一応、高位の存在なんですよ？　……私自身、天使としての名を呼ばないと時々忘れますが」

「あたしは……その天使の名前、完全に忘れてました……」

「それにしても……今回の件。発ほつ端たんは、私が差し上げた物です。私の責任でもあるので、私が行きたいところなのですが……」

「……ん。でも、ね？　あれはもう、悟と聖宵の問題。だから、仕方ないよ？」

「あー、それはそうだけど……。でも、澪はそれでいいの？」

「……ん、大丈夫だよ、細音。──聖宵と私は、多分似てるから」

「はい……？」

「聖宵も、私も。一番の願いは『悟の傍にいたい』。……それだけ。たとえ一番近くじゃなくても。……だからね？　もし悟が選んだのが聖宵なら、私も傍に居いれる。なら──」

「んー、澪らしいと言えば、らしいんだけどね？　本当に、一番じゃなくていいの？」

「……それは、…………むぅ」

「はい、本音出ました♪　澪のそういうトコ、見ると安心するよ」

「ふふふっ。貴女にも、そういうところがあるのですね♪」

「…………むぅ」

「……ところで澪？　なんでさっき、悟兄にキーヤを連れて行かせなかったの？　かなり楽に見つけられるはずなのに」

「……邪魔、したくなかったから」

「邪魔、ですか？」

「……ん。悟、こういうときは、自分の力で見つけたいって思うから。だから抜け道教えちゃうのは、悟にとって、ただの邪魔」

「あー……なるほど。実に悟兄らしいと言うか……。でも、大丈夫なの？」

「だって……、悟だから。心配無いよ？」

「──澪、本当に良い奥さんだね……」

「ん……♪　ありがと」

「悟殿は否定するそうですが……貴女はむしろ喜ぶのですね？」





　──あれから、どれくらい経たったんだ……？

　俺から逃にげるなら、真っ直ぐに学園から離はなれるだろうと踏ふんだんだが……一向に見つからない。──本当にこっちに来たのかすら、わからない。

　──それに、見つかったところで何を話す……？

　とにかく、謝るしかない。仕方がない状況だったとはいえ……間違いなく、聖宵を傷つけた。だからまず、それをしっかり謝って──

　──その上で、『ネコに戻れ』か……？

　何かが、違う？　いや、間違いではないのかもしれないが……それだと、根本的な何かが解決しない。そんな気がする。

　というか、そもそも聖宵があそこまで怒おこった理由は──

「む？　貴様、何をしているのだ？」

　声をかけられ振ふり向くと……見知った腐れ警けい官かんが、自転車に跨またがっていた。

「黒木。お前こそ何を？」

「ああ、散歩だ」

　──せめて『パトロール』くらい言っておけよ。

「って、丁度良かった！　聖宵、見なかったか!?」

　渡りに船。藁わらにもすがる気持ちで尋たずねる。

「いや、見てないが──痴ち話わ喧げん嘩かでもしたのか？」

「んなわけないだろうが……。知らないなら──」

　──待て。『痴話喧嘩なはずがない』。……本当にそうか？

　そりゃあ、そういう関係では全くない。だけど……少なくとも俺は、聖宵を家族としてだが、大切だと思っている。そして、聖宵の方は……。

「なあ、黒木？　聖宵の気持ちが、その──そういうモノだって、気付いてたのか？」

「む？　珍しいな、貴様が気付くとは……。ふむ。では逆に訊くが、『そういうモノだと、全く思っていなかった』のか？」

「………………」

　答えが、出せなかった。だけど……答えが出なかった事が、明確な答えだった。

　──多分、もしかしたら、とは思ってた。だけど。

「だけど、あの子はまだ小さいだろ？　仮にそうでも、ただの憧あこがれとかじゃ──」

　一応、そう返すが……自分でもわかっている。──ただの苦し紛まぎれだ、コレ。

「では、こう訊こう。幼ければ、その感情は気のせいか？」

「っ──!!」

　完全に、俺の思考を読んだ黒木の言葉。今度こそ、言葉が返せなくなった。

「気付かない、だけならいいのだがな、貴様は。……自分に都合の良い考えを、相手に当てはめるな。失礼どころの騒ぎではない」

「────だな……」

　つまり。これが、聖宵が怒った根本。──いや、本人はそこまでハッキリ自覚してたわけではないんだろう。だけど。

『ネコと人じゃ大違い』

『気まぐれなネコと人間じゃ、意味が全然ちがう』

　俺の考えが漏もれ出てしまった言葉を、聞き逃のがさなかった。無意識に、感じ取った。

　そして──この事であそこまで怒るという事は、聖宵の想おもいは──

「……最低だな、俺」

「ふっ、そういう事だ。だからこれからはもっと素直に──遠えん慮りよなくケダモノになれ！」

「台無しだなお前!!」

　わずかに芽生えかけた尊敬の念を返せ!!

「──ったく。それにしても……この手の話をお前とする事になるとは、思わなかったな。少し前なら『リア充じゆう死ね！』だっただろ？」

「貴様、人を何だと──」

「あー、なるほど。自分にお相手が出来たからＯＫ、か？」

「ぐ──っ!?」

　今度は黒木が、言葉に詰まる。──まぁ、図星だからではなく、照れとかそういうモノからだろうが。

「はぁ、やれやれ。『俺の嫁よめは二次元美少女だ！』と公言したお前がねぇ？」

「づっ──!!　……ふっ！　俺をどこぞの政治家と一緒にされては困る。マニフェストに変へん更こうは無い！　俺の嫁よめ枠わくは、今も二次元美少女でほとんど満席だ!!」

「──はいはい……」

　──『ほとんど』ねぇ──？

「さてさて。んじゃ、ウチの姫ひめ君ぎみ捜しにいくから、じゃあな？」

「……ふむ。──手伝うか？」

「──いや、自分で捜す。……サンキュ」

　言って、背中をむけたまま手を振り、別れる。──振り返るのは、少し照れくさいから。



「さてっと。カッコつけたは良いが……。まずは聖宵を見つけないと話になんないんだよな……。ヴィス、心当たりは無いか？」

　現在、公園近く。通行人に訊こうにも、そもそも人が居ない。

「にー」

「──お？」

　左ひだり腕うでで胸元に抱かかえていたヴィスが、抜け出し、地面に飛び降りる。そして──

「──一応、わかりますよ、にいさま？」

「な！　お前、その姿になって大丈夫なのか!?」

　音も無く『真白』に姿を変えたヴィスが、穏やかに微笑ほほえむ。

「はい。少しなら大丈夫です。それより、にいさま？」

「……なんだ？」

「イブちゃん、凄く不器用なんです。頭も……ちょっと残念ですし、単純なので考えている事がダダ漏れですし、すぐ騙だまされるんです。そこが可愛いんですが♪」

「…………言いたい放題だな」

　この子、想像以上に黒い。『真白』なのに、真っ黒だった。

「ですが……そんなイブちゃんが、ただその願いだけで、こんな術まで作り出したんです。……その気持ち、わかってあげてくださいますか？」

　──それはさっき、やっと気が付いた事。だけどヴィス達は、とっくに気付いていた。

「──わかった。だけど……真白？　お前はこの先、どうなってほしいんだ？」

　この、澪に一番懐なついていて──そして他の二匹ひき（二人）同様、本当に妹弟想いのこの子は、一体どんな結末を望んでいるんだろう？

「ん～……。どうなってもいいですね、別に♪」

「…………は？」

「だって、わたしが望むのは今の家族の継けい続ぞくです。そして、にいさまがそれを壊こわす選択をするなんて、考えられませんし。ですよね？」

「まあ、それは……」

「なら、ありえない未来は不安に思うまでもありません。……にいさま、イブちゃん、ねえさま。わたしが信じる方々が、選んだ未来なら、わたしは……なんでも……」

　だんだん、言葉が弱々しくなっていた。よく見ると……顔色が悪く、足元も覚おぼ束つかない。

「真白!?　もういい、元に戻れ!!」

「あはは……お恥ずかしいですが、もうすぐ、時間切れみたいですね……。では、ヒントです。聖宵ちゃんが、さっきので、にいさまを嫌きらうとおもいますか……？」

　答えるまでもない。──自うぬ惚ぼれでもない自信もある。

「ならば……答えは簡単です。……あの子は、わたし達の、思い出の場所の近く……」

　言い切るか、言い切らないか。それくらいのタイミング。真白の身体は、萎しぼむ様にして、元のヴィスの姿に戻った。

　動き出す気配が全く無かったため、一瞬ヒヤリとしたが……腹部は動いていて、規則正しい寝ね息いきも聞こえ、胸をなで下ろした。

　──はぁ……まったく。この子、本当に生後１年未満の子猫か……？

　この、実は妹に負けない程の無茶な子猫を、俺はゆっくりと胸に抱いた。



　──さて。『思い出の場所』、ねぇ？

　イブとヴィスが含ふくまれる、思い出の場所。選せん択たく肢しはそう多くない。その中で、俺は確信とともに、一つの選択肢を選んだ。





「やっぱり、来てくれない……よね」

　自分で振り切って、しかも『放っておいて』とまで言ったのに。

　それでも……追いかけてくれないと、かなしい。来てくれないと……さびしい。

「……勝手だよね、ボク」

　さっきも、本当はどうすればいいか、わかってた。

　一度、もどって。それで調べてもらって……、また、ヒトになればよかった。

　だけど……怖こわかった。『やっぱりネコだから』って、相手にされなくなるのは、絶対にイヤだった。──本当は、そんなコトになるわけないって、わかってたのに。

「本当に……勝手だね。……きらわれても、また捨てられても、おかしくないよっ……」

　ただの、ひとり言。へんじなんて、くるはずなかった。だけど。



「そんな事、あるわけないよ、ねえさん？」



「……にゃ？　──リッ、ううん、あやと!?」

　その声をきいたのは、きょうがはじめて。でも、２度もいっしょに生まれた弟を、ボクがまちがえるはずなんてない。でも──

「にゃっ!?　なんで綾人になってるの!?　ま、まだ大変なんだよね!?　は、早くもどらないと……!!」

「うん……少しなら平気。あのね？　ねえさんがその姿だから、僕ぼくもこっちでお話ししたいなって、思ったんだ」

「うにゃあ……。じゃあ、少しだけ、だよ？　……なに？」

　ボクがきくと、綾人は少しだけかんがえて、お話をはじめる。

「うん。……あのね？　ねえさんが、最初にコレにしたお願いって、なんだっけ？」

「にゃ？　もちろん『人間に変身できる様になりたい』だよ？　……あれ？」

　──なん、だろう……？　なにか、おかしい……？

「うん。──じゃあね？　なんで、『人間になりたい』じゃなくて、『人間に変身したい』だったんだっけ？」

「あ……！」



　わすれるはず、ないことだったのに。

　ボクは……ネコのボクも、捨てたくなかった。思い出をつくってきた、すがただから。それに……お兄ちゃん絶対、どっちも好きって言ってくれるって、信じてたのに……！



「……うん。いつから、ねえさんのお願い、『人間になりたい』になってたの？」



　たぶん……昨日。お兄ちゃんが、ボクとお姉ちゃんどっちも大事、みたいなコト、言ってくれて。そのあと……ボクも、ヒトとけっこんできるって、おしえてくれて。

　だから……このまま、お兄ちゃんといっしょにいられるようになりたく、て……？



「──にゃあ……、ただ、ボクのわがままだったんだ……」

「そう……なのかな……？　僕には、そこまではわからないけど……でもね？　もう少し、にいさんを信じてあげて？」

「にゃ……。それはだいじょうぶだけど……。ボク、もうきらわれてない、かな……？」

　だって──、これだけ、わがまま言ったよ？　こんなに……しんぱいかけちゃったよ？

「だから……にいさんを、信じて……？　にいさんが信じてる……ねえさんの事も……」

「うにゃ!?　綾人！　はやくもとにもどって!!」

「うん……、んっ──」

　いつのまにか、すごく苦しそうにしてた、綾人。こんどは、ちゃんとリッドにもどってくれた。

「……みあ……みゃあ？」

　すごく疲れてるみたいなリッドが、なんとか話しかけてきた。『どうすれば、ねえさんみたいに、長く変身してられるの？』って。

「えっと……多分、ボクは元から、うごくの大好きだったから。あとは……うん、そうだ」

　たった一つだけ。ボクがぜったい、ヴィスにもリッドにも負けないことがあったんだ。

「たくさん、お願いしたから。この気持ちだけは、ぜったいに誰にも負けないよ♪」

「……みゃあ♪　みぃ～、みあ……」

　ゆっくり、眠りはじめたリッド。眠るまえに言ったのは『……そっか♪　ねえさん、やっぱりすごいね……』って。

　──ううん。リッドのほうがすごいよ。なれないのに……たくさん、がんばってくれたんだね？　ありがと、リッド……♪



「……本当に、無茶ばっかりする姉弟きようだいだよな、お前ら」



　うしろから、ずっと待ってた声。でも……いつの間にか、きっと来てくれるって信じられていたから、驚おどろかなかった。





　声をかけると、ゆっくり振り返る聖宵。その姿に、驚いた様子は無い。

　気付いていたのか。予想していたのか。それとも──信じてくれていたのか。

「にゃ……どうして、ここがわかったの？」

「ああ。ヴィスが『きっと思い出の場所にいるから』って、教えてくれた。それで考えてみたんだけど……全員での思い出の場所って、意外と少ないのな」

　ここは……家の近くの雑木林。ここ自体に思い出は無いが……ここから見えるのは、俺がイブ達たちと澪を拾った、あの電信柱。そして近くまできたら、キーヤが居て教えてくれた。

　俺はキーヤにヴィスを預け、細音と澪に伝言を頼たのんでから、聖宵に話しかけた。



「なあ、聖宵？　俺はお前に、いろいろ謝らないといけない。だけどその前に──聞かせてほしい。……お前、さっきはなんで、あんなに怒ったんだ……？」

「ぅにゃ!?　にゃぁ……」

　俺が訊きくと、驚いた声を上げ、顔を紅くして俯く聖宵。だけど俺は、待つ事にする。

「……あのね？　お兄ちゃんボクのことを、お姉ちゃんと同じくらい大事って、言ってくれたよね？」

　……『言ったか？』と、少し考えて、思い当たる。

『澪が居ないと落ち着かない。お前に元気が無いと、調子が出ない。……求めるものなんて、相手によって違うんだ』

　例の、ハーレムルート選択肢っぽくて自じ爆ばくした、間違いなく自分のセリフ。

　確かにそういう意味に取れるし、実際、間違いじゃない。

「ああ、言ったな」

「それを聞いて、お姉ちゃんと同じくらい、仲良くなりたくなって。同じくらい、近くに居れるようになりたくなって。それで……それが、無理じゃないって、教えてもらって」

　──ガブリエル様からの話を教えた事、か。

「だから……この『聖宵』でなら、ずっといっしょにいられると思った。だけど……『そんなの誰も望んでない』って、言われ、て……っ！」

　話しながら、大きな瞳に涙なみだを溜ためはじめ……それはすぐに溢あふれだした。

「──悪かったな、聖宵。……そういうつもりじゃなかった、っていうのは、ただの言い訳だよな……」

　いくつかのセリフが、とんでもなくタイミングが悪かった。そしてそのセリフが出た理由も……間違いなく、無意識とはいえ、この子達の心を軽んじていたから。

　聖宵の頭を抱き、髪かみを撫なでながら、言う。

「なんとなく……だけどな？　聖宵が……どう見てくれてるのか、わかってた。だけど、今の俺は応えられないから。だから勝手に、『ちゃんとした気持ちじゃない』って、無む理り矢や理り決めつけてた。……それが、言葉に出ちゃったんだな、多分」

　自分で『大切な家族』とか言っていたのに。──ひどい裏切りだな、本当に。

　でも……多分、まだやり直しは出来る。



「これからは……ちゃんと向き合うから。許してくれるか、聖宵？」



　これで、言うべき事は言った。

　俺は聖宵を放し、少し距きよ離りを取ってから、頭を下げる。

「にゃあ……！　じゃあ……ボクのこと、お姉ちゃんみたいに思ってくれるの？」

　嬉しそうな声で、訊いてくる。

　だから。しっかりと受け止め──答えよう。

「ごめん、今は、まだ無理。ネコとか人とかじゃなくて……お前、まだ小さいし」

「うにゃ!?　にゃぁ……」

　ショックを受けた様な声。──覚かく悟ごはしていた。でも、ここで誤ご魔ま化かすのは……絶対に誠実とは言えない。受け止めた以上、全てを返す。

　が。真面目まじめな顔をキープし、心苦しいとは思いながらも……もう一つの内心は。



　──よかった……！　俺、ロリじゃなかったぁぁぁああ!!



　……いや、ね？　細音に『新生児に操みさおを立てた』云うん々ぬん言われ、自分でも疑ってたわけで。

　確かに聖宵は十二分に可愛いと思うし、大切だと想う。だけどそれは……妹や娘むすめに対してのもの。だから──この子を断れたなのなら、まず大丈夫……!!

　だけど。それでも……もう一つの事実。こちらも、言わなければいけないだろう。

「ああ、うん。ちゃんと聞こうな、聖宵？」

「……にゃ……？」

　本当はコレ、言いたくないんだよな……。察してくれて、言わずに済めばありがたかったんだけど。この子には期待できないからな……。

「『今はまだ』無理。そう言ったんだよ。……聖宵が大きくなったら、ちょっとわからない」

「……にゃ？　────!?　にゃあ♪　ありがとお兄ちゃん！」

「だぁぁああ！　『わからない』、だ！　最終的に何も思わない可能性のが高い！」

　嬉しそうに飛びついてきた聖宵を引きはがそうとしながら叫ぶ。

　実際問題。俺が将来的にこの子へなびく可能性は、あまり高くない。

　だけど──

「ねえ、お兄ちゃん？　ボク、これから『イブ』に戻ると思うんだけど……ちょっとお願いしていい？」

「あー、いいけど……無理なのは勘かん弁べんな？」

「うん！　じゃあ……しゃがんで、目を閉じてくれないかな？」

　そう言いながら、俺から離れる聖宵。

「む……」

　一応、言われた通りにする。だがこれは……。

　──お約束どおりの……、しかもこの状態だと、口に、だよな？

　それは……いろいろマズイ。　──　に、後ろめたい気もする。

　幸い距離がある。近づいて来れば、足音と空気で分かる。だから、本当にソレをするつもりなら、直前で避さけようと思った。──のだが。

トンッ──

　──え？

　前まえ触ぶれ無く感じたのは──曲げた膝ひざの上に、やわらかい何かが飛び乗った感かん触しよく。

　驚いて目を開くと。

「にゃあ♪」

ペロッ──

　見慣れた黒い子猫が──身を伸ばし、俺の口を一ひと舐なめした。

「なっ……!?　イブ、お前っ──!!」

「にゃん♪」

　俺の怒りを避けるように。背中に回り込み、そのまま頭に登ってくるイブ。

『今は、これだけにしとくね♪』と聞こえたイブの声。……俺が言った『今はまだ』への対たい抗こうか？

　嬉しそうな声と、慣れた感触。怒りはすぐに消え……むしろ、笑みが浮かぶ。

「はあ……。帰るか、俺達の家に」

「にゃん♪」

　頭の上から聞こえる、嬉しそうな声。

　目的地はもうすぐ。

　だからその前に。さっき考えた事を、頭の中でもう一度。



　俺が将来的にこの子へなびく可能性は、高くない。

　だけど──。

　この子の事を、心から愛いとしいと思う。

　それは、間違いなく家族としての想い。庇護欲の延長線だと、自信を持って言える。

　だけど。その自信をずっと持ち続けられる自信までは、持てないでいた。



　そんな事を考えていると、元から近かっただけに、もう玄げん関かん前まえ。

　キーヤに連れん絡らくを頼んだから……澪も帰ってるだろう。もしかしたら細音もいるかな？

　頭の上にはイブ。左腕には、眠ねむったままのリッド。

「ただいまー」

















　言いながら、右手で扉を開けると。



「「 おかえりなさい♪ 」」「に～♪」



　玄関で、澪、細音、ヴィスが待っていた。

　その声で目を覚ましたリッドと、頭の上のイブも、驚いたのが伝わってきた。

　だけどそれは、すぐに嬉しさに変わって。だから俺達は、声を合わせる。



「ただいま！」「にゃあ！」「みあ♪」








　　　終章　──そして。『変わる日常、変わらぬ物語』





「澪みお？　こういう日くらい、出前でもいいんだぞ？」

「……ん。いい。お料理、好きだから」

　そう言って、手際よく準備を始める澪。キッチンに出されている材料から推察するに、今夜はダイコンと牛肉の煮に物ものか。

「ホンット、澪は良い奥おくさんになるよねー」

「ん。ありがと、細音さざね」

　食しよく卓たくの椅い子すに我が物顔で座すわっている細音と澪の会話を聞きながら、俺も椅子に座り、ボーっとしながら料理の音を聞いてみる。



　水を流す音、コンロに火を点つける音。トンッ、トンッ、と、小気味良く材料を刻む音。



　──ああ……、もの凄く落ち着く……。

　人が料理をしている音って、どうしてこうも安らぐのだろうか？　細音もやかまし系の彼かの女じよにしては珍しく、黙って楽しそうに、調理中の澪を眺ながめている。

「に～♪」「にゃ～！」「み～」

　音に釣つられて来たのか、子こ猫ねこトリオもやって来た。

「お？　お前らも座るか？」

　そう言って、横の椅子を２つ引いてやる。

「「「 にゃん♪ 」」」

　揃そろって一鳴きし、２つの椅子に飛び乗り、詰め合って三匹で丸くなる。こいつらも料理の音が好きな様だ。



　──それにしても……。

　この件は、もう心配はいらないだろう。

　まぁ、ある意味で頭を悩なやませる事態にはなっているわけだが……、これは、贅ぜい沢たくな悩み。

　イブも落ち着いたし……この子達の変身は、今後、ガブリエル様達と相談しながら、慎しん重ちようにやっていけば問題無い。

　それに……今回の一件は、自分を見つめなおす、良い機会だったとも言える。

　この幸福感にも似た安らぎは、安あん堵どと満足感、充じゆう足そく感かんも含まれてのものだろう。



トンッ　　トンッ　　トンッ



　澪の包丁の音がやや大きく、ゆっくりとしたものになる。どうやらダイコンを切っている様だ。

　──ああ……、本当に平和だ……。

　俺はまどろみの様な心地よさの中、安らぎをもたらす音に耳を傾かたむける。

　この場に展開される、安らぎの世界。いきなり悪あく魔まが降臨でもしない限り、決して揺ゆらぐ事は無いだろう。

「あ、そうだ悟さとる兄にい？」

　細音が、思い出した様に声をかけてくる。

「あぁ～？」

　我ながら間ま抜ぬけな、完全に気の抜けた声で応える。



トンッ　トンッ



　キッチンからは、変わらず包丁の音。

　横を見れば、穏やかに丸くなっている三匹の子猫。

　この平和は永遠に続くものなのでは？　そう思うほどの幸福な光景。

　──が。



「悟兄♪　聖宵きよいちゃんの唇くちびるは柔やわらかかった？」



　──悪魔は、俺の対面に居た。

「!?　ちょ──」「にゃ!?」

　思わぬ不意打ちに、俺の意識は一気に覚かく醒せい。『ちょ！　おまっ！　なんでそれを!?』反射的にそう叫ぼうとした。が。それより早く──



ズドンッッ!!



「「「「　!!　」」」」

　キッチンから響ひびく轟ごう音おん。俺だけではなく、寝ねていたヴィスとリッドも跳はね起き、音の発生源に顔を向ける。

「……あのぉ……？　澪さん……？」

　凄すさまじくイヤな予感がして、恐おそる恐る澪に声をかける。

「……ん？　何、悟？」

　声は変わらない。口調も異常は無い。

　……が。動きが、包丁を握にぎったまま停止していた。

「あ、あの……ですね？　されたのは『聖宵』にではなく『イブ』にでして……。それも、キスではなく、舐められたって形でして……」

「にゃ……、にゃあ……！」

　強くなるイヤな予感に耐たえかね、弁解の言葉を告げる。

　固唾かたずを呑のんで見守る中、細音だけが楽しそうにニコニコしている。

「……ん。そうなんだ？」

　──あれ？

　思いのほか、サラッと返してくる澪。そして動き出す気配。

　……本当に、気にしてなかったのか？

　心配しすぎだったかもしれない。俺は軽く安堵の息をつく。

　どうやらイブとリッドも同じ心境の様だ。再び横になって丸くなる。

　だが。なぜか『じとー』っとした眼めで見てくるヴィス。楽しそうな表情を消さない細音。

　そんな中、澪が動き出す。



ドンッ！　ドンッ！　スドドドドドドドドッ!!



「「「　!!　」」」

　──は、速ッ!?

　慌あわてて振り返る俺、跳ね起きるイブとリッド、『……ほらね？』と言わんばかりの視線を投げてくるヴィス。

　──切っていたのはダイコンだったハズ！　それをこの速さ……微み塵じん切ぎりにでもする気か……!?

「み、澪さん……？　ど、どうなさったのでしょうか……？」

「……ん？　別に……？」

ズドドドドドドドドドドドドッ

　声に力み無し。口調も変化無し。……ただ腕うでだけが、ヤバ気なオーラと共に超ちよう高こう速そくで動いている。

　──怖い怖い怖い怖いッ!!

「に、にぁ！　にゃああ!!」「み～！　み～！　うみゃぁぁ!?」

　イブとリッドが、縋すがる様に訴うつたえかけてくる。

　その顔には明らかに『謝ろ！　なんだか分からないけど早く謝ろ……!!』と。

「澪ったら、やきもち妬やいちゃって可～愛い♪　悟兄の幸せ者♪」

　無責任に言ってくる細音。

「こ、これはそんなカワイイ状況か!?」

　とにかく、なんとかしなければ精神衛生上とってもマズイ。俺は必死で、語るべき言葉を探す。

　──と、とにかく澪の事を大事だと伝えた上で、料理を褒ほめるのがいいか──!?

　それでいて、できるかぎり簡潔に。よく吟ぎん味みした上で、俺は口を開く。



「み、澪？　澪の料理は美お味いしいから、ずっと一いつ緒しよに食べていきたいと思ってるぞ……？」



ドドド────、ピタッ

　高速の斬撃音が、止まった。

「……ん。ありがと」

　そして、澪は簡潔にそう応えると、再び包丁を動かし始めた。



トンッ　トンッ　トンッ　トンッ



　その音は、なぜか音色の様に軽やかに聞こえる。

　安心したのか、俺の膝の上で丸くなるリッドと、俺の背中を登り始めるイブ。

「……悟兄？　今のセリフ、どういう意味で言ったの……？」

　いつの間にか移動していたヴィスを抱き上げながら、細音が訊いてくる。

「は？　いや、言葉通りだが？」

　頭の上に登ってきたイブを撫でながら答える。

「…………。ところで悟兄、『俺のために、毎日みそ汁しるを作ってくれないか？』っていうセリフ、知ってる？」

「ああ、三世代くらい前のプロポーズの定型句か？　知ってるが、それが？」

　細音は何を言いたいのだろうか。

「うん、わかった。何でもないよ。…………この天然ジゴロ」

「 ？ 」「うにゃ？」

　頭にクエスチョンマークを浮かべる俺とイブ。対面では細音とヴィスが、呆あきれの入ったジト眼で俺を見ていた。





「あたしもご馳ち走そうになっちゃって、ごめんね澪？」

「……ん♪　前も言ったけど、一人分くらいなら、そんなに手間じゃないから。──じゃあ私、洗い物しちゃうね？」

　そう言って立ち上がり、キッチンに向かう澪。

「いつも言ってるが……それくらい、いつでも俺がやるぞ？」

「ん、ありがと、悟。でも、今日は疲れてるでしょ？」

　言いながら、慣れた手つきでエプロンを着け、洗い物を始める澪。



「うん。ホント澪って良い奥さんだよね、悟兄♪」

　小声でからかってくる細音。だけど、それに対する俺の応えは。

「──そうだな」

「…………え？」

　目を丸くする細音。──まぁ、無理もない。

　だけど……いろいろ自覚すると、結構こういうのも嬉うれしく感じるわけで。



　今回の件で、いろいろ、自分の心がわかってきた。

『澪と同じように思ってくれるか』

　そう訊いてきた聖宵に、躊躇ためらいなく、疑問を持つことも無く『ＮＯ』と言えた。

　そして──キスをされるかと思ったとき。後ろめたく思った対象は……澪。

　という事は──、もう、誤魔化しようがないだろうな、自分自身を。



　いつからかは、もうわからない。

　だけど多分、『いまさら』、やっと俺は自覚できた。



「なるほどねぇ。これで澪もやっと報われるね～♪」

「……いや。まだ、澪には言わない」

「──は？　何で？　またヘタレ発動？」

　ヘタレ……。まあ、自覚はしてるが。

「前に言った通りだよ。今動き出すと……多分、ブレーキは効かない」

　少なくとも、澪が卒業するまでは耐えなければいけない。──だから今は……。

「はあ……、難なん儀ぎだねー悟兄も。じゃ、あたしは生暖かく見守ってるよん♪　キーヤと──司つかさ兄にいと一緒にね」

「やかまし──、は……？」

　楽しそうに、挑ちよう戦せん的てきに笑いかけてくる細音。──やっぱり、こいつにも勝てる気がしない。



「みゃあ～」

「に……に～、にあ？」

「にゃ？　……にゃあ」

　──ん？　なんだか、ヴィス達が話し合っている？

「み！」「に～♪」

　話はまとまったらしい。ヴィスとリッドは顔を見合わせると。

「ねえさま？　お手伝い、してもいいですか？」

「僕も、いろいろやってみたい♪」

　人へと変身し、澪の手伝いに行った。その後ろには、ネコのままのイブも続く。

「──いきなり変身されると心臓に悪いね……。なんか、ちょっとした人外魔ま境きよう……」

「……お前が言うな霊れい犬けん使い。だがまあ──、概おおむね同意」

　天使と犬いぬ幽ゆう霊れいが入り浸びたってる時点で、既すでに人外魔境の条件はクリアしてた気もするが。

　──って、あれ？　そういえば今……。

「なあ？　あんなに拘こだわってたのに……なんでイブは『聖宵』にならないんだ？」

　ヴィスとリッドは変身したのに、イブだけはネコの姿でついて行った。

「にゃ？　にゃあ、にゃ、にあ。にゃ……」

「……え、っと。『ヴィスもリッドも、まだ長くは変身できないのに、いままで自分だけ、いっぱい人でいたから』だって」

　澪が、通訳をしてくれる。

　なるほど。人でもネコでも、過ごす時間を同じにしたい、ということだろうか。

「にゃあ──」

「……ん？『それに』──？」

　ん？　まだ続くのか？

「にゃあ！　にゃあにゃあにゃあ、にあ……♪」

「………………むぅ」

「ん？　どうしたんだ？　イブは何て？」

「…………知らない」

　あれ？　なんだか……ご機き嫌げんナナメ、というより、複雑な表情？

「なあ真ま白しろ、綾あや人と？　イブ、何て言ったんだ？　澪は何で……」

　真白と綾人に訊きなおすが、

「う～ん……。ちょっと、わたしが言うわけにはいきませんね♪」

　楽しそうに皿を拭ふきながら、真白。

「僕も……、ちょっと言えない、かな？」

　コップを磨みがきながら、綾人。後ろからわずかに見える口元が、笑っている様に見える。

　──本当に、イブは何て言ったんだ？








　──それに、この姿で過ごした方が、早くおっきくなれるし！

　　ボクはね？　お姉ちゃんに勝ちたいなんて、思ってない。

　　だけど──負けないよ、お姉ちゃん♪








　　　あとがき





　蝶の様に舞い!!

　アホウドリの様に着地ッ!!

　そして──スリコギの様に地面に額をっ!!

　ス　イ　マ　セ　ン　っ　し　た　ぁ　ぁ　あ　あ　あ　あ　あ　!!



　三巻連続でマジ謝罪で入りました、『千の土下座を持つ作家』緋月ですごめんなさい。

　正直に告白いたしますと、今回も若干締切オーバーでした……。更にトラブルも重ったのですが、遅筆の言い訳にはなりませんですハイ……。ド修羅場な日程に巻き込まれた関係者様方、申し訳ございません、そしてありがとうございました!!

　さて。話は一旦変わりまして。

　これを読んでくださっている方の中には、書き手の方もいらっしゃるかと思います。

　書き始めたキッカケって、何でした？

　私は、某『黄昏』の名を持つオンラインゲームだったりします。

　そのゲームには、ホムンクルスを制作して一緒に戦える職業があるんです。それは数種類からランダムで生まれるのですが、私が作れたのは小さな女の子型。

　非力ながら一緒にペチペチとモンスターを叩く姿を見て、この子のお話を書いてみたい。そう思いました。──つまりそれが、私にとっての……、

　ロ　　リ　　へ　　の　　目　　覚　　め　　。

　……冗談ですよ？　今回の内容だと、信じていただけるかは微妙ですが……!!

　とにかく。元が二次創作から入ったせいか、物語の裏側、隠し設定や妄想を広げるのは得意＆大好きでして。だから実は、今回使えなかった裏設定が結構あります。

　黒木の変態になった理由や武勇伝。今回の初登場人物のデフォ装備や一人称の理由。澪のオタ知識、詳しかったり無知だったりする理由など。これらは次巻で使えれば、と！

　最後に謝辞を。

　担当様、校正様、明星かがよ様。次回は必ず余裕を持たせますので、見捨てないでっ!!

　お手紙を下さった、Ｍ様、Ｓ様、Ｈ様。遅れていますが、お返事は必ず！

　そして、この本を手に取って下さった方々。本当にありがとうございました!!

　水上家のお話は、まだ続きます。では、また次巻でお会いできる事を願って──
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